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この事業は、 日本 自転車振興会 か ら競輪収益の一部で ある機械 工業振興

資金の補助 を受 けて平成3年 度 に実施 した調査研究事 業の一環 として とり

まとめた ものです。
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は じ め に

財団法人 データベース振興セ ンターでは、海外のデータベース事情 を調査 し、 ま

た併せて国際協調 を促進 させ るため、毎年、海外へ視察団 を派遣 してお ります。

本視察団 は今 回で8回 目を迎 えますが、欧州(59年 度、平成元年度)、 米 国(60年

度、62年 度及 び63年 度、平成2年 度)、 欧米(61年 度)と 、何れ も多大の成果 を得 て

参 りました。

今回は、 ヨー ロッパの情報産業の最近の動 きを肌で感 じる ことを目的 とした視察

団を企画 いた しました。最近の ヨーロッパでは、東西冷戦 の終焉、 ドイツ統一、旧

ソ連 ・東欧諸国の変革等激 し く揺れ動 いて きました。そして1992年 末のEC統 合 に向

けて、新たな動 きが予測 され ます。 こうした激動の背景 には、世界 を瞬時 に駆 け巡

る情報が大 きな役割 をはた した といわれています。 そ して ヨー ロッパにおける日本

情報 に対す る需要の増大の他、 その他の多 くの面で我国に も多大 の影響 を及 ぼす も

の と考 えられ ます。

ヨーロ ッパのデータベース事情 を把握するために企業訪問の他、 ドイツにおける

日本情報 に関す るシンポ ジウムへの参加及 び現地の専門家によるセ ミナーな どをプ

ログラムに盛 り込 み、内容面で より充実 させ ました。

調査訪問先 のアレンジにつきましては、在 日関係機関の ご協力 を得 ました。 また

訪問先では丁重 な もてなしを受 け、貴重 な成果を得 ることができました。 ここに、

関係者各位 の ご配慮 に厚 くお礼 申し上げ ます。

また、視察 団編成 にあた り、調査員の派遣 にご協力 を賜 った賛助会員の方々お よ

び関係各位 、 さらに、調査結果の とりまとめにご協力を頂 いた調査員の皆様 に、心

よ り感謝の意 を表 します。

また、本報 告書 では、 当財 団が別途委託 したEIIA(欧 州情報産業協会)の 調査結

果 をベースに、 ヨーロッパ におけるデー タベ ース産業の実態、 日本情報のニーズ等

に関 して最新事情 をとりまとめ ました。

本報 告書が、広 く関係各位の ご参考になれば幸いに存 じます。

平成4年3月

財団法人データベース振興センター

理事長 圓城寺 次郎
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1調 査 に実施 について

調査の目的および方法

最近 のヨーロ ッパは、 ドイツの統一や 旧ソ連邦 ・東欧諸 国の変革、そして1992年 末 のEC統 合 に

むけて激 し く揺れ動いている。従 って ヨー ロッパ のデータベース産業 も、 この影響 を大 きく受 け

ていることに相違 ない と考 え られ る。

このため、その実情 をつぶさに把握 し、わが国のデータベース産業 の発展 に資する ことを目的

に、専門家か らな る視察団 を編成 し、欧州 の主要関係機関を訪問 し、調査お よび意見交換 を行 っ

た。

調査期間

平 成3年10月19日(土)出 発

平成3年11月4日(土)帰 国(15日 間)
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一已

4 訪問期 日、訪問先及び応待者

訪 問 日 会 社 名 住 所 応 待 者

10月21日

午 前
MaxwellOnline社

AchillesHouse,WesternAvenue,London

(英 国)

Mr.KeithHarding(EuropeanDirector),

MissShivleySnee,

MissClaireCree,

Mr.Michaelkay,

Mrs。JaneFranks

10月21日

午 後
TheBritishLibrary

2SheratonStreet,London

(英 国)

Mr.CdrLMMSaundersWatson(Chairman),

Mr.BrianJPerry,

Mrs.SueHowley,

Mr.IanHaydon,Mr.ChrisBale,

Mr.PeterDale,Mr.PhilipBarden,

Mr.JohnBurchell

10月22日

午 前
バイエルン州交通経 済省

Prinzregentenstr.28

D-8000MUnchen28

(ド イ ツ)

Mr.KlausJasper

(HeadofDepartmentfor

Technology,ResearchandInnovations),

Mr.Karlheins(専 門 情 報 課 長),

Mr.RainerDonhauser

(lnfonetzBayern社 長)他

10月22日

午 後
特 別シンポジウム

Prinzregentenstr.28

D-8000MUnchen28

(ド イ ツ)

Mr.AngelikaErnst(IFO研 究 所)

Dr.philIngridSiegmund-Rux(STN

internatiOnal) '

小 笠 原 暁 団 長(芦 屋 大 学 教 授)

FrauAnke-MariaBerg(Ostasiatischer

Verein)

HerrUlrichPlate(COM.BOX)

FrauCaseyPearce(NIKEEI)
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訪 問 日 会 社 名 住 所 応 侍 者

10月24日

午 前

IIASA

(TheInternationalInsti・

tuteforAppliedSystems

Analysis)

A-2361Laxenburg

(オ ー ス ト リア)

Dr.P.deJanosi

Dr.KurtFedra

Dr.MarkusAmann

10月24日

午 後

INPADOC

(lnternationalPatent
DocumentationCenter)

A-1041Vienna,Moellwaldplatz4

(オ ー ス ト リア)

Mr.NorbertFux

(Hanptverwaltungsrat・Prihcipal

Administrator)

10月25日

午 後

SpecialPresentation

「ヨ ー ロ ッパ に お け る 日本

情 報 の ニ ー ズ と そ の 市 場 」

SavoiaHQtel

ViaLudovisi15,Rome

(イ タ リア)

Mr.DavidPowel1

(EIIA)

10月28日

午 後
IBERIA航 空

Pza.Picasso,S/N

TorrePicasso,P.828020MADRID

(ス ペ イ ン)

Mr.JoseAntonioGigosos

Mrs.AnaMariaValladares

10月28日

午 前
EFE通 信社

Espronceda,32,28003Madrid

(ス ペ イ ン)

Mr.JulioFerrero(DirectorTecnico)

10月30日

午 前
Questel

BuildingLECAPITOLE55ruede

champsPierreux92012NANTERRE

(フ ラ ン ス)

Mr.PierreBuffet

(ScientificDirectorInternationalRela-

tions)

10月30日

午 後
FnacBilletel

FNACMontparnasse店1階

136,RuedeRennes75006Paris

(フ ラ ンス)

Mr.GuyGuistini(Billetel社 長)

Mr.Jean-LucPasquinet(France

TelecomResponsableJaponSer-

vicedesAffairesInternationales)



II 主要企業 ・機関の動向

シ げ 卓.二'シ

.・

パ リにて(Questel訪 問 時)





1 MAXWELL ONLlNE社

ORBIT、BRSオ ン ラ イ ン デ ー タベ ー ス サ ー ビ ス

Maxwellで の プ レゼ ンテーシ ョン風景

調査先

所在地

期 日

面接者

MaxwellOnlineInc.

AchillesHouse,WesternAvenue,LondonW30UA

1991年10月21日(月)

Mr.KeithHarding(EuropeanDirector)

MissShivleySnee(EuropeanMarketingDirector;Orbit)

MissClaireCree(EuropeanMarketingDirector;BRS)

Mr.Michaelkay(EuropeanMarketingDirector;BR∫SColleague)

Mrs.JaneFranks(EuropeanCustomerServicesManager)
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1-1会 社概要

MaxwellOnlineInc・ は、'1青報通 信 及 び 出版 の世界 的企 業 で あ るMaxwellCommunicationCo
.

の子会 社 と レて1989年 に設立 され た。 オ ン ライ ン情 報 サ ー ビス を中心 に各種 情 報 サ ー ビス を行 っ

てい る。 その組 織 は、 以下 の様 にな っ てい る。

MaxwellOnlineInc.

Online

Service

BRSSoftware

Products

Information

OnDemand

ORBIT BRS

図lMaxwellOnlinelnc.組 織 概 略 図

1-2サ ー ビス 内容

(1)ORBITSearchSearvice

ORBITSearchSearviceは 、1973年 にSDC(SystemDevelopmentCorp .)が サ ー ビ ス を 開

始 し た 商 用 オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム で あ る 。1986年 にPOI(PergamonORBITInfoline)

に 、 更 に1989年 にMaxwellOnline,Incに 引 き継 が れ た 。

情 報 の種 類

ORBITSearchSearviceは100以 上 の デ ー タベ ー ス をサ ー ビス してお り、3分 の1以 上 につ

一2一



い て独 占権 を もってい る。 二 次情 報 デ ー タベ ー スの みで な く、全文 デ ー タベ ー ス もサ ー ビス して

い る(一 覧 表1)。 特 に、特 許 、 バ イオ テ クノ ロジー、材 料 、石 油 、 エ ネル ギー の分 野 が 主力 分 野

で あ る。 主要 なデ ー タベ ー ス に は以 下 の もの が あ る。

・INPADOC:EPO作 成 の世 界 特許 情 報 デ ータベ ー ス。1992年1月 よ りサ ー ビス を開 始 す る予

定 。

・WPI:DERWENT社 作 成 の世 界 特 許情報 デー タベ ー ス
。

・CLAIMS:IFI作 成 の米 国特 許 情報 デー タベ ー ス
。

・JAPIOFILE:JAPIO作 成 の 日本 特 許情 報 デ ータベ ー ス
。1991年 までORBITの 独 占 フ ァイ

ル で あ った。

・CAS:CHEMICALABSTRACT社 作成 の化 学 関連文 献 情 報 デー タベ ー ス
。

・RAPRA:ゴ ム、 プラ ス チ ック関連 情 報 の デー タベ ー ス。

特 徴

ORBITSearchSearviceは 以 下 の特 徴 あ る検 索機 能 を有 して い る。

①GET

検 索結 果 の レコー ド中 の任 意 の フ ィール ドの デー タの統 計処 理 す る機 能 。

【例 】

【例】1990年 に公開 された形状記憶合金に関する日本の特許で

発明者(1NVENTOR)の 記載数による トップ10[JAPIOFILE]

SS1/C?

USER:

SHAPEOMEMORYOALLOY

PROG:

OCCURSTERM

130636SHAPE

151369MEMORY

62663ALLOY

SSlPSTG(2503)

SS2/C?

USER:

1ANDgO・90

PROG:

SS2PSTG(390)

SS3/C?

USER:

GETINTOP10

PROG:

THEREARE583UNIQUEVALUES.

OCCURRENCES正RM

6

6

6

6

6

6

6

5

4

4

HENMi,YOSHIO

MARUYAMA,TADAKATSU

MIYAMOTO,ATSUYUKl

MORIYA,YUTAKA

OTSUKA,HiROAKI

TAKASHIMA,TAKAHIRO

YAMADA,HIROYUKI

TANAHASHl,HIROYUKI

ASHIKAWA,TOMOJl

HONMA,MASARU

7MORETE…RMSATFREQUENCY4.
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②SELECT

検 索 結 果 の レ コー ド中の任 意 の フ ィー ル ドの デ ー タを 「セ レ ク トリス ト」 と呼 ばれ る リス

トに一 時保 存 す る機能 。 リス ト中の デー タ には 自動 的 に番号 が 降 られ 、 その番 号 を指定 して

い つで も呼 び 出 し検 索 させ られ る。

③FAMILY

WORLDPATENTINDEX(WPI、WPIL、WPAT及 びAPIPAT)と の マ ー ジフ ァイ

ル を探 す た めの特 別 な コマ ン ド。 この コマ ン ドには4種 類 あ り、検 索 の キー に よ って それ ぞ

れ 、特許 番 号(FPAT)、 優 先権 番 号(FPRI)、 検 索 結果 中の特 定 レ コー ド番 号(FSET)、 セ

レ ク トリス ト番号(FSEL)か ら実 行 させ る こ とが で き る。

(2)BRSINFORMATIONTechnologies

(2-1)BRSSearchService

BRSSearchServiceは 、 ニ ュー ヨー ク州 立大 学 内 で運 用 され て いた シス テム を1976年 に医学

図書 館 等 を主要 ユ ーザ ー と して サ ー ビス を開 始 した商 用 オ ン ライ ンデ ータベ ース システ ム で あ る。

1989年 にMaxwellOnline,Incに 吸収 され た。

情 報 の種 類

BRSSearchServiceは 医学 図 書館 や 製薬 会 社 の情 報 部 門 を中心 にユ ーザ 層が 広 が り、 医学 薬

学 分野 だ けで な く、 ビジ ネス、理工 学 、社 会学 、心 理学 な どの150以 上 の デ ータベ ース を サ ー ビス

してい る(一 覧表2)。 また、全 文 デー タベ ース も有 してい る。 主要 なデ ー タベ ー ス として、 以下

の もの が あ る。

・MEDLINE:米NLM作 成 の医学 関 連 文献 デー タベ ー ス フ ァイル 。

・EMBASE:EXCEPTAMEDICA作 成 の文 献 デ ー タベ ー ス。

・DRUGINFORMATIONFULLTEXT:米ASHP作 成 の医 薬 品情 報全 文 デー タベ ー ス。

・CCML:主 要 医学 関連 雑 誌70誌 以 上 と年 鑑 、参 考 図書 の 全 文 を収 録 して い るデー タベ ー ス。

特 徴

BRSSearchServiceは 以下 の特 徴 あ る検 索 ・出力 機 能 を有 して い る。

・HITS:全 文 デ ータベ ースの よ うな大 きな レ コー ド構 造 の フ ァイル で 出力 す る際 に、検 索語 が

出現 して い る フ ィー ル ドだ け を出 力 す る機 能 。

・LINK:MEDLINEEMBASEと 全 文 デ ータベ ー スCCMLを ハ イパ ー テ キ ス ト的 に つ な げ

た事 に よ り、MEDLINEEMBASEの レ コー ドに対 応 す る レ コー ドをCCMLか ら 自動 的 に
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出力 させ る機能。

・MEDSPELL:英 語、米語 で綴 りが違 う単語 で も、どちらか一方 を入力するだけで両方同時 に

検索す る機能。

・PLURALS:単 数形、複数形が不規則 に変化する単語で も、 どちらか一方を入力 するだ けで

両方 同時 に検索す る機能。

(2-2)BRSColleague

BRSColleagueは 、BRSSearchが 検 索専 門家(サ ー チ ャー)向 けの検 索 シス テム で あ るの に

対 し、 どち らか とい えば、 初 心者 向 けの エ ン ドユ ーザ用 の メニ ュー形 式 検 索 シ ステ ムで あ り、40

以 上 の 医学 薬学 関連 デ ー タベ ース(一 覧表3)が 含 まれ て い る。 一 般 開業 医 、専 門医 、 大 学 ・研

究 所 の研 究 者 等 を利 用対 象 者 と して い る。

(2-3)BRSSoftwareProducts

BRSSoftwareProductsは イ ンハ ウス デ ータベ ー ス用 の検 索 ソフ トBRS/SEARHを 作 製 し、

販 売 して い る。当検 索 ソフ トは、BRSオ ンライ ンデ ー タベ ー ス シス テム と同等 の コマ ン ドと検 索

機 能 を有 してお り、 汎 用機 、 ミニ コ ン、 ワー クス テー シ ョン等 で利 用 で きる。

1-3お わ り に

今 回 の訪 問先 は、MaxwellOnlineInc.の ヨー ロッパ 支社 で あ った。MaxwellOnlineInc.全 体

に関 す る説 明 の他 に ヨー ロ ッパ 支社 にお け るマ ーケ ッテ ィ ング、 カ ス タマ ーサ ー ビス等 、活 動 内

容 の紹 介 を受 けた。 ヨー ロ ッパ 支 社 の活 動 地域 は、 旧東 欧 を含 めた欧 州 全域 、 中東 及 び ア フ リカ

で あ り、 ス タ ッフ は全 員 少 な くと も3カ 国語 は話せ る とい う事 で あ った。 又、 ヨー ロ ッパ にお け

る商 用 オ ンラ イ ンデ ー タベ ー ス利 用 事 情 に つ いて の説 明 も受 けた。 ヨー ロ ッパ で は商 用 デ ー タ

ベ ース の直 接 ユ ーザ はデ ータベ ース検 索 の専 門家(サ ーチ ャー)で あ り、 エ ン ドユ ーザ が直 接 検

索 す る事 は少 ない。 しか しエ ン ドユ ーザ に関す るマ ーケ ッ トリサ ーチの 結果 その関 心 は高 く、 有

効 だ とす る意 見 も多か った 。USA、 オ ース トラ リア、 日本 に おい て は、エ ン ドユ ー ザ検 索 が重 要

にな っ てい る こ とか ら も ヨー ロ ッパ にお いて も広が る可能 性 が あ る と考 え られ る とい う事 で あ っ

た。

1-4参 考資料

ORBITSearchSearviceの パ ン フ レ ッ ト

BRSInformationTechnologiesの パ ン フ レ ッ ト

AMS/COLLEAGUEの パ ン フ レ ッ ト

一5一



表1 ORBITデ 一 夕ベ ー ス 一 覧

≡
プ アイ ル 名

APIPAT・ 舎

C卜llNAPATS

CLAIMS

CLAIMS!U

CLAIMS!C舎'

CLAIMS/CLASS

CLAIMS/RRX

CRE≡GISTRY

識 別 名

APAT

CPAT

CLMS

CLMU

CLMS

CPCし

CRXX

CUVIR

CURRENTPATENTSCPFN

CPFASTAしERTCPFA

CPEVALUATIONSCPEV

DPIN

lNPADOC

INPANEW

JAPIOFILE

LEGSTAT

LITALERT禽

PAST'

RAPＴN'

UKTM

USCLASS舎

USPA'

USP7081.

USPM台

WPl

WPIL

WPAT

WPLED

WPIA●

WPILA'

WPAM'

DPIN

lNPD

INPN

JPAT

LGST

内容

石油関連の特許情報

中国の特許

米国特許(書 誌情報、抄録、クレーム)

米国特許(化 学物質索引、ユニターム付 き)

米国特許(ComprehθnsiveDB)

米国特許分類の辞書 ファイル

Reassignmθnts米 国特許の再譲渡等の情報

CしAIMS化 学 物質ファイル

医薬、化学物質の特許(最 新ファイル)

医薬、化学物質の特許

医薬、化学物質の特許(評 価済ファイル)

世界の医薬品特許、物質特許 を含む

世界の特許(1991年2月 より使用可)

世 界の特許(最 新ファイル、1992年 より使用可)

日本の公開特許(英 文抄録)

欧州および米国特許のステータス情報

(1992年1月 より使用可)

米 国特許の訴訟情報

米国特許のステータス情報

ゴム、プラスチック関連の商標情報

英国の商標情報

米国特許の分類情報

米国特許(最 新ファイル)

米国特許(遡 及ファイル)

収 録 期 間

1964-

1985-

1950・

1950-

1950一

1980一

最 新6週 分

1990-7週 前

1990-

1987・

1968'

最 新10カ 月

1976-

1959－

LITA1970-

PAST1973-

RAPN1976-

UKTM1876-

CLAS1790-

USPA1982-

USPB1970-1981

USPM米 国 特 許(USPA,USPBの 統 合 フ ァ イル)1970-

WPt世 界 の 特 許(遡 及 フ ァ イ ル)1963-1980

WPIL世 界 の 特 許(最 新 フ ァ イ ル)1981・

WPAT世 界 の 特 許(WPI,WPILの 統 合 フ ァ イ ル)1963-

WPED世 界 の 特 許(練 習 用 フ ァ イル)…

WPIA世 界 の 特 許(石 油 関 連 特 許 の 索 引 付 き、 遡 及 ファ イ ル)1963-1980

WPLA世 界 の 特 許(石 油 関 連 特 許 の 索 引 付 き 、 最 新 フ ァ イ ル)1981-

WPAM世 界の 特 許(WPIA,WPILAの 統 合 フ ァ イ ル)1981・

収 録 件 数

2061000

40.OOO

2,124.000

2,124,000

2,124.000

128,000

187.OOO

15,000

800

8,500

430

15.000

13.000

1,500.000

3.2661000

7,600,000

20,000

239.000

44,000

608,000

5,360,000

756,000

785ρ00

1.484.000

2.036,000

3,346,000

5.382,000

49,000

2.036,000

3.346,000

5,382,000

…
ANALYTICA

BEIL

BK)正CH

CAS82

CAS77

CAS7276

CAS6771

CASモD

CASSI

CEBA

CEH80'r"

CEHINDEXツ"

CHEMDEX

CHEMDEX2

CHEMDEX3

ANAB

BEIL

BIOT

CA82

CA77

CA72

CA67

CAED

CASl

CEBA

CEH8

CEHI

AnalyticalAbstracts分 析 化 学

Bθitstein有 機 化 合 物 ハ ン ドブ ック

BiotechnologyAbstraCts生 命 工 学

ChemicalAbstraCts化 学 一般(最 新 フ ァ イ ル)

ChemicalAbstraCts化 学 一般(遡 及 フ ァ イ ル)

ChemicalAbstraCts化 学 一般(遡 及 フ ァ イ ル)

ChemicalAbstraCts化 学 一般(遡 及 フ ァ イ ル)

ChgmicalAbstraCts化 学 一 般(練 習 用 プ ア イ ル)

CAS情 報 源 リス ト

化 学 工 学 、 バ イ オ テ クノ ロ ジ ー

化 学 関 連 産 業 情 報

CHE80の 辞 書 フ ァ イル

CDεXChθmiCatDiCtiOnary化 学 物 質 辞書 フ ァ イ ル

CDX2ChθmicalDkコionary化 学 物 質 辞書 フ ァ イ ル

CDX3ChθmiCalDiCtionary化 学 物 質 辞書 フ ァ イ ル

1980-

1779-1979

1892-

1982-

1977-1981

1972-1976

1976-1971

1907-

1971・

1965-

1965一

134,000

3.415,000

115,000

4,359,000

2,208,000

1.768.OOO

1.310.OOO

83.000

65.OOO

121.OOO

12,000

3.400

1.638.000

1.358.OOO

2.816.OOO
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CHEMDEX4

CHEMDEX5

CDEX・ED

CIN

CRDS● 戸'

CSNB

FSTA

NUαCODEiS・

PESTDOC・ ♪.

PEST2'β ・

PESTDOCUDB.万 金

PESTllUDB・ ノ●●

PNI

RINGDOC"

RNG64'金

RNGDOCUDB● 金

SDF●t"

SPF'戸'

VETDOC・ β.

VETDOCUDB・ 戸倉

CDX4ChemiCalDiCtiOnary化 学 物 質 辞 書 フ ァ イ ル

CDX5ChemiCalDkCtionary化 学 物 質 辞 書 フ ァ イ ル

CDEDCHEMDEX-CHEMDEX5の 練習 用 フ ァ イル

CINFChgrnicallndustryNotes化 学 関 連 産 業情 報

CRDS有 機 合 成 反 応 情 報

CSNBChθmica|SafetyNewsBase化 学 産 業 安 全 情 報

FSTA食 品 お よ び食 品 工学 に 関 す る文 献 情 報

NUOCNationalUnionCatalogCodgs、CASSIの 補 助 フ ァ イ ル

PEST農 薬 に 関 す る文 献 情 報

PES2農 薬 に 関 す る会 議 録 情 報

UDPB農 薬 に関 す る文 献 、 会 議 録 情 報

UDP2農 薬 に関 す る会 議 録 情 報

PNIIPharmaceutioa|Newslndθx医 薬 に 関 す る 文 献 情 報

RING薬 学 に 関 す る 文 献 情 報

RGBK薬 学 に 関 す る 文 献 情 報

UDBR薬 学 に 関 す る文 献 情 報

SDFIStandardDrugFile、RINGDOCの 化 合 物 フ ァ イ ル

SPFtStandardPesticideFile、PESTDOCの 化 合 物 フ ァイ ル

V日D獣 医 学 に関 す る文 献 情報

UDBV獣 医 学 に関 す る文 献 情 報

1986.4-1989

1990一

1974-

1944-

1981-

1969一

1968-1984

1975-1984

1985・

1985-

1974L

1976-1982

1964-1975

1983一

1968-1982

1983一

1,962,000

828,000

26.OOO

810.OOO

83.000

25.OOO

388,000

400

137.000

16,000

51,500

14.OOO

910.OOO

352,000

610.000

239.OOO

21.000

7.500

64.000

33,000

エ ネル ギ ー ・環 境

APILIT・ ・

,AQUALINE・

COLD'

EBIB'

ENERGYLINE

ENVIROLINE

EPIA'

GEOBASE

GEOREF

HSELINE

lPABASE

NiOSHTIC

APIBIZ

POWER'

TROPAG'

TULSA'戸 ・

WAS正INFO'

ALIT石 油関連の文献情報

AQUA水 資源に関する文献情報

COしD極 地の環境情報

EBIB

EしIN

ENVl

EPIA

EnergyBibliographyエ ネルギー関連の文献情報

エネルギーに関する文献情報

環境に関する文献情報

発電施設に関する文献情報

GEOB地 理 、環境、エコロジーに関する文献情報

GEOR地 質学に関する文献情報

HSEDHgalthandSafetyExecutive職 業安全に関する文献

lPAB石 油 開発に関する文献

NIOS労 働 衛生、安全に関する文献情報

ABtz石 油 、エネルギー業界誌

POWRエ ネルギー関連の文献情報

TROPTropicalAgriculturθ 熱帯地方の環境、農業

TULS石 油開発に関する文献

WAST廃 棄物処理に関する文献

1964-

1960'

1951-

1919-

1971-

1971-

1975-1983

1980・

1975-

1977-

1985・

19世 紀

1975-

1950年 代 一

1975-

1965・

1971・

470,000

138.000

158.000

12.OOO

76,000

152.000

25,000

445.000

5,800.OOO

126,000

41600

164,000

551,000

32,600

83,000

456,000

64,000

－
CERAB

CORROSION舎

EMA

MATERIALS/B

MDF/l

METADEX

P旧A'

RAPRA'

WSCA'

WCER'

CεiRMCeramicAbstraCtsセ ラ ミ ッ ク関 連 の 文 献 情 報

CORR腐 食 に 関 す る文 献 情 報

EMABセ ラ ミ ッ ク ス、 ポ リマ ー 関 連 の 文 献情 報

MABUMaterialsBusinessFile素 材 産 業 に 関 す る文 献

MDFIMetalsDataFile金 属 の 物性 情 報

MDEX金 属 、 合 金 に関 す る 文 献 情 報

PIRA製 紙 、 印 刷 、出 版 、 包 装 に 関 す る文 献 情 報

RAPRゴ ム 、 プ ラ ス チ ッ ク関 連 の 文 献 情 報

WSCA塗 装 、表 面 加 工 に 関 す る文 献 情 報

WCERセ ラ ミ ッ ク 、 ガ ラ ス 、 セ メ ン ト等 の 建 築 材 料 情 報

1976一

最 新 情 報 の み

1986-

1985-

1982-

1966-

1975・

1972-

1976-

1978一

118,000

2.400

84.600

66,000

46,000

856,000

197.000

404.OOO

149,000

54,000
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－
COMPENDEXPLUSPLUS工 学 、 技 術 関 連 の 文 献情 報

GEOMGeomechanicsAbstraCts地 質 工 学 に関 す る文 献GMA舎

1CONDA

IMABS舎

INSPEC

INSP6976

1NSM

ISTP

JTEC

MICROSEARCH

NTIS

NTIS6476

NTIM

SAE

SAFεTY'

SCIB

SCIA

SCINEW

SCIM

WEしDASEARCH◆

lCON

lMAB

lNSC

lNBK

lNSM

ISTP

J正C

建築関連の文献情報

lmagingAbstracts画 像 、写真に関する文献情報

物理、電子工学に関する文献情報(最 新ファイル)

物理、電子工学に関する文献情報(遡 及ファイル)

物理、電子工学に関する文献情報(統 合ファイル)

科学技術の会議録情報

日本の科学技術、特許情報

MCROマ イクロコンピュータに関する文献情報

NTIS米 国政府による技術 レポ一一ト(最 新ファイル)

NIBK米 国政府による技術 レポー ト(遡 及ファイル)

NTM米 国政府による技術 レポー ト(統 合ファイル)

SAEGSAEGIobalMobility自 動車、航空機関連の文献

SSABSafetyScienceAbstracts安 全工学に関する文献

SCIB

SCIA

SCIN

SCIM

科学 技術文献の引用情報(遡 及ファイル)

科学技術文献の引用情報(最 新ファイル)

科学技術文献の引用情報(最 新4週 間分のファイル)

科学技術文献の引用情報(統 合ファイル)

WEU〕 溶接に関する文献情報

1970-

1977-

1976-

1977-

1977-

1969-1976

1969-

1982-

1985-

1982・

1977・

1964・1976

1964-

1965-

198仁

1974-1984

1985・

最 新4週 分

1974-

1967一

2.672.000

31.OOO

257、000

73,000

2,874,000

980,000

3.855.000

1,274,000

160.OOO

54,000

983,000

534.000

1.517.000

42.000

63,000

6.053,000

4.000,000

30.000

1・O,OOO.000

114.OOO

ダ イ レ ク トリー

AMWS

BIPS

CHEMQUEST'

CORP正CH'

CUADRA

DART'

WHO正CH台

AMWS米 国 およびカナダの科学者人名録

BIPS科 学技術分野の書籍、雑誌の情報

CEMQ化 学物質の供給者情報

CORP米 国のハイテク産業に携わる企業の情報

CUADデ ー タベースのダイレクトリー

DART米 国の研究開発機関のダイレク トリー

WH()TWho'sWhoinTechnology米 国の技術者人名録

最新情報のみ

最新情報のみ

最新情報のみ

最新情報のみ

最新情報のみ

最新情報のみ

最新情報のみ

120,300

195.500

210.OOO

35,000

5,800

12,000

35.OOO

ビジネス ・その他

ACCOUNTANTS.

lNFORM

LABORDOC'

uSA

ACCT

INFO

㎜

LISA

会 計 、財務に関する文献情報

ABVINFORM経 営 、経済に関する文献情報

ILOの 刊行物に関する情報

図書館、情報処理関連の文献情報

1974-

1971-

1965・

1969・

236,000

546,000

153.000

108,000

(ユ ーティリティ)

DBI

ORBCHEM

ORBIT

ORBPAT

PRINTS

DBINORBtTDatabasglndexデ ータベースの索引

ORBC検 索式登録用ファイル(化 学)

ORBTユ ーザ支援ファイル

ORBP検 索 式登録用ファイル(特 許)

PRNT電 子 メール出力専用ファイル

'0月81τ 独占提供デ一夕ベーズ
"会 員もしぐぱ資料賭読者に秒 君が限 られるデータベース

この一覧表ば799丁年8月 現在のbのTす
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表2 BRSデ 一 夕ベ ー ス 一 覧

ビ ジ ネ ス

ABI/INFORM

BioBusiness

BusinessDateline

CorpOrateandIndustryResθarchRgpOrts

DisclosureDatabase

Disctosurg1Health

Disclosurθ1History

Disciosure/SpθctrumOwnership

FINIS:FinanciallndustrylnformationSgrvicg

HarvardBusinθssRevigwOnling

HθalthlndustryResgarchRepOrts

lnvestor'sDaily・

ManagementContents

PTS/F&SandPTS/PROMTMe匹 〕edFile

PTS/F&Slndθxθs

PTS/PROMT

TradgandIndustryASAPlll

西口
EducationalResourcθslnformationCenter

EducationalＴestingSerciceTestCollection'

ExceptionalChildEducationResources

OntarioEducationResourceslnfo.Systθm'

RθsovrcesinVocationalEducation舎

VocationalEducationCurriculumMaterials'

識 別名

1NFO

BBUS

BDLN

CIRR

DSCL

DSHL

DSCH

OWNR

FINI

HBRO

HIRR

lVDA

MGMT他

PTSL

PTSI

PTSP

TSAP

ERIC

ETSF

ECER

ONED

RIVE

VECM

内容

経済 ・経営

バイオ関連事業

経済ニュース

企業調査レポート

米国企業財務情報

医療関連企業財務情報

米国企業財務情報

株主情報

金融 ・証券業界情報

同名雑誌のオンライン版

医療関連産業レポート

投資家向け情報

経営関連文献

経済 ・経営文献情報

経済 ・経営文献情報

経済 ・経営文献情報

産業および貿易情報

教育全般

能力評価テスト集

障害児等の教育情報

教育全般

職業教育

職業教育カリキュラム集

収 録 期 間 収 録 件 数

1971・559.500

1985-353.200

1985.1・220,000

1982.1-162.OOO

最 新 情 報10.000

最 新 情 報600

1978-198811.OOO

最 新 情 報10,000

1982・111,800

1971-2,700

1982-9,800

1986-11.900

1974・210,000

1980-3,567.000

1980・2,832,500

1980-2.484.000

1983-477.600

1966・

最 新 情 報

1966-

1970-

1983-

1982一

746,600

9.400

76.400

19.000

17.200

6.300

物 理 ・化学 ・数学 ・工学

CambridgeScientificAbstractsEngineering・

CASgarch

COMPENDEX

Computer&MathematicsSearch

ComputerDatabasθ

CSEN

CHEM他

COMP

CMCl

CMPT

CCON:Engineering,Tgch&AρpliθdSciencθs'ENGI

CCON:Physヒal,Chemical&EarthSciences台

EncycbpediaPolymerSciθnce&Engineθring

lNSPEC

Kirk-OthmerEncycbpediaChθm.Technology

NTISBibliographicDatabase

PAτDATA'

QUAKELINE

PHYS

EPSE

INSP他

K旧K

NTIS

PATS

QKLN

工学関連文献情報

ChemicalAbstracts

工 学

コンピュータ、数学

コンピュータ関連文献情報

工学、技術、応用科学

物理、化学、地球科学

ポ リマー関連技術文献

物理、工学、コンピュータ

カークオスマー化学事典

技術 レポー ト

米国特許

地震に関する文献情報

1981-445,200

1970・5,650,000

1970'1.723,200

1980-498.000

1983-376,900

最 新1年 分7.200

最 新1年 分9,500

1984-500

1969-3.489.OOO

1978-1,200

1970-1,395,200

1975-1.181,300

1987・14,100

ライフサイエンス

AGRICOLA●

BIOS|SPrgviθws

CambridggSciθntificAbstraCtsL肖eSciences禽

CCON:Agrk刈lturg,Biology&Environmental'

CCON;UfeSciencgs.

ComputgrFlθtrigvalonScigntificProleds

CurrθntAwargngssinBiologicalSciences'

NationalEnvironmgntalDataRgfθrralSgrvic9◆

CAIN他

BIOL他

CSAL

AGRI

LIFE

CRSP他

CURB

NEDS

農学

生物学

ライフサイエンス全般

農学、生物学、環境分野

ライフサイエンス全般

政府援助のプロジェク ト

生物科学最新情報

環境に関する文献/デ ータ

1970-

1970・

1981一

最 新1年 分

最 新1年 分

1986・

1983-

1983・

1.424.500

7,391,300

1.223.600

6.600

13,000

326.300

1.533.000

22.200
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－
AdisDrugNθwsADIC他

Agθ ∬ne●AARP

A|DSAbstraCtsAIDD

AIDSKnowlgdgeBqse'ASFG

AI◎oholandAk叉)holProblemsSciθnc白'ETOH

AIcohollnforma⑳bnforClinicians&Educators禽CORK

BirthDθfeCtsEnCyclopediaBDEO

CABAbstraCtsCA8A

CAB:HumanNutrition'Nし πR

CAB:V6terinaryandMedica|舎VETR

CANCERLITCANR

CombinedH白atthlnformation●CHID

ComprθhθnsiveCorgMθdicalLibrary・CCMし

CCML:AIDSArticlesSubsgt舎AACC

CCMし:JournalSubset・JOUR

CCML:Mθdica旧ookSubsθt'MEDB

CCML:NewEnglandJournalofMedヒinθ'NEJM

CCML:Sciθnce●SCIE

CCON:ClinicalMedicine。'CLIN

DIOGENESDiOG

DrugInformationFulitextDIFT

EMBASEEiMED他

EMBASEDruglnformation●EMDR

EMBASEThesaurusandJournallnformationEMTH

HAZARDLINEHZDB

HealthandPsychosociallnstruments'HAPI

HealthPlamingandAdministrationHLTH

IDISDrugFileIDIS

lnternationalPharmacθuticalAbstrac{sIPAB

JournalWatch'JWAT

MedicalandPsychologicalPreviews'PREV

MEDLINEMESH他

MEDUNEReferencesonAIDS'MRAl

MθrcklndexOnlineMRCK

NursingandAlligdHgalthNAHL

Pharmaceutical&H白althcarelndustryNewsP川D他

PharmacgUticalNewslndexPNII

PharmacontactsP卜{OO

PharmaprojectsPHAR他

PhysicianDataQueryCancertnformationFilePDQC

PhysicianDataQueryDirectoryFilePDQD

PhysicianDataQueryPatientlnformationFilePDQl

PhysicianDataQueryProtocolBackfiiePDQB

PhysicianDataQueryProtocolFilePDQP

ScienttticAmericanMedicine●SAMM

Sports&FitnessThesaurusSFTH

SPORTDatabasθSFDB

TOXLINETOXL

TOXLINESubsθt・XTOL

医薬品情報

老年医学

工イズ関連の文献情報

エイズ研究知識ベース

アル コール中毒、依存症

アル コール中毒、依存症

出産時陣害関連情報

医学、栄養学、獣医学他

栄養学

獣医学

癌関連情報

医学

医学全文データベース

CCMし ヱ イズ関連論文

CCML雑 誌サブセッ ト

CCML書 籍サプセット

同名誌の全文データベース

同名誌の全文データベース

臨床医学

FDA資 料

医薬品情報全文

医学、薬学文献情報

薬学文献情報

EMBASEシ ソーラス

環境汚染、有害物質情報

医療機器情報

医療関連文献情報

医薬品情報

医薬品情報

医学雑誌速報

医学、心理学文献速報

医学全般

工イズ関連情報

医薬品 、化合物情報

看護学 および関連情報

医療産業情報

製薬業界ニュース

製薬業界ダイレク トリー

医薬品開発情報

癌治療情報

癌専門医、研究機関名簿

一般および患者向 け癌情報

中止および中断プロ トコル

実施中の癌治療プロ トコル

内科医薬品情報

スポーツDBシ ソーラス

スポーツ医学

毒性に関する文献情報

毒性に関する文献情報

臼
三

:

㈱
三

:

三
襟

≡

㈱
㌫

綱
三
㌫

警

ご
三
㈱
鷲

綱
綱
㈱
纏

三

19

19

19

19

19

19

最

19

19

19

19

19

19

19

19

最

19

19

最

19

最

19

19

最

最

19

19

19

19

19

最

19

19

18

19

19

19

最

19

最

最

最

最

最

最

最

19

19

19
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巳口
Acadθmic|ndθx

BooksinPrint

Bowker'sinte`lSerialsDatabasg(Ulrich's)

BusinessSoftwarθDatabasg

Buygr'sGuidθtoMicroSoftware

CurrentContθntsSθarch

DissertationAbstracts

FAIRBASE

FederalRegistgrAbstracts

GPOMonthlyCatalog

KnowledgelndustryPublicationsDatabase

MagazineASAP川

Magazinelndex

NationalC◎IlegeDatabank

NationalNθwspaperlndex

NEWSEARCH

PopuiarMagazingReviewOnline

Readθrs'GuideAbstracts

UMIArticleClearinghouse

ACAD

BBIP

ULRI

BSOF

SOFT

㎜

DISS

FAIR

FREG

GPOM

K|PD

MSAP

MAGS

PE正

N∞Z

DALY

PMRO

WRGA

UMAC

学術論文

書籍目録

雑誌目録

ソフ トウェアカタログ

ソフトウェアカタログ

学術詰目次速報

学位論文

国際会議予定表

米国政府公報

米国政府出版局カタログ

出版物カタログ

雑誌記事

雑誌記事

米国、カナダの大学案内

米国の新聞記事

雑i誌、新聞記事

一般雑誌記事

一般雑誌記事

UMIカ タログ

1985-878,500

1979.1.564,000

最 新 情 報164.800

最 新 寸青報37,300

最 新 情 報4.300

最 新1年 分49,000

1861-1,130,000

1986'201061,400

1986-134,600

1976.7-368.800

最 新 情 報3,100

1983.179.700

1959-2,740,200

最 新 情 報3.500

1970-2.760.900

最 新 情 報58,800

1984-371,700

1983-526.400

1978司11,000

人文 ・社会科学

ABLEDATA

Arts'&HumanitiesSearch

CCON:Arts&Humanities

CCON:Social&BehavioralSciθnces

DRUGINFO/AlcoholUsθandAbusθ 白

FamilyResourcθsDatabasg

HUDUSERONUNE命

ht'lRθviewofPub|icationsinSociology

LegalResourcelndex

.LibraryandlnformationScienceAbstracts

LibraryLiterature

LinguisticsandLanguaggBehaviorAbstracts

MθntalMeasuremθntsYearbook禽

PAISlnternational

PsyclNFO

REHABDATA・

Religionlndex

SocialPlanningMolicy&DeveloP.Abstracts

SocialSciSearch

Socio|ogicalAbstracts

ABLE

AHCI

ARTS

BEHA

DRUG他

㎜

HUDU

lRPS

LAWS

LISA

WLIB

LLBA

MMYD

PAIS

PSYC

NRIC

RELl

SPDA

SSCl

SOCA他

リハビリテーション

芸術、人文科学

芸術、人文科学

社会学、行動学

薬物、アルコール中毒

家庭社会学

住宅と都市開発

社会学関連文献情報

法律関連出版物

図書館学、情報管理

図書館学関連文献情報

言語学関連文献情報

精神機能検査

社会学文献情報

心理学

リハビリテーション

宗教学

社会学

社会学

社会学

最 至斤情 報17,600

1980-1.287,300

最 新1年 分5.100

最 新1年 分7,200

1968.23.200

1970-123,100

19675,000

1980-78,000

1980-465.700

1976・108,000

1984・.84,200

1973-124,100

1972.2,500

1972・1.181.300

1967'793,000

1956-29,000

1949-422,700

1979-25.600

1972-2.246,100

1963-216,800

練習用ファイル

ABレINFORMPractice

Arts&HumanitiesSearchPracticg

CASearchPracticg

EMBASEPracticg

PracticeComplθtθTeXtJournals

PraCticgMEiDUNE

SocialSciSearchPractice

'BRS独 占 提供 デ ー タベ ース

lNFT

AHCT

CAST

EMET

PCTJ

PMED

SSCP

lNFO練 習用ファイル

AHC1練 習用ファイル

CHEM練 習用ファイル

EMED練 習用ファイル

JOUR練 習用 ファイル

MESH練 習用 ファイル

SSCt練 習用ファイル

この一覧表は1991年8月 現在のものです

9,200

22.000

88.200

10,000

3,300

50.OOO

101000
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BRS/COLLEGUEフ ァイ ル一 覧表3

MEDICALDATABASES

全文 CCML

PDQ

抄録 MEDLINE

MEDICALNEWS

BIOSIS

CURRENTCONTENTS

COMPUTERRETRIEVALOFINFORMATIONONSCIENTIFICPROJECTA

EMBASE

PsyclNFO

TOXLINE

CHEMICALABSTRACTS

HEALTHPLANNINGANDADMINISTRATION

NURSINGANDALLIEDHEALTHLITRATURE

CANCERLIT

そ の他 AQUIREDIMMUNODEFICIENCYSYNDROME

PHARMACOLOGY

NON-MEDICALDATABASE

ビ ジネ ス ABI/INFORM

金融 他

科学 AGELINE

AGRICOLA

CONSUMERDRUGINFORMATION

DIOGENES

HAZARDINE

SPORTDATABASE

出版 REFERENCE

社会科学 ABLEDATA

ALCOHOLUSE-ABUSE

DRUGINFO

教育 EDUCATION

エ ネ ル ギ ー ENERGYANDENVIROMENT

環境

12



2 THEBRITISHLIBRARY

21世 紀をめざす情報ライブラ リーの建設

ロン ドン市 内の プ リテ ィシ ュ ・ライブ ラ リーにお ける研 究ス タ ッフ と団 員 との交 流

パ ーテ ィ。(中 央 左側 の長身紳 士が ワ トソ ン館 長)

調査先

所在地

期 日

面接者

TheBritishLibraryResearchandDevelopmentDepartment

2SheratonStreet、LONDONWIV4BHUNITEDKINGDOM

1991年10月21日(月)

Mr.CdrLMMSaundersWatson(Chairman)

Mr.BrianJPerry(Director,ResearchandDevelopmentDepartment)

Mrs.SueHowley(AssistantDirector,ConsultancyandInternationalRelations)

そ の 他 プ リゼ ン テ ー シ ョ ン をお 願 い し た 方 々

・Mr .IanHaydon(Press&PublicRelations)

・Mr .ChrisBale(ScienceReferenceandInformationService)

・Mr .PeterDale(NationalBibliographicService)

・Mr .PhilipBarden(DSC)

・Mr .JohnBurchell(R&DD)
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2-1沿 革 と概 要

20年 前の1972年 、 ブリティッシュ ・ライブラリー(大 英図書館)は 世界最大 クラスの図書館 と

して組織 を一つに し、その活動 を開始 した。

1972年 の議会法令(ActofParliament)に よ り英 国図書館が創設 され、1973年 以降大英博物

館の図書部門を中核 として、国内の8つ の機関が統合 され現在運営 されている(表1.参 照)。

もっともその基礎 となった大英博物館 は1753年 に設立 され てお り、 この期間を数 えれば殆 んど

250年 以前にさかのぼることになる。

英国図書館は この ような経緯か ら、各図書館が長期間 をかけて蓄積 した多種多様かつ膨大 な図

書や、古代 ・中世代の重要資料及 び、最新の科学 ・技術 資料 を所蔵 する世界最大 クラスの図書館

として今 日に至っている。

ブ リテ ィッシュ ・ライブラ リー(大 英図書館)の 施設 は現在、 ロン ドン北 のセ ン ト・パ ンクラ

スに建設 中の新 ビル を含 めると、大 きく3つ の区分に分 けて概括 して見 ることが出来 る。

(1)ロ ン ドン市 内の16の 図書館

この中では最 も有名 な ものが 円形 の大読書室の ある大英博物館図書館で、その壮麗 さは国際

的に も知 られでいる。人文科学 と社会科学を中心 として、今で も年 間50万 人の訪問者 を受 け

ている。

(2)北 イ ン グ ラ ン ド、 ヨ ー ク シ ャー の ボ ス トン ・ス パ ー(BOSTONSa.)に あ る

「DOCUMENTSUPPLYCENTRE」(DSC/資 料提供セ ンター)

このDSCは 科学、技術、工業部門 の一部門ではあるが、資料貸 出、複写、マイク ロフィルム

の供給 と言 う点では世界最大のライブラ リーである。英 国国内のみならず海外 に も協力機 関

を通 じて貸出 し可能である。

(3)ロ ン ドン北 のセ ン ト ・パ ンク ラス(STPANCRAS)の 近 くに 目下 建 設 中の ハ イテ ク装備

による新 ビルディング NewBritishLibraの 建 設 。

これは英 国では今世紀最大の土木 工学 プロジェク トとして注 目されてい る もので、一部 は

1993年 にオープンし、1996年 にはロン ドン市内に分かれてい る図書館 を全て一 つに統合 する

計画である。

特 に、将来の情報収集 と利用開発 のた め新 らし く建設 中の新庁舎 は、工事費700億 円 をかけ

1993年 に第1期 完成予定。約1,200万 の蔵書 と情報 ネ ッ トワー クやデー タベー ス等 の装備 によ

る世界最大の情報 ライブラリー として英国の威信 をかけている。
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2-2最 近の情報サー ビス活動

(1)情 報サー ビス組織及び事業活動について

本 図書 館 は現在2,500名 の職 員 に よ り、1つ の管 理部 門(中 央 管理 部)、3つ の 事業 部 門(人 文 ・

社 会 科 学部 門 、 科学 ・技術 産 業 部 門、研 究 開発 部 門)で 構成 され て い る。 又 、 この他 に理事 会 と、

経営 委 員会 が 設 置 され て い る。(表2.現 組 織 参 照)

これ らの各 事 業活 動 に必 要 な支 出予算 は、1988-89年 度で芸 術 図書 官庁(TheOfficeofArts

andLibraries)か らの補 助 金5,219万 ポ ン ド、及 び、 物 品の販 売 や サー ビス の収 入1,900万 ポ ン

ド、合 計7,119万 ポ ン ド(約160億 円)/対 前 年 比105%で 賄 って い る。

又 、外 部研 究 機 関 や他 の図 書館 に対 す る助 成 金 は179万 ポ ン ド(約4.1億 円)を 支 出 して い る。

尚、1991年 度 の支 出予 算 は総計8,100万 ポ ン ド(約186億 円)と ふ くらんで い るが 、 同年 度 の

収 入 も2,300万 ポ ン ド(約53億 円)に 増 えた ので 、予 算 の30%は 自前 で賄 っ て い る模 様 で あ る。

表1大 英図書館に統合された機関(1973年 以降)

(1)大 英 図 書博物 館(TheBritishMuseumLibrary)

(2)国 立 科 学発 明参 考 図 書館(TheNationalReferenceLiburaryofScience&Invention)

(3)国 立 中 央 図書館(TheNationalCentralLibrary)

(4)国 立 科 学技 術 貸 出図 書館(TheNationalLendingLibraryforScience&Technology)

(5)英 国 国立 書誌 館(TheBritishNationalBibliography)

(6)科 学 技 術|青報 庁(OSTI:TheOfficeforScientific&TechnicalInforrpation)

(7)イ ン ド国立記 録 庁(TheIndiaOfficeLibrary&Records)

(8)音 楽 著 作 物 文 書館(TheNationalSoundArchives)

各事 業 部 門 の事 業 内容 を概 観 す る と、 以下 の 如 き状況 とな って い る。

1)人 文 社会 学 部 門(HumanitiesandSocialSciences)

・英 国、東 西 ヨー ロ ッパ 、東 洋 等 の世 界 中 の コ レ クシ ョンを収 集管 理 して い るCollectionDevel・

opment(収 集 部)、 世界 的 に有名 な 円形読 書 室 の管 理 や公 的 出版 物 等 を扱 うPublicServices

(公 共 サ ー ビス)の2つ の 部が 活動 の 中心 で あ る。

・又 、全 て の 時代 の地 図、楽譜 、及 び切手 な ど国際 的名 声 の あ るコ レク シ ョン を管 理 す るSpecial

Collections(特 別 収 集物)な どを加 え合計5部 で構成 され てい る。

2)科 学 技術 産 業 部 門(ScienceTechnologyandIndustry)

・科学 、 技術 、 ビジネ ス、 貿 易 な ど広 範 な参 考 図書 や雑誌 、 ビジネス レポ ー ト、特 許 資 料 な ど
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を公 開 す る一般 読 書室 の管理 及 び 、有 料 で世 界 的 レベ ル の デー タベ ー スの代 行検 索 サー ビス

を行 うScienceReference&InformationService(科 学 参考 図 書 ・情 報 サ ー ビス)は 従 来

か らの 重要 な 部署 で あ る。

・最近 は、世 界 中 の ユー ザニ に対 して専 門論 文 や科 学 レポー ト及 び最 新 の流通 ジ ャー ナ ル な ど

の、 コ ピー サー ビスや貸 出 を行 うDocumentSupplyCentre(資 料 提供 セ ンタ ー/ヨ ー ク シ

ャー の ボス トン ・スパ ー)の 活 動 が拡 大 して い る。

・その他 図書 館 の デー タベ ー ス を使 った書誌 サー ビス の販 売 、開発 を担 当 す るNationalBiblio-

graphicService(国 際書 誌 サ ー ビ ス)な ど全 体 で4部1セ ンター の構 成 で あ る。

3)研 究開発部門(ResearchandDevelopmentDepartment)

次に重要な部門 は研究開発部門で ある。 ここは小規模 なが ら大変重要な部門である。

高度情報化の進展 とそのサービスを受 ける社 会は今過渡期にある。急速 に進歩 している技術

は情報 の蓄積、流通方法に大 きな影響 を与 えている。

この部門 はこの流れに対応 し、必要な研究 を援助 している。取締役兼部長 のブライアン ・

ペ リー(BrianJPerry)氏 は日本 に も訪問されて居 り、今回の当視察団 に対 して も積極的な

情報交流のプ リゼンテーションがなされた(写 真1及 び2参 照)。

この研究開発部門は実 に多 くの研究開発 に関与 している。 これ らについて全 てを紹介す る

わけには行かないが、後述の第3章 で2、3例 を上 げてみることにしたい。

.ξ撚 蒜㍍念 ぷ."㌫ ぶパー～

写 真1.ロ ン ド ン 市 内 の 今 回 訪 問 し た ブ リ テ ィ シ ュ ・ラ イ ブ ラ リ ー は 調 査 研 究 部

(ResearchandDevelopmentDepartment)の 拠 点 で あ る 。
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写真2.ブ リテ ィッシュ ・ライブラ リー/取 締役 ・調査研 究開発 部長 のブ ライア ン・

J・ ペ リー氏 に よるプ リゼンテー シ ョン。

(2)各 部 の 事 業 活 動 概 要

大英図書館 にお けるいわゆる図書館 としての一般利用者等 に対す る閲覧 ・貸出 し等のサー

ビスは、人文社会学部門 と科学技術産業部門でそれぞれ運営 されている。

1)人 文社会学部門(HumanitiesandSocialSciences)

担 当部

① 収 集 部

(CollectionDevelopment)

② 保 存 サ ー ビス 部 兼

セ ン トパ ン ク ラ ス 運 営 計 画 部

(PreservationService/

StPancrasOperationServices)

③ 公 共 サ ー ビ ス 部

(PublicServices/Planning&

Administration)

主な活動 と特徴

様 々な世界的 コレクシ ョンの取得 と書誌管理 を担

当。又、

①イギ リスや東西 ヨーロッパの収集物

②東洋の収集物 ③ イン ドの記録物

について も取組んでいる。

図書館 の保存物 に関する決定権 を持 つ。

又、StPancrasの 新庁舎 において、今後行われ る

サービスについて戦略的 ・業務的 レベルの計画作

りも兼務 してい る。

一般読書室の管理 や希少本の収集並 びに公的出版

物や社会科学のサー ビスを担当 している。

又、科学情報サー ビス(BLISS)も 行 っている。

一17一



④ 特 別 収集 物 部

(SpecialCollections)

当部の収集物 はすべて国際的名声のあるもので、

古代 や中世の写本、地図や楽譜のオ リジナル、切

手等 も含 まれている。

⑤ セ ン ト ・パ ン ク ラ ス 業 務 計 画 部

(StPancrasOccupation

Planning)

新 ビル の基 本 構 想 を固 め設計 を許可 し、 ビル の受

入 れ に関 す る業 務 を担 当 して い る。今後 はPreser-

vationService(保 存 サ ー ビス部)と 協 力 して セ

ン トパ ンク ラスで の業 務 や サ ー ビス につ い ての検

討 、及 びス タ ッフ と本 の 移 動計 画 を作成 し、 この

管理 を担 当 す る こ とに な る。

2)科 学 技術 産業 部 門(ScienceTechnologyandIndustry)

① 科 学 参 考 図 書 ・情 報 サ ー ビス 部

(ScienceReference&

InformationService)

科学、技術、 ビジネス、貿易 などを情報源 とする

幅広 い図書、 ビジネスレポー ト、特許な ど多 くの

収集物 を閲覧出来 る。

このほか有料サー ビス として、 コピーサー ビス及

び世界的 レベルの商用 データベース検 索によるビ

ジネス情報 を提供 してい る。

② 資料 提供 セ ンター

(DocumentSupPlyCentre)

英 国及び世界各地 のユーザーに対 して、一 日当 り

15,000件 の文献の貸 出しや コピーを提供 している。

又、年間300万 件 の資料要求の うち、90%以 上 は保

有資料 によって48時 間以内に処理 している。

DSCの 活動 は年々拡大 して いるので、次章 で少

し詳 しく説明す る。

③ 情 報 ・通信 シス テ ム部

(Computing&

Telecommunications)

図書館全体 のコンピュータ化 と遠距離通信 システ

ムの開発 と運営 を担 当している。

BLAISE-LINE(英 国図 書館 の書誌 データベー

ス)等 の開発及び入力のほか人事、経理関連 な ど

も支援 している。又、セ ン ト・パ ンクラスに建設

中の新 ビルにお けるオンライ ンサービス関連 に も

協力 している。
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④ 収 集 分 類 部

(AcquisitionsProcessing

&Cataloguing)

⑤ 国 際 書 誌 サ ー ビス 部

(NationalBibliographic

Service)

図 書館 で購 入 す る多 くの現代 本 や 定期 刊 行物 の ほ

とん どを記録 し分 類 して い る。 同 時 に、 図 書館 の

デー タベ ー スの メ ンテナ ンス を行 って い る。 又、

著 作権 問題 も担 当 してい る。

図書館 の デ ー タベ ー ス を利 用 した書誌、サ ー ビス の

開発 ・販 売 を担 当 してい る。 現 在 の販 売 対 象 とし

て は、BLAISE-LINE等 の オ ンライ ンサ ー ビス の

ほか 、新 し くCD-ROMの サ ー ビス も始 め て い

る。

表2TheBritishLibraryの 組 織

CollectionDeve】opment一

一

■

Preservati。nService/

StPancrasOperations

&Services

一 Humanitiesand

SocialSciences 一

PublicServices/

Planning&

Administration

(人文社会科学部門)

SpecialCollections

ChiefExecutive 一

(館 長)

一

StPancrasOccupation

Planning

ScienceReference&

InformationService

DocumentSupPly

Centre

ScienceTechnology

andIndustry

一

一

ー

一

一

Computing&

Telecommunications

(科学技術産業部門)

一

一

一

Researchandnevelopment

Department

AcquisitionsProcessin9

&Cataloguing

(調査研究開発部)

NaしionalBibliographic

Service

・

CentralAdministration

(収集部)

保存サー ビス部 兼

セントパ ンクラス運

営 ・サー ビス

(公共サービス部)

(特別収集物部)

嘉 ㌫晶 クラス〕

ぱ ㌘ 鷺 情〕

〔㌫ ζ資料提供〕

〔雲 雀'遠距離〕

(収集分類部)

(国際 書誌サービス部)

(中央管理部)
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2-3情 報サー ビスの特徴

ブ リテ ィッシュ ・ライブラリー(大 英図書館)で は、いわ ゆる図書館 としての一般利用者等 に

対 する閲覧 サー ビスのほか、世界 中のだれで も利用 で きるDOCUMENTSUPPLYCENTRE(資

料提供セ ンター/略 称DSC)が 設置 されている。

近年DSCの 活動 は特 に活発化 して居 り、 日本 か らの顧客 に対 して もきめ細 かいサー ビスが受

けられるようになっている。

以上のほか、 目下 ロン ドン北のセ ン ト・パ ンクラスに建設 中の新庁舎 が1993年 には第1期 工事

を完成す る。1996年 に完成 した段階では、既存 の図書館サー ビスがすべて統合化 され ると共に、

コンピュータ、情報ネ ッ トワーク及 びデー タベースを整備 した世界最大 の情報 ライブラ リーの出

現 により、英 国内は もとより海外各国へ向けての新 しい情報サー ビスが加速化 される ことは間違

いなかろ う。

これ までブ リティッシュ ・ライブラ リー(大 英図書館)の 国際活動や、海外の関係団体 との連

絡活動 を担当 して来 たのは研究開発部 門である。海外か らも利用で きる とい う点でブ リテ ィッシ

ュ ・ライブラ リー(大 英図書館)の 情報 サー ビスは特筆されるべ きであ り、 したが って、 ここで

はDSC(資 料提供 センター)と 研究開発部門 との2つ の部 門を中心 に述べ る ことに したい。

(1)DSCの 情 報 サ ー ビス

DSCはDocumentSupplyCentreの 略称 で あ る。文字 通 り、必 要 な情 報 資料 を迅 速 に提供 す る

こ とを 目的 に設置 され、 その所在 地 は英 国 北東 部 ヨー ク シ ャー(Yorkshire)の ボ ス トン ・スパ

ー(BostonSPA)に あ る。 ビデ オ で紹 介 され たDSCの 建 物 は、8階 建 の 白亜 の近 代 的 ビル で 、

広大 な草原 の 中 にハ イ ウ エイ網 との組 合 せ か ら、 さなが ら巨大 な流 通 セ ンター の印 象 で あ る。

DSCは 科 学、技 術 、産 業 部 門の情 報 拠 点 で あ り、貸 出 し、複 写 、マ イ ク ロ フ ィル ムの供給 とい

う点 で は世界 最 大 の ライ ブ ラ リー と言 えよ う。

世 界 中の調 査 、研 究 プ ロジ ェク トの成 功 はDSCの 様 な機 関か らの 資 料 の入 手 い か ん にか か っ

て い る とさ え言 わ れ てい る。 その 規模 は次 の 数字 で判 断 出来 よ う。

単行 本260万 冊

マ イ ク ロフ ィル ム300万 件 の レポー ト

雑 誌20万 種

年 間300万 件 以 上 の リク エ ス ト

(一 日当 り15,000件 、海 外 か らは約25%)

職 員750名

複 写 機90台

リクエス トの90%は48時 間以 内 に処 理
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「

今 回 、DSCの フ ィ リ ップ ・バ ー ドン(PhilipBardon)氏 の プ リゼ ンテ ー シ ョ ン(写 真3.参

照)に よれ ば、DSCの 今後 の展 開 は3つ の機 能 の強化 にか か って居 る。

① 衛 星 伝 送 シス テ ム(SatelliteTransmissionSystem)

②CD-ROM(CDを 使 った読 み 出 し専 用 メモ リー)

③ 遠 距 離 通 信 シス テ ム(Tele'Communication)

その 理 由 は世 界 市場 を対 象 として、 グ ローバ ル な マ ーケ ッ ト展 開 とボー ダ レス な顧 客 へ の対 応

が今 後 の重要 な ポ イ ン トと考 えて お り、 色 々技 術 的 問題 は あ るが 、今 後1～2年 の 内 に新 しい シ

ステ ム を構 築 す る方 向 で準 備 に入 って い る との こ とで あ った。

写真3.ヨ ー クシ ャーのボ ス トンスパーか ら特別参加 して熱弁 を振 るうDSC/フ

ィ リップ ・バ ー ドン氏

(2)研 究開発部門の国際的活動

BritishLibraryの 研究開発部門は、英国内の図書館 や他の外部研究機関等で行 う情 報分野 の

調査研究等 に対 する助成支援 として、幅広 い研究開発 をサポー トし、その成果普及 に取 り組んで

いる。 その中か ら2、3の 例 をあげてみ る。

その一 つ は 「PROJECTQUARTET」 とい う もの で学 術研 究 共 同体 が研 究者 、 出版 者 、 レフ ェ

リー、他 の仕事 仲 間 の 間 の交 流 を電 子網 を使 って行 う こ とを考 えて い る。QUARTETは 長文 のマ

ルチ メ デ ィアの 資料 とそれ らを速 く送 る為 の フ ァック ス、 コ ン ピュー タ通 信 、電 子 メ ール等 の コ

ミュニ ケ ー シ ョン シス テ ムの デ ザ イ ンを考 えて い る。 又、 画面 か ら読 取 る時 に影 響 を与 え る要 因

につ い て も研究 して い る。 デー タ を操 作 す るハ イパ ー テ キス トパ ッケー ジを使 い色 々 な デー タベ
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一 スマ ネー ジメ ン ト・パ ッケー ジ と電 子 コ ミュニ ケ ー シ ョン ・サ ー ビス を受 けるた め の低 価 格 の

ワー ク ステ ー シ ョンの ソフ トウエ ア を開 発 して い る。

もう一つは国際連絡 についてである。

ブ リテ ッシュ・ライブラリー(大 英図書館)の 国際活動 と国際会議の参加 を統轄す るために、同

部門は国際連絡窓 口 として全ゆる相談 サー ビス を行 っている。

大英図書館 はIFLA(国 際図書館連盟)等 の国際機関 には英国 とい う国 としてメ ンバーにな って

いる。

また、ブ リティッシュ・カ ウンシル、英国図書館協会、ASLIB等 とお互 いに緊密 な関係 を保 ち

つつ、重複 した活動 をしないように、 同時 に、海外 との関係団体 ともうまく連絡が とれるように

取 り計 っている。

なお、近年 日本 か らの情報ニーズが年々高 まって きた ことに伴い、当部 門には、 日本情報 サー

ビス課が設置 されて居 り、 日本 か らの顧客 に対 す るきめ細 かい照会サー ビスが受 けられるように

なっている。(写 真4参 照)

写真4.DPC視 察 団への大 英図書館/ス タ ッフ によ るプ レゼ ンテー シ ョン。

2-4新 ブ リテ ィッシ ュ ・ライ ブ ラ リーの展開戦略

ブ リテ ィ ッシ ュ ・ライ ブ ラ リー(大 英 図 書館)は 、今 きわ めて重大 な転 換 の10年 間 に直面 しよ

うと して い る。現 在 ヨー ク シ ャー/ボ ス トン・スパ ー(BOSTONSPA.)に あ るDSC〈 資料 供給

セ ンター)は 、 そ の情 報 サ ー ビス活 動 が ます ます広 が る もの と予 想 され る。一 方 、 セ ン ト ・パ ン

ク ラス(STPANCRAS)の 新 建造 物 は ロ ン ドン作戦 本 部 の中心 とな るで あ ろ う。

今 回視 察 団 へ の プ リゼ ンテ ー シ ョンの 際 、先 方 か ら入手 した英 文小 冊 子 が あ る。 そ の タイ トル
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は 『THE1990sANDBEYOND』 と記 してあ った。 この小冊 子 は1990年 代 以 降、世 界最 大 の ラ

イブ ラ リー の一 つ 「NEWBRITISHLIBRARY」 が これ か ら提 供 しよ う とす る情 報 サ ー ビスの

概 要 ・あ り方 を示 す もの で あ る。

ブ リテ ィ ッシ ュ ・ラ イ ブ ラ リー(大 英 図書 館)に とって、 これ まで の企 画 ・プ ラ ンニ ング か ら

目下 実 行 中の施 策 すべ てが"90年 代 か ら21世 紀 へ 向 けて"の 展 開戦 略 そ の もの なの だ とい う こ と

で あ ろ うか。

(1)セ ン ト ・パ ンク ラス(STPANCRAS)の 新 ブ リテ ィッシ ュ ・ライブ ラ リー

ロ ン ドンの 北、 セ ン ト ・パ ン クラス駅 前 に、 今世 紀英 国 最大 の土 木建 築 プ ロジ ェ ク トと言 われ 、

約700億 円の 巨費 を投 じた ブ リテ ィッシ ュ・ライ ブ ラ リー(大 英 図書 館)の 新 ビル デ ィングが 、1993

年第1期 完 成 を めざ し目下 着 々 と進 行 中 で あ る。

最 近 の ビデ オで 紹介 され た新 ブ リテ ィ ッシ ュ ・ライ ブ ラ リー の建 物 は極 め て近 代 的 で ユ ニー ク

であ る。 内装 ・設 備等 は これ か らだが 、建 造物 は ほぼ7～8割 は完成 して い る模 様 だ 。 レ ンガ造

りで青 い屋根 の きわ立 つ新建 築 は、背 後 の イ ギ リス古城 とも良 くマ ッチ して重 厚 さ とモダ ンな印

象 を見 る者 に与 え る。 セ ン ト ・パ ンクラ スの新建 築 は、 それ 自体 が ブ リテ ィ ッシ ュ ・ライ ブ ラ リ

ー(大 英 図 書館)の21世 紀 にか ける最 大 戦 略 で ある ことは間違 い ない。

しか し、 わ れ われ として は新 しい建 築 物 として だ けで はな く、 そ こへ至 る これ まで の プ ロセ ス、

構 想 、 導入 され る情 報 テ クノ ロ ジーの活 用 及 び これか らの新 しい情 報 ライ ブ ラ リーの あ り方 こそ、

ブ リテ ィ ッシ ュ ・ラ イ ブラ リー(大 英 図書 館)の 新 しい チ ャ レン ジ として把 握 すべ きで は ない だ

ろ うか(表3参 照)。

表3.新"BritishLibrayy"の 建設プランと推移

1976

1980

1982

1988

1989

1990

1991

1992

1993

1996

政府がStPancrasに 用地購入 し設計着手

建設の第一段階の認可

礎石の除幕式、建設工事開始

第一期工事認可

詳細計画 の実行開始

全建造物 の最終計画発表

地下1階 にライブラリー移動開始

オ フィス移転

一般公開予定(第 一次)

プロジェク ト完了 全館開業

次の10年 間及 び21世 紀 をめざした新 らしい情報 ライブラ リーの

構築 をめざ し、計20年 間に亘 る大プロジェク トを推進中である。
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新 ラ イ ブ ラ リー は、1993年 と1996年 の二段 階 にオ ー プ ンす る こ とにな って い る。1993年 には科

学 、 テ ク ノ ロジー、産 業 に関 す る分野 か らセ ン ト ・パ ンクラ スで サー ビスが始 まる予 定 だ 。

1993年 完 了の セ ン ト ・パ ンク ラス の新 庁舎 第 一期 工 事 の概 要 は以 下 の通 りで あ る(図1参 照)。

一 総面積75
,765m2

一 階 数 地下4階 の書庫 と地上8階

一 閲覧者 シー ト数640席

一 図書数

一 環 境

一 スタッフ

ー 建設費用

一 情報 テクノロジー整備

約1,200万 冊 発

開架 式 延 べ約15km

閉架 式 延 べ約280km

永 久展 示 箇所 で は17度C(湿 度50%)

オ フ ィス及 び 閲覧 室 は20-22度C(湿 度40～60%)

現 在 の ロ ン ドン市 内 か ら約650人 移 動

年 間 お よそ4,000万 ポ ン ド(約92億 円)。 最 終 完成 まで総

額3億 ポ ン ド(約700億 円)の 予定 。

・オ ンライ ン ・デー タ ベー ス(BLISS)

・外 部 デー タベ ー ス とのゲ ー トウェ イ化

・CD・ROMの 標 準化

・ラ イブ ラ リー ・ネ ッ トワー ク化

・電 子 出版 他

尚、 セ ン ト ・パ ンク ラス新 ビル の建 設費 用 は、 大英 図書 館 の通 常予 算 とは分 離 され た基 金 体制

を とって お り、 現状 の運 営 に影響 を もた らさぬ様 に配 慮 され て い る。

図1.「NEWBritishLibrary」 の完成予想図

(ロン ドン北 ・STPANCRAS建 設中)
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(2)新 ラ イ ブ ラ リー での情 報 テ ク ノ ロジー活用

セン ト・パ ンクラス(STPANCRAS)の 新 ライブラ リーでは、利用者のために数々の工夫が凝 ら

され ている。 照明、 スペー スを十分に とった閲覧室、特別設計 の机、自由にアクセス出来 るオン

ライン検索、迅速 な図書の貸出 しなどである。

1993年 には、 ロン ドン市 内の図書類 の うち科学、技術、産業及 びビジネス分野の殆 どの資料 は、

セ ン ト・パ ンクラスの一つ屋根 の最高の保存環境の下 に収納す ることが可能 になる。

セ ン ト・パ ンクラスへの 図書の移動 には約2年 が必要で、史上最大の本の引っ越 しと言われて

いる。 しか し、移動の期間 中、人文社会関連図書類 は2晩 以上使用禁止 にな らないように、又、

科学関係図書 は2日 以上使用禁止 にならないように、又、パテン ト関係 は24時 間禁止だけですむ

ように配慮 され る ことにな っている。

セン ト・パ ンクラスの新 ライブラリーで、利 用者 は座席か らコンピュータ端末にアクセス出来、

迅速で効率的な本 の受 け渡 しを行 えることにな ろう。

そのためにセ ン ト ・パ ンクラスの400万 枚 に及 ぶカー ドとOA貸 出処理 システム(Automated

BookRequestSystem)の 統合化が開発中で あ り、 これは利用者 にとって大 きな朗報 とな ろう。

(3)研 究開発の新 しい方向

新 ブ リテ ィッシュ ・ライブラ リーは、英国内及 び世界 中のインフォメー シ ョン ・ネ ッ トワー ク

の中心 に位置す る。科学、産業、 ビジネス分野 の広範 なニー ズに対 して、一箇所(one・stop)で 対

応出来 る情報量 は、遠 隔地 であろうとも、あらゆる利用者 に対応出来 るものであ る。

新 し く刷新 され た情報 サー ビスには数々の ものが計画 されている。

①環境情報サー ビス

環境改善のために働 く人々を支援す る。

1つ の問合せ に対 し、オ ンライ ン検 索や、 ドキュメン ト提供の様 な全BritishLibrary

の資料源 に直ち にア クセス出来 る。

② 日本情報サー ビス

日本 における科学 、テクノロジー、 ビジネスについての専門家のア ドバ イスを用意 し

てい る。

新 し く導入 されたデータベース 「ELNET」 によ り、利用者が230以 上 の日本 の新聞雑

誌 にアクセスす る ことを可能 に した。

③パ テン ト・エクスプ レス ・サー ビス

世界各地へ低料金で迅速 にパテ ン トの写真複写 を提供す る。

「CURRENTSCAN」 システムがパテ ン トの新出願 を定期的 に監視す るために開発 さ

れた。

サー ビス加入者 には、指定対象や企業のパ テン ト出願 は発表後48時 間以内に受信す る
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こ とにな る。

④ ビジ ネ ス ・イ ンフ ォメー シ ョン ・サ ー ビス

総 合 的 な マー ケ ッ ト、 産 業 、企 業 情 報 に関す る広 汎 な オ ン ライ ン ・デ ー タベ ー ス を開

発 中 で あ る。

低 料 金 で の緊 急 問合 せ を含 む効 率 的 なサ ー ビス を提供 す る。

⑤ メデ ィカル ・イ ンフ ォメー シ ョン ・サ ー ビス

ボ ス トンスパ ー の ブ リテ ィ ッ シ ュ ・ラ イ ブラ リー/DOCUMENTSUPPLYCEN-

TRE(DSC)を 拠 点 として、 医療 情 報 に関 す る コ ンピ ュー タ化 に よ る著 者 目録 を供 給

す る。 検 索 の依頼 は、電 話 、 テ レ ック ス、 フ ァッ クス、 郵便 で行 え る。

⑥バ イ オ テ ク ノ ロジ ー ・イ ン フ ォメー シ ョン ・サ ー ビス

目下 、 トレーニ ング ・セ ミナー とヘ ル プ デス ク を整 備 中 で あ る。 最近 「バ イオ テ ク ノ

ロ ジー ・マ ー ケテ ィング ・ガ イ ドブ ック」 が出版 され た と ころで、 これ は世界 初 の バ

イ オ関 連 国際 的 出版物 と して活 用 され よ う。

2-5お わ り に

1992年 はい よいよEC統 合が実行 され る年 である。 このEC統 合 をめ ぐって欧州主要 国はその

主導権 をめざし、協調 と競争の熾烈 な、 あい矛盾 した、 しか し全体 としてはバ ラ ンスの とれた戦

略展開 を続 けているように見える。

一言で言 えば、英国の 「TheBritishLibrary」 は、国内に散在す る公的図書館の統合化 をこれ

まで に実現 し、成果 を上 げて きた。 そ して今、次の新 らしい21世 紀 へつなが る情報 ライブラ リー

の統合へ向けて大改革に とり組 んでい ると言 えよう。

いろいろな問題 を乗 り越 えて、保有情報 の一元的収集管理、 システム化 された情報サー ビス、

新 テクノロジーの研究開発 などが着々 と進行 してい る。

特 に、情報サー ビスについては単 に図書館業務 に限 らず、DSCの 全世界 に向けての低料金かつ

迅速 なコピーサー ビス、そ して何 よ りもセ ン ト・パ ンクラス(STPANCRAS)の 新 ライブラ リ

ー建設 にかける、 そのスケールの大 きさ と先進的 システムには大 きな感銘 を受 けた。

必 ずしも好況下 とは言 えない英 国経済 にあ りなが ら、新BritishLibraryの 建設 を実現 し、重

要な情報資料 の整備、サー ビスに地道 な努力を重ね る英国の姿 に感動 し、又心 よ り敬意 を表 した

いo

我 が経済大 国の 日本 も、今後海外の ユーザーに対 して、安 く早 くデータを提供出来 る様 、体制

を整備 することは国際協力の一つに もなるのではないだろうか。

最近、 日本 の国立国会図書館がブ リテ ィッシュ ・ライブラリー と人材研修 のた め、 これ までに

3回 に亘 って双方 よ り要員派遣交換 を行 っている ことを知 ったが、今後の情報サー ビス活動に是

非期待 したい ものである。
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更 に、 わ れ わ れ として は新 ブ リテ ィ ッシ ュ ・ライ ブラ リー を単 に新 しい建 築物 としてだ けで な

く、 そ こへ至 る これ までの プ ロセ ス、 構 想 、導 入 され る情 報 テク ノ ロ ジー の活 用、 及 び これ らを

含 めた21世 紀 へ の新 しい情報 ライ ブ ラ リーの あ り方 こそ、 プ リテ ィ1>,シ ュ ・ラ イブ ラ リー(大 英

図書 館)の 新 しいチ ャレ ンジ として注 目すべ きで はな いだ ろ うか。

最 後 に、BritishLibraryス タ ッフ の皆様 の親切 で てい ねい な説 明、及 び もて な しに対 して心 か

ら感謝 した い。
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3 バイエルン州交通経済省

専門技術情報データベースを支援

プ レゼ ンテー シ ョン中のバ イエル ン交 通経済 省の方々

(右 か ら5番 目がKlausJasper氏)

調査先

所在地

期 日

発表者

バ イ エ ル ン州 交 通 経 済 省

(BayerischesStaatsministeriumfUrWirtschaftundVerkehr)

Prinzregentenstr.28D-8000MUnchen28

1991年10月22日(火)

1)Mr.KlausJasper

(HeadofDepartmentforTechnology,ResearchandInnovations)

2)Mr.Karlheins(専 門 情 報 課 長)

3)Mr.RainerDonhauser

(InfonetzBayern社 長)
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3-1バ イエル ン州の概 要

バ イエル ン州 は旧西 ドイ ツで最大 で、面積 にして西 ドイツ全体 の3分 の1を 占める。人 口は11

百万人、 これはギ リシャ、オース トリア といった ヨーロッパ の国々 よりも多い ことになる。 この

州 は もともとは農業が主産業であったが、近年、ハイテク産業が台頭 し、情 報工学、航空宇宙工

学、 さ らにはバ イオテクノロジー とい った未来産業が ヨーロッパの どこよりも集中 している地域

の1つ になった。

この産業構造 の変化 を州 当局は喜 ばしい もの と受 け取 ってお り、 当日の説明の中で も、多少の

世辞 もあろ うが、「この ようなハ イテク産業の発展 は、日本の成功例か ら学 び、日本 の協力 あって

もた された もので ある」 との発言があった ぐらいである。

1970年 か ら1988年 にかけて70%の 経済成長率 を達成 し、 この州の輸 出高 は旧西 ドイツの輸出の

16%を 占め、 また、州の輸出高の3分 の2が ハ イテク分野で占められている との こと。

ヨー ロ ッパ で最大の企業のい くつかがバ イエル ン州 に本拠 を置いてお り、米国、 日本、 その他

の非 ヨー ロッパ企業 もここに進 出 してい る。しか し、州内企業の98%近 くが従業員500人 以下 の中

小企業 であることも1つ の現実である。

バ イエル ン州 は地域経済振興上、州政府 が重要な役割 を担 っているこ とを十分認識 してお り、

事業 のあ らゆる段 階で実践的、専門的 に支援す ることに取 り組んでいる由。

当然 の事 なが ら、 この支援 の一環 として、経済振興のための補助金や投資助成金 を予算化 して

あ り、 また、企業の個 々の事業計画に合わせたテーラーメー ドのカウンセ リング も実施 している

との こと。

今回の 日本情報 シンポジウムは上記事業の1つ として、データベース振興のために州当局が州

の企業主(商 工会議所 メンバー を中心に)を 集めて開催 された ものであ る。

3-2バ イエルン州の情報産業への施策

バイエル ン州交通経済省 か らバイエル ン州の情報産業の状況 と施策 について報告 を受 けた。

バイエル ン州 は、 この5年 間の努力が実 って、農業中心か らハイテク産業 に変化 してきている。

日本 の成功例がバイエル ン州の新聞にい ろいろ発表 され、 ドイツのみな らず ヨー ロッパ諸 国が

日本技術 の支援 と協 力を受 けてお り、 日本の技術 が高 く評価 されていた。

バ イエル ン州 において、 とりわけ ミュンヘ ンは情報産業の基地 を担 ってお り、情報産業以外 に

ソフ トウェア関連企業や数多 くの出版社が ある。

また、大 きな見本市 もある。訪 問期間中に 「システム」展が開催 されていた。

ミュンヘ ンには特許セ ンターがあ り、 ヨーロッパ特許 とドイツ特許の中枢 を担 っている。

バ イエル ン州が実施 している情報産業 に対 しての支援措置 としてい くつかの特色がある。

これ らの支援措置 の1つ として、 ドイツには情報交換 のプログラムが1976年 か らい くつか実施
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され てお り、最近 は1990年 か らの プ ログ ラムが進 行 中 で あ る。

プレゼ ンテーシ ョンに聞き入る団員(バ イエルン州交通経済省)

バ イエル ン州 で は専 門技 術1青報 として 、化 学 、技 術 、 エ ネ ル ギ ー、物 理、 バ イ オ テ クノ ロ ジー

等 の デー タベ ー ス を ユー ザへ 斡旋 して い る。

科 学技 術 関係 で は、STNデ ー タベ ー ス を促 進 して い る こ とで あ る。

STNは ドイ ツの情 報 の他、 日本 、米 国の情 報 が収 録 され 、 ドイ ツ にお け るデー タベ ー ス促 進 プ

ログ ラム は ヨー ロ ッパ で機 能 してい る。

小 さな ヨー ロ ッパ に英語 、 フ ラ ンス語 、 スペ イ ン後 、 ドイ ツ語 とい った数 多 くの言 語 が集 ま っ

て お り、 翻訳 シス テ ム も重 要 な課題 とな って い る。

この翻 訳 シス テム もデー タベ ー ス促 進 プ ログ ラム の1つ で あ る。 現在 、 それ ぞ れ の デー タベ ー

ス提 供者 は数 多 くの言 語 を もって お り、 これ を1つ の デー タベ ー ス言語 として ま とめ る よ うに促

進 してい る。 翻訳 シス テム は8年 前 か ら開発 し、一 部 ドイ ツ語 か ら英 語 へ の翻訳 シス テムが 稼働

して い る。

バ イエル ン州 は ドイ ツ にあ る16州 の1つ で あ るが 、独 自の情 報 ポ リシー を もって い る。 バ イエ

ル ン州 で は、 中小企 業 の育 成 とデー タベ ー ス促進 の た め に法 的政 策 を取 り入れ て い る。

バ イエル ン州 現地 に情報 の斡 旋機 関 を作 り、情 報 提 供 者 を援 助 して い る こ とで あ る。特 に、 中

小企 業業 者 は情 報専 門家 を雇 用 で きに くい た め、 ミュ ンヘ ン近 郊 に来 る ことを条件 と して い る。

バ イエル ン州 には40の 情 報 斡 旋機 関 が あ り、 この情 報 斡旋 機 関 を通 じて情 報 提供 者 とユ ーザ が

有機 的 に結 ばれ て い る。 この40の 企 業 の デ ー タベ ー ス プ ロモ ー シ ョン と交 流 を目的 に して い るの

が バ イエル ン州 と協 同企 業化 してい るINFONETZバ イ エ ル ン社 で あ る。

本 来、 ドイ ツ国 家 が援助 を行 うべ き とこ ろをバ イ エ ル ン州 が援 助 して い る。

例 えば、 バ イエ ル ン州 は印刷 ・出版 社 の ベ ー スが ミュ ンヘ ンに数 多 くあ る こ とや ドイ ツの3分

の2の ビー ル工 場 が バ イエ ル ン州 にあ る こ と等 の 理 由 か ら地域 振 興 策 の一 環 として 、 ビー ル工 場
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のデー タベースや印刷物 ・出版物 のデー タベースの運用 と構築面で促進 している。

この ようなデータベースの促進以外 に重要な もの として中小企業 にデータベースを紹介 し、啓

蒙 ・普及 させ ることであ る。

バ イエル ン州 はINFONETZバ イエルンと協力 して、データベー スの使 い方や紹介等のセ ミナ

ーやシ ンポジウムそ して宣伝活動 を実施 している。

バ イエル ン州 には シー メンスやBMWの ような大企業 もい くつかあるが、バイエル ン州 に集 ま

っている企業 の98%は 中小 企業である。

バイエルン州が特 に力 をいれてい るのは社員500名 程度の規模 の中小企業へのデータベ ースの

促進 である。

バイエルン州で は毎年4つ の大 きな専門情報会議 を開催 している。

これ らの会議はニ ューブルグ、 アウツブルグ、ブーツブルグそして ミュンヘ ンで開かれてい る。

バイエルン州 の面積 は ドイ ツの16の 州の中で も最大 である とともに、人 口もオース トリア、 ギ

リシャ、スイス等 よ りも多 く、 そのためにも情報 の確立が重要 となって くる。

バイエル ン州が とっているデータベース施策のポ リシーの1つ に特許情報があ り、バイエル ン

州では特許 データベースを使 って中小企業へ特許情報が伝達で きるような仕組 みが確立 してい る。

また、1992年か らのEC統 合 に向 けて、特許情報 と並んで重要視 されているのが ヨー ロッパ規格

情報であ った。 しか し、全 ヨーロ ッパ の規格 を1本 化 することは各国の異 なるポ リシーか らその

必然性 は全 くな く、む しろ技術的 な観点か ら規格情報 はISO規 格が重要 となることを強調 してい

た。

また、 自然保護環境 の面か らもいろい ろな情報 を備 え、 自然保護環境関連のデータベースの構

築 も計 画 されている。

バイエル ン州は この ように ドイツの中で も最 も優れた情報 サー ビスあるいは情報斡旋機関の設

置等か らみ られ るよ うに トップクラスの施策 を展開 している。

しか し、中小企業で はまだまだ積極的 にデータベースが活用 されていないのが現実であ り、今

後 とも日本 のデータベース振興セ ンターや中小企業事業団等 を大いに参考 として、 これか らもシ

ンポジウムを実施 してい くことが重要であることを強調 していた。

この ようにバイエルン州 のデータベース促進 として、バイエル ン州は情報斡旋機関の設立、 セ

ミナーや シンポジウムの開催、INFONETZバ イエルンとの協力等 に年間100万 マル クの補助金 の

援助 を実施 している。

また、情報斡旋機関 はデータベースについての情報提供、学校向 けにデー タベース利用方法の

教育 および中小企業に対 して世界 中のデータベースか らの技術情報の収集 と伝達 を中心 として活

動 している。

INFONETZバ イエル ンは民間企業ではあるが特許庁等の ような公 的な機 関 とも密接 に機能 し

てお り、情報 ブローカー としての役割、 データベースの利用方法め教育、 データベースの宣伝活

動 を中心 として活動 してい る。 ちなみにデータベースの利用紹介料 は平均200～400マ ル クとなる。
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4 特別シンポジウム

「日本情報 に関するシンポジウム」

バイエルン州の日本情報に関するシンポジウムの会場風景

調 査 先:バ イ エ ル ン州 交 通 経 済 省

(BayerischesStaatsministeriumfUrWirtschaftundVerkehr)

所 在 地:Prinzregentenstr.28D-8000MUnchen28

期 目:1991年10月22日(火)

シ ン ポ ジ ウ ム講 演 者:

)

)

)

)

)

)

-
⊥

リ
ム

3

4

5

6

Dr.AngelikaErnst(IFO研 究 所)

Dr.philIngridSiegmund-Rux(STN-international)

小 笠 原 暁 団 長(芦 屋 大 学 教 授)

FrauAnke-MariaBerg(OstasiatischerVerein)

HerrUlrichPlate(COM.BOX)

FrauCaseyPearce(NIKKEI)
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4-1日 本情報に関する特別シ ンポジウム概要

バイエル ン州 ミュンヘ ンにあるバ イエル ン交通経済省の大会議場 に約160名 の参加者 を得て、日

本情 報 に関 しての特別 シンポ ジウムが開催 された。われわれ視察団側 として小笠原 団長か らも日

本のデータベースの現状 について報告 された。

当シンポジウムは大変活 気のあるかつなごやかな雰囲気の中で進行 され、 ドイツ国民が 日本 の

情報 に興味 を持 っているか とともに、 日本の情報 を如何 に求めているかが肌 で感 じられ、有意義

な内容であった。当 シンポ ジウムには在 ミュンヘ ン総領事の伊藤庄 亮氏 も参加 されていた。 シン

ポジウムは まず6名 のプレゼ ンターか ら報告が あ り、続 いて質疑討議 となった。各プ レゼ ンター

か ら日本情報 について、総 合的見地か らかな りきめ細かな日本情報 のデー タを提示 され、具体的

な ものが多かった。その中でSTNイ ンターナショナルのDr.Rux氏 の内容 を中心 に興味深い も

のを抜粋 して紹介 したい。併 せて、 日本側 として小笠原団長か らの講演 内容 の一部 を報告す る。

日本情報に関するシンポジウムの講演者の方々

4-2日 本 のデー タベース産業の現状 と市場動向

小笠原 団長か ら日本のデータベース産業の現状、データベースサー ビス市場の動向、 日本で利

用可能 なデータベース、海外 へのデータベース提供、通産省のデータベース振興策お よびデータ

ベース振興 セ ンターの概 要 についてスライ ドを使 って講演 された。

① 日本のデータベース産業の現状

通産 省 「特 定 サ ー ビス産 業 実態 調査 」 に よる と、1989年 の デー タベ ー ス産 業売 上 高 は1576.2億

円(オ ン ライ ン1092.2億 円、 オ フライ ン484億 円)と な り、情 報 サ ー ビス産業 全 売 上 高 の3.6%、

情 報 サ ー ビス産 業 の全 売 上 高 は名 目GNPの1.07%と な る。
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1989年 総 額 対前年伸率

データベース産業売上高 1576億 円=22.3億 マ ル ク 48.3%

情報サー ビス産業売上高 4兆3514億 円=580億 マル ク 32.0%

名目GNP 406兆2448億 円;5兆4166億 マ ル ク 7.2%

②データベースサー ビス市場の動向

(A)日 本で利用可能 なデータベース

通産省 「データベース台帳総覧」 よ り海外製 データベースは1986年 まで年率40%以 上 の成

長 を遂 げ、1986年 には全数の80%、1987年 以降は海外製が年率7%、 国産 は30%の 成長。

(B)デ ー タベースの分野別分布比率

国産 データベース と海外 データベースを科学 ・技術、

比率が紹介 された。

国産 データベース

ビジネス

一 般

科学 ・技術

海外製データベース

科学 ・技術

ビジネス

一 般

808

1466

海外へのデータベース提供状況

383

280

118

620

513

341

47.4%

34.7%

14.6%

40.1%

33.2%

22.1%

ビジネスおよび一般 に分類 してその

1991年8月 の調査 に よ る と、 国産 デ ー タベ ー スが808中226(28.0%)が 海 外 へ提供 さ

れ、1990年 の155に 対 して対 前 年伸 び率 は45.8%と な る。 ち なみ に1987年 は426中28(6.5

%)で あ った。

(C)海 外 でアクセス可能 な日本製 データベ ースの一覧が紹介 された とともに、海外への提供 に

当た っての課題 として、英語への翻訳、販売サー ビスのネ ッ トワーク、海外ユーザへの コン

サルテーシ ョンのための人材育成等が報告 された。
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③通産省のデー タベース産業振興策

(A)デ ー タベ ース関連産業振興策

・重要データベースの構築促進

・データベース効率運用 システムの開発支援

・データベース等整備 ・振興のための各種調査の実施

・コンピュータ相互運用(OSI)デ ータベースシステムの研究 ・開発 ・公的データベースの

構築お よび政府保有 データベースの民間提供の拡大

(B)地 域 にお け るデ ー タベ ース振 興

・ニ ュー メ デ ィア ・コ ミュニ テ ィ ・モデ ル地 区

・デ ー タベ ー ス構 築 に対 す る出資 、貸付 、 税制 優遇 等

(C)デ ー タベ ー ス の 国際 対応

(D)デ ー タベース関連制度

・データベース構築者 に対す る税制優遇策

・民間におけるデータベース構築 に対す る支援

・デー タベース台帳制度の実施(1982年 以来)

・中小企業 向け情報公開体制(中 小企業セ ンタニ)

④データベース振興センターの活動

(A)デ ー タベ ー ス構 築 ・技 術 開発 の促 進

(B)デ ー タベ ー ス の ク リア リング

(C)デ ー タベ ー ス に関 す る調査 研 究

(D)デ ー タベ ー ス に関 す る啓 蒙、 普 及 、研修

(E)デ ー タベ ー ス に関 す る国際交 流

4-3ド イツ側か らみた 日本情報提供の概観

STNイ ンターナシ ョナルのDr.Rux氏 の 日本情報の提供の講演 内容 を中心 に、その概要 を紹

介 したい。

ドイツ側か ら見て アクセス可能で工業 および商業 についての重要 と思われるデータベースを中
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心 に紹介された。加 えて、文献調達の可能性のある ものおよび翻訳ザー ビスについて も触 れ られ、

同様 にい くつかの従来型の情報サービスや情報セ ンターについて も興味深い紹介がな された。

①主要データベースの日本情報の利用状況

技術情 報 の 実際 的1青報 源 の1つ はJICSTで 、その デー タベ ー ス はJICST-Eで あ る。これ らの

デー タベ ー ス は 自然 科学 、技 術 、 医薬 の領 域 か らの 日本 の文 献約120万 の レポー トを含 ん で い る。

JICST-EはJICSTのJOISホ ス ト上 で稼 働 して い る2つ の 日本 語 デ ー タ ベ ー スの 英 語 バ ー ジ

ョンで ある。JICSTは4,000の 日本語 定 期 刊行 物 、研 究 報 告 お よび会 議寄 稿 を これ らの デ ー タベ ー

ス に使 って い る。

この デー タベ ー スは16-17,000の 登 録 で 月次 ア ップ デー トされ る。 内容 の50%は 医薬 お よび バ

イ オ技術 とな る。JICST-Eの サ ーチ は オ ンライ ンお よび プ リン トのい くつ かの サ ー ビス を通 じ

て行 われ る。JICSTは1989年 以来 のオ ンラ イ ン上 で も広範 囲 の シ ソー ラス を提 供 して い る。従来

型 の分類 テ ー ブル は調査 す る上 で役 に立 つ もので あ る。

日本語 お よび英 語(一 部)の プ リ ン ト版 もデー タベ ー ス に対 して公 表 され て い る。加 えてJICST

は公 的助成 を受 けてJGRIPと い う 日本 研 究 プ ロ ジ ェク トの デー タベ ー ス を提供 して い る。 この

デ ー タベ ー ス は20,000プ ロジ ェ ク トの レポー トを含 ん でお り、 その約3分 の2は まだ ま とまっ て

はい ない。

10,000,000以 上 の引 用文 を含 む デー タベ ー スCAで は化 学 ア ブ ス トラ ク トのオ ンラ イ ンバ ー ジ

ョンで約1,400,000の 日本 文献 レポー トが 収録 され て い る。

CAは 、 日本 か らの ア ブス トラ ク トを含 めた 約670,000の 特 許 を含 んで お り、 これ は 日本 の特 許

の 英語情 報 が 十分 な範 囲で使 われ て い ない とい う点 か ら特 に重 要 とな る。JICSTデ ー タベ ー ス お

よび ア ブス トラ ク ト付 きの デ ー タベ ー スCAはSTNイ ンタ ーナ シ ョナ ル に よ り、独 占的 に提 供

され て い る。 デー タベ ー スの サー チ とい う第1歩 の次 は文 献 注文 お よび翻 訳 とい う問題 とな る。

STNは 文献 供 給 お よび翻 訳 サ ー ビ ス を行 っ て い る。 日本 語 か らの翻 訳 は同様JICSTお よ び

JAICI(日 本 化学 情 報 協 会)に おい て も注 文 で きる。JICSTは6,000以 上 の定 期 刊 行物 お よび約

16,000の レポ ー トお よび会 議寄 稿 か らな る図書 等 も扱 って い る。

日本 か らの技術 情報 の デー タベ ー ス につ い て、更 に挙 げ られ るの はINSPECデ ー タベ ー スで あ

り、 これ は物 理 お よびエ レ ク トロニ ク スの領 域 で の 日本 文 献 が合 計230,000以 上 に及 ぶ もの で あ

る。

NTISは 米 国 国 家 技 術 情 報 サ ー ビ スの デ ー タ ベ ー ス で 一 部 日米 双 方 プ ロ ジ ェ ク トか らの 約

14,000の 研 究 論 文 をサ ー ビス して い る。

COMPENDEXデ ー タベ ー ス お よ びMETADEXは エ ン ジニ ア リン グお よび金 属 工 学 分 野 の

約77,000の 文 献報 告 を含 んで い る。

INISデ ー タベ ー スは原 子 力 をテー マ とす る 日本 か らの80,000の 収 録 を含 ん でい る。
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MEDLINEお よ びEMBASEデ ー ・タ ベ ー ス は1983年 来 の 日本 か らの 医 学 文 献 が そ れ ぞ れ

100,000以 上 報 告 され て い る。

最近 、 新 し く提 供 され た もの に以 前UMIに よ り生産 され て いた前 か らのJapanTechnology

デー タベ ー ス が あ り、 これ はJapanTechnologySCANC2Cの タ イ トル の元 に提 供 され る技 術

お よび経 済情 報 の ミ ック スで あ る。現在 、500の 定 期刊行 物 か らの利 用 のた め、その発 表 度合 に は

まだ 限界 が あ る もの と思 わ れ る。JapanTechnologyは 約170,000の ドキ ュメ ンテー シ ョ ン統 一 が

あ り、商 標 の サ ー チ も可 能 とな る。JapanTechnologyはDIALOG(file582)お よびORBIT

(JTECフ ァイル)で 提 供 され て い る。技 術 分野 にお いて、JICST-Eフ ァイル との比 較 をす る と

JapanTecnologyに 取 り入 れ られ て い る全 ての記 事 はJICST-Eに 入 っ てい る こ とが 分 析 され

た。 このデ ー タベ ー ス には2つ の プ リン トサ ー ビスが あ る。C2CCurrentsで あ る。 この 出版 に

は最新 の内容 、 即 ち内容 目次 の翻訳 が 含 ま れ る。C2CAbstractsは500の 定 期 刊行 物 の 中 で デ ー

タベ ー ス用 として評価 され る記 事 の英 語版 の タイ トルお よび アブ ス トラク トを持 って い る。 この

プ ロデ ューサ は10D(INFORMATIONONDemand)・ を通 じて翻訳 サ ー ビス(プ ラ ス書類 提 供)

を行 って い る。

特 許 デー タベ ー ス と して重 要 な情 報 で あ るINPADOCデ ー タ ベ ー ス に は18,000,000の 国 際 的

特 許 が あ り、1973年 来 の5,000,000の テス トされた 又 テス トされ てい な い 日本 の ドキ ュメ ン ト報 告

を含 んで い る。INPADOCは 計56カ 国か らの図書 、フ ァミ リー デー タ お よびllカ 国 の判 例 記録 を

提供 してい る。 特許 サー チ一 般 お よび特 に 日本 の 特許 サー チ に つ い て重 要 なの はWPIデ ー タベ

ー ス とな る。WorldPatentIndexは 全 て の 日本 の特許即 ち公 開記 録 とい うわ けで はな いが ア ブス

トラ ク トの形 で提 供 され て い る。WPIに お いて は、1963年 以来 約190万 の 日本 の特 許 が含 まれ て い

る。WPIはORBIT、DIALOGお よびQUESTELを 通 じて提 供 され て い る。

日本 の特 許 デ ー タベ ー スで あ るJAPIOは 日本特 許 情 報機 構 か ら提 供 され る英 語 の デー タベ ー

スの1つ で あ る。JAPIOは 約350万 の テ ス トされ てな い公告(公 開特 許 公 報)を 呈 示 して い る。 こ

れ は1976年 まで さかの ぼ る。(ORBIT)

上 述 の デ ー タベ ー ス は英 語 で あ り、 サ ー チに あた って は特 別 の 日本 語 の知 識 を必要 とせ ず、 か

つ特 別 の ソ フ トまた はハ ー ドウ ェアの 購 入が不 要 で あ る。

問題 なの は既 に述 べ た ご と く日本 語 の デ ー タベ ー スの提 供 で あ り、 これ は注意 が必 要 で あ る。

日本 側 で の英 語 の情 報 提供 を拡 大 し よ う とい う全 て の努 力 に もか かわ らず、 日本 語 フ ァイル が 、

よ り多 くの情 報 を含 んで い る こ とが いつ も繰 り返 し、 明 らか にな る ことで あ る。 英語 フ ァイ ル で

の提供 に あた り日本 語 か ら英 語 への翻 訳 が 必要 で あ る とい う事 実 だ けで も確 実 に時 間 の無 駄 につ

なが って い るわ けで あ る。(JICSTデ ー タベ ー スの場合 約3-4カ 月)

JICSTの 日本 語 デー タベ ー ス のサ ー チ にお いて も日本 語 の会 話 能 力、適 当なサ ー チ語 の知 識 等

の ス キルや 日本 のPCに つ い て の装置 即 ち適 当な ソフ トウ ェアが 必要 とな る。 た ま に しか 日本 の

情 報 をサ ー チ しな い多 くの企 業 に とって は、上 述 の装置 や 必 要 な知 識 を備 え る とい う こ とは無駄

とな る。確 実 な軽 減 方法 として は例 えば新 しいMS-DOSバ ー ジ ョンを使 っ ての提 供 で あ り、 こ
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の検 索 シス テムの も とで は ヨー ロ ッパ と同様 に 日本 の ソ フ トウ ェアが有 用 とな る。 多 くの企 業 に

とって 言語 の問題 に対 して情報 交換 装 置 ともい うべ き もの を は さむ ことが よ り有利 に な って くる。

先 に報 告 が あ った よ うに その よ うな提 供 が ミュ ンヘ ンにお いて いわ ぼ エ ン ドユー ザ の手 の届 く

と ころ まで きてい る。

日本語 の技術情 報 の最 大 の提 供 がJICSTに よ り、 実施 され て い る。

JOISシ ス テムの デー タベ ー スが 実際 に経済 お よび技術 、医薬 フ ァイル、研 究 プ ロ ジ ェ ク トデー タ

ベ ー ス、更 には、新聞 デ ー タベ ー スで あ るNK－ メ デ ィア フ ァイル に存 在 す る。それ らは ドイ ツか

ら呼 び出 せ る状 況 まで きて い る。経 済 、技 術 デー タベ ー スだ けで も今 日900万 件 を包 含 してい る(国

際 的件 数 も含 め)。

日本 語 の 特許 デー タベ ー スPATOLISは 特 許 、 実 用 意 匠 、商 標 等 の フ ァイ ル か ら構 成 され、

3,300万 の件 数 にの ぼ る。 この デー タベ ー ス は判 例 も含 まれ てい る。

多 くの意 義深 い情 報 を提 供 し、経 済 と同 じ く技術 分 野 も扱 うデー タベ ース はJIN(JapanInfor・

mationNetwork)が あ る。 この デー タベ ー ス は 日本 相 互文 化 交流 セ ンター(JapanCenterfor

InterCultureCommunication)か ら英 文 で提 供 され る。 これ はメ ニ ュー方 式 の た め簡単 に検 索

で きる。JINは4つ の フ ァイル を もって い る。官公 庁 、出版 物 イ ンデ ックス、政 府 テ キ ス ト、Facts

ofJapanお よび国際交 流機 構 フ ァイ ル で あ る。 同様 に その上 に作 られ た 日本 の都 市 ・県 の情 報 に

関 す る フ ァイル もあ る。更 にJINは メー ル ボ ックス を持 ってお り、それ を使 いデ ー タベ ー ス プ ロ

デ ューサ に対 して直接 質 問 を送 る こ とが 出来 る。 将 来、 この メー ル ボ ックス上 で提 供 者側 の通知

を顧 客 に送 る こ とが 出来 る もの で あ る。

DATASTARはJAPIデ ー タベ ー ス を提供 して い る。これ はECプ ロ ジ ェク トか ら提供 され る

もの でJICSTか ら交差 して最 も広 く提 供 され、 合計 約3万 件 収録 され て い る。

経 済 分 野 で は まず非 常 に広 範 囲 な提供 を して い る 日経 テ レ コ ンの デ ー タベ ース が あ り、 ヨー ロ

ッパ で は専 門のベ ンダー の も とで カ ス タマ ーサ ー ビス も実施 され 、幅 広 く利 用 され て い る。

そ の ほか、 最近初 めて 国際 提供 者 を通 じて アク セ スが可 能 とな った経 済 デ ー タベ ー ス として次

の ものが あ る。1985年 に始 まった コム ライ ンInternationalCorp.の デ ー タベ ー スサ ー ビス で あ

るCOMLINE即 ちCOMNETはORBIT、MEADDATACentralお よび ロイ ター を通 じて ア ク

セス 出来 る。COMLINEは エ レク トロニ クス、 コ ン ピュー タ、運 輸 、化 学 、医薬 バ イオ 、機 械 建

設 、 更 に財務 ニ ュー スか らのDailyNewsServiceを 提 供 して い る。情 報 は英 語 の フル テ キス ト

で ア クセ ス可能 で あ る。補 足 的 にASAHIEveningNewsオ ン ライ ンが サー ビス され て い る。 企

業 に関 して、急 ぎか っ直 接 に取 る必 要 が あ る時 は コ ンタ,ク ト相手 の名 前 とフ ァックス番 号 の デー

タベ ー スが あ る。COMLINEか ら入 手 可能 な もの に工 業 レポー ト等 が あ り、最 近 はマ ー ケ ッ トに

関 す るCD-ROMバ ー ジ ョン も導入 され て い る。更 にCOMLINEはHINETとVENUS-P上

で ア クセ ス可能 な ゲー トウ ェイ も用意 され て い る。HINETは 広 範 囲 の 日本語 で 日本 の新 聞 か ら

の フル テ キス ト形 式 の サー ビス を提 供 してい る。

新 聞情 報 につい ての大 きな提 供 の1っ にELNETが あ り、33の 新 聞 お よび230の 雑 誌 か らの情
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報 を流 して い る。

JUIプ レス サ ー ビス(GEMARKIIINET)お よびQUICKの 取 引所 サー ビス(特 別 の ソフ ト

お よびハ ー ドパ ッケー ジが必 要)は 共 に 日本 語 お よび英語 の提 供 で共 同 ニ ュー ス ・サ ー ビス と同

様 と言 え る(DATA-STAR、MEADDATACENTRAL)。

更 に、 最近TEIKOKU(帝 国 デ ー タバ ンク)の 経 済情 報 デー タ ベ ー スがDIALOGを 通 じて提 供

され て い る。 この 帝 国 デー タベ ー スはCOSMOSデ ー タベ ー ス に属 す る ものでCOSMOS2フ ァ

イル の属 グル ー プ を作 って い る。 この デ ー タベ ー スは45,000の 日本 企 業 に つ いての英 語 版 で あ る

(日本 語 で は約95万 件 の 企 業 が収 録 され てい る)。

JETRO(JapanExternalTradeOrganization)は ほ ぼ1万 の ポ テ ン シ ャル輸 入業 者 の デ ー タ

ベ ー ス を提供 して い る。

今 まで述 べ た全 て の デ ー タベ ー ス提供 は容 易 にア クセ ス して、検 索 が 出来 る もの ばか りで あ る。

また 、 日本 の新 聞 デ ー タベ ー ス を使 う こ とに よ り、 日本 と欧州 の 間の 時 間差 を埋 め る こ とが で

き、 同 じ 日に報 告 を机 の上 で取 る こ とが で き、 時 間的 な ロス を甘 受 す る こ とが な くな る。 しか し、

実際 に ア クセス して身近 に検 索 す る と実務 上 これ らの デ ータベ ー ス が 日本 語 であ る とい う大 きな

障害 にぶ つ か るの は事 実 で あ る。

●

② 従来型のサー ビス

従来型のサー ビスについては ここでは特 に ドイツにおいて出版 されているかあるいはここで入

手可能 とい う刊行物 についてのみ選 んでその背後情報 について紹介 する。

印刷 された情報サー ビス としてウルムのBotskor博 士 によ り、出版 されているJapaninfoが あ

る。 このサー ビスは3週 間毎に出版 され、 日本 のある特定分野の発展 についての記事 と並 んで例

えば法学上の質問、政策的経済 ・社会 問題、研究関連 および 日本企業の発展、更 には新製品 の解

説 まで も含んでい る。情報サー ビスの重要価値は既 にその名が示す通 り日本 にあるが、 い くつか

の側面 はいつ も中国、台湾お よび韓国 という位置付 けに向 けられている もの もある。

新 しい出版 は日本科学技術庁 よ り出 されたSTATodayで あ り、日本 における研究計画 を収録

した興 味深い内容 にな っている。

Cellvleジ ャパ ンの ジャパ ンパ ノラマ によ り仏語で出版 されたのはINIST/CNRSで あ る。 こ

れは多 くの活動 および ヨー ロ ッパ で提供 されている日本の情報 マーケ ッ トについて述べ られてい

るので、特記に値 いす るものであ る。

興味深い ものに米国商業省か ら出てい るJapanTechnicalLiteratureBulletinで あ り、これ は

広 く出回 ってい る技術 情報 お よび関連 報告 とりわけMITI/ASIT研 究所 に関 す る ものお よび

SUMIKA社 内技術情報 セ ンターか らの会報 といった ものがある。

新製品についてのJANewsの メール ボックス ・ニュースサー ビス(KOMEX)がGMD、 ボン

にある。
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③情報拠点

最後に、文献入手、データベース検 索お よび一般的1青報の利用機 関等 の情報拠点 について述べ

る。

(A)IFO研 究所

IFO研 究所 は ドイツにある5つ の経済研究所の1つ であ り、特 に日本 の情報の収集 と提供 に特

色があ り、IFO研 究所 は ドイツ国内で も日本 についての情報源 として良 く利用 されている。

IFO研 究所 は1991年6月 にINFONETZバ イエル ンの1員 として参画 し、バイエル ン州の援助

を受 けてい る。

IFO研 究所 のDr.Ernst氏 は日本 で6年 間 日本 について研究活動 を実施 し、その後 ミュンヘ ン

大学 を経てIFO研 究所で活動 している。

日本 には日本のJETROの 支所があ り、 そ こでは日本人 の輸出入の情報の専門家 がお り、 日本

人 は ヨーロ ッパ人 よりもヨー ロッパ について数多 くの情報 を把握 している。

この ようにヨーロッパ で も、 もっと日本 の情報の入手がで きる ことをDr.Ernst氏 は切願 して
■

いた。

大 きな図書館には日本の情報が用意 されているし、 ドイツのユーザのための コンサルタ

ン ト会社 もい くつかあるが 日本の情報が ドイツにどれだけあるのか把握 する ことは非常 に

見極めに くいのが現状 で もある。 これ もIFO研 究所の大 きな役割で もある。

(B)図 書館

図書館 についてはまず技術情報図書館ハ ノーバーが挙げ られ る。そこでは現在約3,000の 日本 の

定期刊行物お よびその系列が薬学技術 を始 め として全 ての技術領域 をカバー している。そ こでは

参考書および演説集が特記 され、例 えば日本規格協会の出版物類が ある。このTIBはSTNイ ン

ターンショナルの書類供給者である。JICST-Eな どで見 られ る書類はそ こでオ ンライ ンで注文

出来 る。TIBは 翻訳手段 サー ビス も行 っている。日本 の薬事文献 についてはケルンの薬事 中央図

書館 を除 くと、残念なが ら公的図書館 よ りも民間企業の方が充実 している。

経済文献 はキールの経済 中央図書館、HWWAの 図書館 あるいは当然IFO研 究所 で見 られ る。

(C)日 独 セ ンター

ベ ル リンの 日独 セ ンター は 日本 をテ ーマ に多 くの催 し物 を行 って い る。 図書館 も設 置 し、今 は

日本 滞 在 の た めの奨学 金 も出 して い る。セ ンターで は 日経 やJINを 通 した サ ーチ検 索 も行 って い

る。 この サ ー ビス は まだ 十分 に認 知 され てい な い ことか ら、 その利 用 は ほ とん どな い。 そ のた め

に、 これ らのサ ー ビスの 一部 は もは や行 われ な い可能 性 もで て きた。

一40一



]
ドイツの顧客層 に対 する非常 に新 しいサー ビスはJAMAで ある。新 しい情報セ ンターが ボ ン

の 日本 自動車製造協会 に より開設 され る予定である。 この事務所 は経済社会記事 についての情報

サー ビス季刊誌JAMAForumと 月刊のJAMAニ ュースの2つ を出 している。 ドイツの経済界

の興味 を持 つ人々はそこに行 き、 ドイツ即 ちヨー ロッパの顧客 向けのサー ビスを得 ることが出来

る。 ドイツ語 にてニュース レターの補足版 もある。

広 く数多い提供全体か ら主要点のみを紹介 された。将来 は日本 の情報提供者の実質的努力 を通

じて よ りアクセスしやす い提供が行われるもの と思われ る。上述 の情報 センターはその助 け とな

るものであ り、豊富な提供 を必要 としている。

4-4お わ りに

ドイツでの日本 の取引高 は トップランクであ り、バイエル ン州で23%を 占め、内自動車関係だ

けで34%と な り、1990年 には500億 マル クの輸出高 となっている。

この ような密接な 日本 との関係維持 のために、バイエル ン州では 日本 からの情報 を得 るための

援助 をしている。

例 えば、現在バイエル ン州 は 日本 の企業 と経済交流 を含め、IFO研 究所 を絡 めて援助計画 も推

進 されている。

また、バ イエル ン州 は中小企業 のためにデータベース斡旋機関 を設立 し、INFONETZバ イエル

ンと協同で運営 してい る。

バ イエル ン州の説明の中で記述 したご とく、 当シンポジウムはバ イエルン州 当局 の主導で、 日

本情報 を収録 したデータベースの ディス トリビュータやベ ンダー を講演者 に招 き、当地 に圧倒 的

に多い中小企業主を集 めて開催 された ものであった。端的に云 えば、 データベ ースその ものへの

認識度 やデータベースの必要性 の認識度が州当局 と事業主 との間 に大 きなギャップがあるように

見受 けられた。

言い替 えれば、 このギ ャップが大 きい と当局が認識 してい るか らこそ このシンポジウムを開催

したのであろう。

しか し、説明 内容がやや学問的であ り、多分 に理解 しに くかったのではないか と考 じられ た。

但 し、 日本情報 を知 りたい という要望は強 く、会場で出会 った方々か らその熱意で知 らされた。

ニーズをうまく受 け止 めて具体的 に対応で きれば、個別対応で も、 当面かな りの効果が上 が り、

評価 も得 られるような感 じを受 けた。

当 シンポジウムでは、STNイ ンターナ ショナルを始 めとする各 データベー スの専 門家 か ら各

デー タベースにお ける 日本情報 の収録内容 と収録件数等 についての統計 データの発表があ り、 日

本情報 に対する真剣 さとまじめ さを感 じた。

主 な 日本 情 報 を 収 録 し た デ ー タ ベ ー ス と し て、JICST、INSPEC、COMPENDEX、
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MEDLINE、EMBASE、INPADOC、JAPIO、 日経 テレコムELNET等 の紹介があった。

海外か ら利用で きる日本情報 を収録 したデータベースは2、3年 前 に比較 して相 当利用可能 と

なったが、やは り日本語のみのデータベ ースは利用 しに くい ことを強調 していたのが印象的であ

った。また、 バイエル ン州交通経 済省 および 日本情報の特別 シンポジウムを通 じてデータベース

への取 り組みが ドイツ国内の底辺の拡大 および情報の伝達 ・提供 の施策 を強力 に推進 してい ると

い う実態を強 く感 じた。
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調査先

所在地

期 日

面接者

511ASA

環境 ・社会経済問題を探究する国際研究機関

llASAの 本 部 ・ラ クセ ンプルグ宮殿

Th,lh,。,n。ti。nalI。,tit。t。f。,ApPli,dSy、t,m、A。 。ly,i、(IIASA)

A-2361Laxenburg,Austria

1991年10月24日(木)

Dr.P.deJanosi

Dr.KurtFedra

Dr.MarkusAmann
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5-1概 況

IIASAの 本部はオース トリアの ウィーン郊外 にあ るラクセンブルグ宮殿 に置かれてい る。ここ

は、かつてマ リア ・テレサの住 んでいた城で、近 くには森 もあ り大変静か な ところで ある。 この

建物 はオース トリア政府か らIIASAに ほ とん ど無料 に近 い形で貸与 され、 その内部 は研究所 に

ふ さわしい近代 的な設備や機器等 を備 えた ものに改装 されている。

IIASAは ことし設立20周 年 を迎 える。発足の発端は、当時の米国大統領 ジ ョンソンが、東西両

陣営主要国が参画 した国際的研究機関 の設立 を提案 した ことに始 まる。 その後 の準備機関 をへて、

1972年10月 非政府ベースで学際的研究機関 であるIIASAが 、東西両陣営 にお ける12カ 国の科学

アカデ ミー または同種機 関の発意 によ り設立 された。

高度工業化 の進展 に伴 い各国は共通 の社会経済問題 に直面 している。その中には各 国が共同 し

て当た らな けれ ば解決困難 な問題が少 な くな く、 しか もこれ らの多 くは従来 の手法では、対処 す

る ことがむずか しい問題 である。

これ らの諸問題 に対 し、国際的な協力 の もとに、科学技術 の知見 と応用 システム分析 の研究を

通 じてその解決方法を見出そ うとするのが、IIASAの 設立の趣 旨である。

IIASAへ の参加 は、1カ 国1代 表機 関 とな ってお り、現在 の参加 国お よび参 加 国代 表機 関

(NationalMemberOrganization:略 称NMO)は 次 の15と なってい る。

参加国

① アメ リカ

② ソビエ ト

③ 日本

④ カナダ

⑤ チェコ

⑥ フランス

⑦ ドイツ

⑧ ブルガ リア

⑨ イタ リア

⑩ ポー ラ ン ド

⑪ オー ス トリア

⑫ ハ ンガ リー

⑬ ス ウェー デ ン

⑭ フィ ンラ ン ド

⑮ オ ラ ンダ

参 加 国 代 表 機 関

TheAmericanAcademyofArtsandSciences,UnitedStatesofAmerica

TheAcademyofSciencesoftheUnionofSovietSocialistRepublics

TheJapanCommitteeforIIASA

TheCanadianCommitteeforIIASA

TheCommitteeforIIASAoftheCzechandSlovakSocialistRepublic

TheFrenchAssociationfortheDevelopmentofSystemsAnalysis

AssociationfortheAdvancementofIIASA,Germany

TheNationalCommitteeforAppliedSystemsAnalysisandManage-

ment,RepublicofBulgaria

TheNationalResearchCouncilandtheNationalCommissionfor

NuclearandAlternativeEnergySources,ltaly

ThepolishAcademyofScience

TheAustrianAcademyofSciences

TheHungarianCommitteeforAppliedSystemsAnalysis

TheSwedishCouncilforplanningandCoordinationofResearch

TheFinnishCommitteeforIIASA

NetherlandsOrganizationforScientificResearch
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5-2機 構

llASAの 組 織図

COUNCIL

評 議 会

EXεCUTIVECOHIITTEE

執 行 委 員 会

FINANCECO冨ylTTEE

財 務 委 員 会

RESEARCECOXL{ITTEE

研 究 委 員 会

IIASACONFERElCE

IIASA協 議 会

DIEECTORATE

所 長 一
1　

εXTεBNALSUPPORT

SponsoredReseεrch

COHUドICATIONS

Xedia&PublicReユ2tions

Publications

Visitors'ConferenceServices

S;CRETARIAT

Counci1&NXORelations

1

R£SEARCHPROGRAHS

ε}{VIRONXENT

lSU　　II:　;llll 」
POPULATION

SYSTEM&D三CISIONSCIENC£

↑三CEIiOLOGY,ECOIdOXY&SOCI£TY

PROJ三CT

AdvancedCoorputer)LPP!:carions

NerT。rking

F:odandλgricvlrure

ProcessofInt3rn.Negotiatlons

YSSP

Pe】rsonnel

Finance

TechnicalServices

BUDGε Ｔ

CO」 【PUT三RSE2ylCES

しIBR?LRY

IIASAの 機構 は、評議会、IIASA協 議会、所長、ならびにその事務職員お よび研究員で構成 さ

れている。研究 にたず さわる研究員の数 はおよそ70名 で、 うち日本人の研究員 は4名 となってい

る。

(1)評 議会(TheCouncil)

各参加国代 表機 関 よ り1名 の代表 を出 して構成 するIIASAの 最高管理機構 で、年2回 会

議 を開催 し、予算、研究分野、管理問題な どを協議決定す る。

(2)委 員会(TheCommittee)

評 議会 の事 務 を処 理 す るた め に、執 行委 員 会(ExecutiveCommittee)貝 オ務 委 員会(Finance

Committee)研 究 委 員会(ResearchCommittee)の3つ の委 員 会 が置 か れ て い る。委 員 は評

議 会 の委 員 お よび評 議 会 に よ り選 任 され た委 員 に よ り構 成 され る。

(3)lIASA協 議 会(llASAConference)

IIASA協 議 会 は、評 議 会 お よび所 長 に助 言 を提供 し、IIASAの プ ロ グ ラ ム を援 助 し、

IIASAの 研 究成 果 を各 国 の研 究 機 関 お よび 国際 的 研究 機 関 の研 究 に結 び つ け、IIASAの 事
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業の理解 を深 めることを目的 として3年 毎 に開催 される。

(4)所 長(Director)

IIASAの 最 高執 行 役員 で あ り、評議 会 の 決定 した方 針 に従 い事務 を処 理 し、IIASAを 代 表

す る。

5--3研 究 活 動

IIASAは 毎年、その年 を含 む5カ 年間の研究計画 を更新 している。その原案 はIIASAプ ログラ

ムの リーダー、研究分野 の リーダーお よび一般研究 に属す るTaskForceの リーダーによ り発案

され、 リーダー連絡会議の討議 をへて所長 に提 出 され る。 なお、研究委員会が研究計画立案の初

期段 階か らタッチ して意見 を述べ るというチェックが行われている。

所長 は研究計画 の原案 がIIASA研 究 の問題領域 に準拠 してい るかを確認 の うえ、所長案 とし

て評議会に提 出 し、評議会 は必要があれば修正 の うえ これを承認 する。

IIASA研 究の中核 をなすプ ログラムは所長が一般研究か らの発案、評議会 における参加国代表

機関代表か らのサ ジェス ト、研究分野お よびプログラムの リーダー連絡会議 における提案等 をふ

まえて決定 したプログラム案を評議会 に提 出 し、数次の検討 をへて評議会で承認 される。

当初 は 「エネル ギー問題 」および 「食料農業 問題」等において大 きな成果 を上 げ、現在 は次 の

4つ のプログラムが動いてい る。

①Environment(環 境 問 題)

地球環境の変化 に関す るプ ロジェク トでは、人 因的 または自然発生的 な温室効果ガスによって

引 き起 こされる気象変化 をスローダウンさせ るための現実 的な戦略のデザイ ンな ど、地球の気候

変化 とその結果 を研究 している。

地球規模の植物関連(農 業、森林、 自然の生態 系)の 諸変化 を投影する総合的 なモデルの開発、

そしてエ コロジー、気候変化、科学技術 および経済開発、社会状況やライ フスタイルの変化等を

考察 し、環境保護 と経済社会活動 との調整等が取 り上 げられている。

また、地域的環境管理 については、硫黄酸化物、窒素酸化物および重金属 な ど河川の汚染物質

の流入 と蓄積 の影響 を減少 させ るため経済効果 の高 い戦略 の開発 を行 っている。 その他、気候や

社会変化 による、 内陸の水 質源への影響 および共用水系の計画 と運用な ども研究 されている。

現在、深刻 な問題 の一つ となってい るヨー ロッパ大陸の森林についての総合的な研究 は、大気

汚染 による森林の損傷 と後退 を分析、 これ らの影響 を緩和 するための政策 を開発す ることを目的

としている。この分析 のために、RAINSモ デル というツールが開発 されてお り、ヨー ロッパ各国

の環境問題 を統括する省庁 で利用 されている。
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②Population(人 口 問 題)

中核 となる研究 は、国際 的な人 口動向 と将来 の変化 を予測する比較分析で、将来 の出生率、死

亡率 そ して移民動向についての前提条件 の判定、お よび予測の方法論 の開発等 に力 を入れている。

進行 中の特定 プロジェク トとしては、東欧 とソ連 にお ける老齢化や健康 問題お よび死亡率に関

連 してお こる家族 と家庭 の構造の変化の研究、 また統一 ドイツの民勢統計的変化の分析、 さらに

他所 か らヨーロ ッパへの または ヨーロ ッパ内での大量移民によって もた らされる問題 の研究な ど

がある。

そのほか に 「老齢化社会の社会保障」「エイズの帰結 と数理的疫学」な どがテーマ として とりあ

げ られている。

③System&Decisionscience(シ ス テ ム と意 思 決 定 問 題)

ここの作業のプ ログラムは応用 システム解析のための数学的モデル化の方法論 とその技術 の研

究が中心 となっている。

エコロジー、経済モデル、製造工程、人 口問題の他、免疫学等生物数理学 の諸問題 に関す るア

プ リケー シ ョンが開発 されている。

④Technology,Economy&Society(技 術 の 変 革 と経 済 社 会 の 変 化)

ハ イテクノロジーは経済 の駆動力で あ り、 また、社会 を大 き く変化 させてい く。 ここでは、半

導体技術 の進展 をはじめ とす る技術革新が経済社会 に今後 どの ような影響 を与 えてい くか という

問題 を研究対 象にしている。特 に、CIM(ComputerIntegratedManufacturing)に ついての研

究が とりあげられてい る。

また、経済改革 を多 くの国々に とって90年 代の重要な共通問題 と考 えてお り、計画経済か ら市

場経済への移行 に焦点 をあてた研究が進 め られて きた。現在行われている研究 プログラムは当面

の政策 に即応す ることを重視 しているが、後続の プログラムでは長期的で学究的な作業 に重点 を

置 き、専門家のネ ッ トワークによって経済改革の特定問題の研究 を予定 している。

以 上 の コア ・プ ログ ラム以 外 に もプ ロ ジ ェク トとして、 い くつ か の研 究 等 が進 め られ て い る。

「ProcessesofInternationalnegotiation」 で は、 国境 を越 えた紛 争 を解 決 、 あ るい は 回避 す る

た め の合 意 を生 み 出 す国際 交 渉 の実 践 過程 を充 実 させ る よ うな政 策 を分析 し開発 して い る。

YSSP(TheYoungScientists'SummerProgram)は 、 若 い科 学者 を対 象 とした夏期 プ ロ グ

ラム で、毎 年夏 に開 かれ て い る。IIASAの プ ロ ジェ ク トに参 加 して一 緒 に研 究 を行 ってお り、主

として大 学 院生 が 参加 して い る。
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5-4報 告書の出版

IIASAの 研 究成 果 としての報 告 書 は、1978年 以 降次 表 の形 で発 行 され て い る。

IIASA出 版物の概要表

1灘i、丁 モ鑑 ㌶ 繍=謬 ㌻テA`""'f「)

醜 丁《・-　 ii蕪 三1よ1箭欝 撫 ≧
利用方法を一般の意志決定者

向きに解析 したもの

ペ一八ーシリース

リーダーの判断のみに

よる印刷ti1版f勿。

IlASAの 正 式報告

とは認め られていない

なお、1990年 に発 行 され た、 ブ ック シ リーズ、

分野 別 の報 告書 の件 数 は次 の通 り。

P「ofessio"alPape「{;1織 蕊 《:隻Ill

ロ1⌒ ㏄ 緬 〔あ鑑 ㌶ 部聯 関と〕

Wo「ki"gPaper〔;議SA研 究員の中間報告〕

レ ポ ー トシ リー ズ 、 ペ ー パ ー シ リー ズ を 含 め た

〔研 究 分野 〕

BIO・MEDICAL

CLIMATE

COMPUTERSYSTEMS

ECOLOGY

ECONOMICS

ENERGY

ENVIRONMENT

FOODANDAGRICULTURE

FORECASTING

FORESTRY

GLOBALMODELING

INNOVATION

JOINTVENTURES

MANAGEMENTANDTECHNOLOGY

METHODOLOGY

MODELS

〔件 数 〕

3件

17

7

9

35

10

34

2

1

6

2

1

9

20

25

24
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POPULATIONDYNAMICS

REGIONALDEVELOPMENT

SYSTEMSANALYSIS

TRANSPORTATION

URBANSTUDIES

WATERRESOURCES

5-5財 政

1

00

4

9
ム

9
ム

0

1

2

1

IIASAの 研究お よび事務運営 にかか る費 用の支払資金 は、参加国代表機関 の拠 出す る分担金

と、外部か らの寄付 による資金 によって賄われてい る。年間の予算は、お よそ1億5千 オース ト

リア ・シ リングである。

5-6お わ り に

IIASA本 部のあるこのラクセ ンブルグ宮殿 は大変静かな ところにあ り、ゆ った りと研究に うち

こむには非常 に恵 まれた環境である。

ここでは、お よそ70名 の研究員が各々のテーマで研究 に携わっているが、IIASAか ら次々 と発

表 され る研究成果である出版物の数 は分野別 に多数 にのぼ り、1990年 の1年 間を見 ると、 ブック

シ リーズ、 レポー トシ リー ズ、ペ ーパー シ リーズを加 えた件数はおよそ260件 にもおよぶ。 これ

は、IIASAの 研究 プロジェク トは各国の大学や研究所 と提携 した共 同研究 の形で進 められてい る

例がおお く、 これが研究員 の数に比 して大 きな成果 をあげている理由のひ とつ と思われ る。

また、研究の対象 は世界 にお ける環境や社会的変化 に即 した、 その時代のニーズに沿 った もの

にたえず照準 を向け、ポ リシー ・メーカー としての役割 を果た しているが、政治 にか らむ問題 は

一切研究の対象か ら外 しているのが特徴 である。

IIASAは 、調査研究が必要 とされ る分野 において、すべての国の科学者の間に この種 の研究 に

対する認識 を高 める努力 をしている。 また、国際科学協力の慣習に従い、 その事業 はすべての専

門家 に対 して公開 され てお り、IIASAで の研究 の結果 は世界各国の様々 な機関 にお いて参照 さ

れ、利用 されている。
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地球環境の変化をモデルを使って説明する研究員(llASA本 部の研究室で)
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「
6 lNPADOC

特許資料開拓の鍵

INPAPADOCのNobertFux氏(写 真 中央)に よるプ レゼ ンテー シ ョン

調査先

所在地

期 日

面談者

InternationalPatentDocumentationCenter

A-1041Vienna,Moellwaldplatz4

1991年10月24日(木)

Mr.NorbertFux

(Hauptverwaltungsrat-PrincipalAdministrator)
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6-1概 要

INPADOCは 、世 界 で 最 も大 規模 な特許 情 報 の デー タ ・ベ ー ス機 関 で あ る。

特 許 情 報 は、 現存 す る技 術情 報 源 と して最 も重要 で、 か つ大量 に公 開 され る もの で あ る。今 世

紀 にお け る有 名 な技術 革 新 は、 すべ て 特 許 の明 細書 に記録 され て い る。技 術 革新 の 方 向す ら、正

確 に特 許 情報 か ら追 跡 で きる程 で あ る。

INPADOCは 、InternationalPatentDocumentationCenter(世 界特 許 情報 セ ン ター)の 略

称 で あ る。元 々1972年5月 に、オ ー ス トリア政 府 とWIPO(WorldIntellectualPropertyOrganiza-

tion・ 世界 知 的所 有権 機 関)と の協 定 に よ り、特 許 情報 セ ンター として ウ ィー ンに設 立 され た。

当時 、INPADOCは 、 オ ー ス トリア政 府 が オー ナ ー の有 限責 任会 社 の形態 を採 っ てい た。資 本

金 は6千 万 オー ス トリア ・シ リ ングで あ った。

しか し1990年 末 にINPADOCは 、EPO(EuropePatentOffice)の 傘 下 とな り、 セ ンター と

して の名 は消滅 す る こ とに な り、 サ ー ビス名 として のみ残 る こ とに な った。 サ ー ビス の拠 点 は ウ

ィー ンに残 され る。 現在EPOの 一 部 の機 関 が ミュ ンヘ ンか らウ ィー ンに移 転 中 との こ とで あ っ

た。 尚、EPOの 本拠 地 は 、 ミュ ンヘ ンの ままで あ る。

INPADOCは 、 そ もそ も特 許 資料 に含 まれ る技術 知 識 を、正 確 に、 速 くそ して完 全 に蓄 積 し、

利 用 可 能 に す る とい う目的 で設 立 され て い る。

特 許 の 明細 書 は、世 界 の 何処 かで20秒 ご とに新 しい ものが 発行 され て い る。一週 間 で 、約30000

件 を超 え る量 にな る。 この よ うな量 りきれ な い程 の量 の特 許 情報 をINPADOCは 管理 してい る。

その 累積 量 は50カ 国 か らの特許 で1500万 件 以 上 にな って い る。更 に、1440万 件 の特許 が、1920年

に遡 って、 コ ンピ ュー タ を介 して ア クセ ス し得 る よ うにな って い る。

INPADOCで は、各 国特 許 庁 か ら コ ンピ ュー タで読 み取 り得 る形 で送 られて くる各 国特 許 資料

の書 誌 的事項(特 許 分類 、 特 許 番号 な ど)に 関 す るデ ー タ を集 中 的 に コ ン ピ ュー タ に よ り管 理 し、

重複 特許 を除去 す る と と もに、 各 国特 許 庁 に対 して種 々 の サ ー ビス を行 って い る。

日本 との関 係 で見 る と、先 ず 、INPADOCの サ ー ビス を、 日本 で提供 で きる機 関 は、 これ まで

JAPIOだ けで あ ったが、1992年1月 か らはDIALOG、ORBIT、STNで もサ ー ビス を開 始 して い

る。 またINPADOCは 、JAPIOのPATOLISデ ー タベ ー ス を直 接 サ ー チで きる世 界 で唯 一 の機

関 で もあ る。

INPADOCは 、設 立以 来 、標 準化 の分 野 で 国際 的 に、 その広 い経験 を活 か して きて お り、身近

な 国際機 関 の 中で も、INPADOCの 存 在 その ものが、 世 界 中 に多 くの標 準 を もた ら して い る。

6-2サ ー ビスの概要

INPADOCの サー ビス は、勿論 特 許 情 報 に関 す る もので あ る。 前述 の膨 大 な特許 情 報 を、 デー

タ にア レ ンジ し、 数値 デ ー タベ ー ス(NumericalDataBase:NDB)と して備 え てお り、 ユ ー ザ
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か らの あ らゆ る要 求 に応 え られ る よ う『にな って い る。

サ ー ビスの種 類 は、a)個 々 の リクエ ス トに応 え るサ ー ビス、b)オ ン ライ ンに よ る もの、c)

JAPIOサ ー ビス、 そ れ にd)そ の他 の、例 えば コ ピー サ ー ビス な どであ る。

a)個 々 の リ ク エ ス トに 応 え る サ ー ビ ス

自社 で特 許 に関 す るデ ー タベ ー ス を持 って ない、 あ ま り規 模 の大 き くな い企 業 とか 特 許弁 理 士

とか は、その個 々 の 目的 に沿 って特 許情 報 の サー チ をINPADOCに 要求 す れ ば、特 許 上 の種 々 の

疑 問 点 を明解 に な し得 る。INPADOCは 、技術 分 野、特 許 フ ァ ミ リィあ る い は特 許 の 法 的現 状 の

デー タに関 して は勿論 の こ と、 出願 人、 発明 者 に関 して もサ ー チす る ことが 出来 る。

①パ テン ト・ファミ リー ・サー ビス

このサービスは、各 国に出願 された同一内容の発明 を優先権主張番号 をキー にして整理 し、対

応 させた もので、 これ によ り、輸 出仕向け国にお ける対応特許調査が容易になるほか、重複特許

の除去 に役立つ。

② パ テ ン ト ・ク ラ シ フ ィケー シ ョン ・サ ー ビス

このサ ー ビス は、 各 国 か ら送 られ て きた書誌 的事 項 に関 す るデ ー タ をIPC(InternationalPat-

entClassification)に よ り60000の サ ブセ クシ ョンに分類 ・整理 した もの で、 これ に よ り、 各 国

の特 許 をIPC別 に容 易 に検 索 で き る。

③ 出願人サーチ サー ビス

特定 の出願人 の特許 をサ ーチ し、その出願人の特許についての諸情報 を提供す るサー ビスで、

競合企業の開発状況な どを知 ることがで きる。

④発明者サー チ サー ビス

特定の発明者 の特許 をサーチし、 その発明者の特許の発明技術の動向を把握 したい場合 に有効

である。特定の発明者が、競合企業の注 目すべ き技術者の場合 な どに、利用価値が ある。

⑤ 法的状況の調査サー ビス

顧客の調査対 象特許 について、年金支払 い状況等の基本的なことか ら、特許 の有効性 の鑑定 に

至 るまで、顧客 の要求 に応 えて くれる。 この点は、データベース業者のサー ビス としては異色の

ことで あ り、他 の特許情報 のデー タベース業者 には見 られないサー ビスである。
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b)オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス

INPADOCで は、1920年 に遡 って1440万 件 に及 ぶ世 界 各 国の特 許 が 、コ ン ピ ュー タのデ ー タベ

ー ス に蓄 積 され てお り
、外 部 か ら コン ピ ュー タ に よ りアクセ ス で きる よ うにな ってい る。 この デ

ー タベ ー ス は
、1800万 のサ イテ ー シ ョンか ら構 成 され てい る。

INPADOCは 、日本 のPATOLISデ ー タベ ース を、日本 以 外 の 国か らア クセ ス で き る唯一 の機

関 で あ る。1985年 の年 初 か ら、 高 速 に、廉 価 に、400万 件 に及 ぶ 日本 特 許 をサ ー チ可能 に して い

る。

また、DIALOG、ORBIT、STNを 介 して もア クセ ス可 能 で あ る。DIALOGとORBITは 、中

国特 許 の ア ブ ス トラ ク トに もア クセ ス で き る。

①1NPADOCPFS/PRS(PatentFamilyService/PatentRegisterService)

あ る一 国 に 出願 した元 にな る特許 を、 優 先権 を使 用 して数 か国 に出願 して お くこ とは、 その発

明 が重 要 で あ る程 しば しば行 わ れ る。 競 合 企業 は、 輸 出先 国 に あ る競合 相 手 の特 許 を事前 に調査

してお く必 要 が あ るか ら、 競合 相 手 の特 許 の世 界 各 国 での成 立 状 況 の情 報 が欲 しい。INPADOC

PFSは 、 この よ うな要求 に正 に適 す るサ ー ビスで 、 しか もオ ンライ ンで即 座 にユ ー ザ に回答 で き

る。

競合 企業 の特 許 が、 あ る国 に お いて権 利 と して有 効 で あ るか、 あ るい は権 利 が 消滅 して し まっ

て い るか は、企 業 が グ ローバ ル に世界 に進 出 して い く場 合 、競 合 相手 の 特 許 に関 す る基本 的関 心

事 で あ る。INPADOCPRSは 、この よ うな ケー ス におい て、オ ンライ ンで サ ー ビス可能 な シス テ

ムで 、企業 の海 外進 出 に当 た って、 基本 的 に して お くべ き特 許 調 査 を ロー コス トで 、迅 速 に こな

して くれ る もの で、 ユー ザ に とって は手 頃 感 の あ るサ ー ビスで あ る。

②PATOLISサ ーチ

PATOLISは 、INPADOCデ ー タ ベ ー スの全 部 を蓄 積 して お り、日本 特 許 情報 マー ケ ッ トの た

めに 開放 され て い る。 当然、 日本特 許 のデ ー タベ ー ス として も利 用 され る。

このデ ー タベ ー スは、 日本 の 特許 、 実 用 新案 、 意 匠、商 標 の 工業 所有 権 全 部 につ い て、 その 出

願 中 の ものか ら登 録 済 の もの まで 、全 ての段 階 の デー タ を含 んで い る。

デ ー タの形 式 は、 書誌 的事 項 、 短 い要 約 あ るい は概 要 そ して い くらか の 図面 で 、 オ ンライ ンで

要 求 で きる。INPADOCで は、 ユー ザ が 日本語 が分 か らな けれ ば、翻 訳 サ ー ビス も行 って い る。

特殊 な技術 分 野 にお い て は公 開 され た未 審査 の 出願 中 の アブ ス トラク トが 、英 語 で提 供 で きる。

INPADOCで は、 これ らの ア ブス トラ ク トを プ リン トの形 で提 供 で き る。

INPADOCで は、漢 字端 末 エ ミュ レー タ を使 用 して、 オ ンラ イ ンサ ー ビス の た めに、最 も重 要

な書 誌的事 項 と全文 とを 自動 的 に英 語 に翻 訳 サ ー ビス して い る。

次 に、 上述 の漢字 エ ミュ レー タ の 出力見 本 を第1図 に示 す 。
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第1図 漢字エ ミュレー タの 出力見本
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SamplcofINPADOCKanjiEmulatortranslution

③DIALOGイ ン フ ォメー シ ョン ・サ ー ビス

INPADOCの 全 データが、法的現状 を含む遡及調査、継続監視調査、パ テン ト・ファミリイ調

査 に対 して利用可能である。法的現状 をも含 む特許 フ ァミリィのセ ッ トとして、 フ ァイル345に

蓄 積 され て い る。 ロー コス トで デ ィス プ レイで き る。"Basics"は パ テ ン トフ ァ ミリィの最 も早 く

公 開 され た 国 の特 許 と して 定義 され て い る。DerwentAccessionNumberも サ ー チで き、Chemi－

calAbstructも 参 照 で きる し、 日本 特 許 アブ ス トラク トもデ ィス プ レイ可 能 で あ る。 法的 現状 の

テ キ ス トと、 そ の コー ドもサ ー チ可能 で あ る。 デ ィスプ レイ での フ ォー マ ッ ト8は 、 チ ャー ヂ フ

リー で あ る。 フ ァイル344と して、 中国特 許 の英 語 の ア ブス トラク トも利 用 可 能 で あ る。

日本特許出願 のフ ァミリィの状況のディスプレイの例 を第2図 に示 してある。
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第2図 日本特許出願のファミリィ状況のディスプレイ
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④ORBITサ ーチ ・サ ー ビス

こ こで もINPADOCの 全 デ ー タが、 法 的状 態 を含 む遡及 調 査 、継 続 監視 調 査 、 パ テ ン ト・フ ァ

ミ リイ調査 に対 して利用 可 能 で あ る。

書誌 的事 項 の デ ー タは、INPADOCとINPANEWフ ァイル に蓄 積 され て お り、法 的現 状 の デ

ー タは、LEGSTATフ ァイル に保 持 され て い る。INPADOCな い しはINPANEWとLEGSTAT

との 間で は ク ロス フ ァイ ルサ ー チが 可能 で ある。 タ イ トル だ けの デ ィス プ レイ は、 チ ャーヂ ブ リ

ー で あ る。 その他 の サー ビス、例 え ばDERWENTに 関 す る調 査 等 で は、DIALOGと 同 じで あ

る。

⑤STNサ ー チ ・サ ー ビス

基 本 的 サ ー ビ ス の 質 は、DIALOGやORBITと 変 わ ら な い。書 誌 的 事 項 と法 的 現 状 は、

INPADOCフ ァイル に蓄 積 され てい る。パ テ ン トフ ァ ミ リィお よび法 的 現状 の 情報 を含 むSDIサ

ー ビス用 の フ ァイルINPAMONITORが 用 意 され てい る。 フォー マ ッ トTRIALとINDに お け

るデ ー タのデ ィス プ レイ は、 チ ャー ヂ フ リーで あ る。 その他 は、ORBITと 変 わ らな い。

c)JAPIOサ ー ビス

ヨー ロ ッパ にお いて も、 日本 の 経済 力 を重 視 して お り、 日本 企 業 の輸 出力 が、 高 度 な技 術 力 に

裏 打 ち されて い る ことか ら、日本 の特 許情 報 が 、広 く関 心 の対 象 にな ってい る。従 って、INPADOC

のユ ーザ に とってJAPIOサ ー ビスは 、重要 な調 査 手 段 で もあ る。INPADOCが ヨー ロ ッパ の ユー
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-「

ザ に してい るJAPIOサ ー ビス は、PATOLISサ ーチ と日本 パ テ ン ト・ア ブス トラ ク ト・サ ー ビス

と、 索 引 サ ー ビス とが あ るが、PATOLISに つい て は、 オ ンラ イ ン ・サ ー ビスの ところで詳 述 し

た の で、 こ こで は省略 す る。

① 日本 パ テ ン ト・アブ ス トラ ク ト

日本 企 業 の未審 査 の公 開 特許 の監視 が、 簡単 に可能 なの で利 用 度 が高 い。1976年10月 よ り日本

特 許庁 は、"PatentAbstructofJapan"を 英 語 で発 行 して きた。 次 の技術 分 野 に分 かれ てい る。

M:一 般 お よび機 械

C:化 学

E:電 気

P:物 理

サ ー ビス は予約 制 で、 日本 に お け る公 開 か ら2ケ 月遅 れ で、500ア ブ ス トラ ク トつ つ 入 手 で き

る。

②索引サー ビス

JAPIOが 発行 している各種 の索引類 を、INPADOCの ユーザが入手可能である。

1)特 許 ・実用新案 ・公開 ・公告年間索引

これ は、毎年一年間 に発行 された各種公報 を対象 とし、IPC分 類索引 と出願人索引 とがあ

る。分類索引はIPCの 深 さでソー トされている。 また、出願人索引 は、日本法人編、日本個

人編、外国人編か らな り、各々五十音順 に配列 されてい る。

2)対 照表

出願公告番号か ら登録番 号 を索引するのに利用 されるもので、公 告された ものの権利 関係

の追跡調査 に便利であ る。

3)目 録(特 許庁公報)

特許番号か ら公告番号 を調べ る索引で、同時 に、登録年月 日、分類、特許権者氏名住所 も

知 る ことができる。

4)出 願 ・公開番号対照速報

出願番号か ら公 開番号 を索引す る場合 に利用され、公開公報の番号調査 に役立 つ。

d)そ の 他 のサ ー ビス

以 上 の サ ー ビ ス の 他 に 、CAPRIsystem、 コ ピ ー ・サ ー ビ ス 、SpecialAnalyses等 が あ る。

①CAPRIシ ス テ ム

CAPRI(ComputerizedAdministrationofPatentDocumentsReclassifiedAccordingtothe
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IPCの 略)シ ス テム は、 そ の フル ネ ー ムの とお り、IPC分 類 を古 い特 許 に付 け直 す シ ステ ム で あ

る。1973年 以前 の特許 明 細 書 に は、IPC分 類 が付 い て い なか った。各 国独 自の分類 体 系 に よって

い たの で、 これ を コ ン ピュー タ に よ り、IPC分 類 に変 換 して デ ー タベ ー ス化 して お くサ ー ビスで

あ る。

競 合相 手 の特許 を無効 化 す るた めの 公知 例調 査 の よ うな場 合 に利用 され る。

② コ ピー ・サ ー ビス

ペ ーパ ー ・コピー ・サ ー ビス と、 マ イ ク ロフ ィル ム ・コ ピー ・サ ー ビス とが あ る。

日本 との関係 で は、 わ が 国の 特許 庁 と日本 特許 情 報 機 構(JAPIO)が 共 同 で デー タ を提 供 し、

INPADOCか ら送 られ て くる デー タ は、JAPIOに よ り特 許 庁 と民 間 とに提 供 され る。

③Specialanalysis

特 許 とい う膨大 な量 に な りが ち な フ ァイル を、 ユ ーザ の要 望 に応 じて、 その必要 とす る範 囲 の

規模 を分 析 し、 その ユ ーザ に と っての み有 用 なサ イ ズの 、特 別 の デ ー タ ・フ ァイ ル と して供 給 す

るサ ー ビスで あ る。

磁 気 テー プ として、 あ るい はCOMマ イ ク ロ フ ィ ッシ ュ として の いず れか を選 択 で きる。

6-31NPADOCの 特 徴

各 国の技術革新の競争が熾烈化 す るにつれて、特許情報 の重要性が ます ます高 まって きた。

INPADOCが 特許情報専 門のデータベ ースを持ち、また調査機 関 として も機能す るという特徴 あ

る機関 として、今後 もその重みは増 しこそすれ、減ず ることはないであろ う。

特徴 を整理す ると、次 のようになろ う。

① 有 用 な デー タの量 と、正 確 さ。

② コン ピュー タ ・サー チ の結 果 を、 特 許 のエ キ スパ ー トが チ ェ ック し得 る唯一 の機 関で あ る。

③ 顧 客 に とって、 サー チ結 果 の デー タ ・資料 が全 く信 頼 で き る とい う保 証 は、 特許 の調査 に 当

た って大 きな意義 が あ る。

④ 全 ての情報 に アク セ スす る場合 の簡 単 さは、ユ ーザ にINPADOCと の通 信 ア クセ スが た い し

た経験 も トレー ニ ング もな し に可 能 だ とい う確 信 を与 え る こ とに な る。

⑤INPADOCの デ ー タベ ー ス は、デ ィス トリビ ュー タへ元 に な る特 許情 報 を供 給 す るデー タベ

ー ス業者 の もの と して
、 ユ ーザ が オ ンライ ンで ア クセ スで き る世 界 で唯 一 で あ る。

⑥ ウ ィー ク リィあ るい は ク ウォ一 夕 リィで の特許 情 報刊 行 サ ー ビス も、 デ ータ の更 新 も複 雑 で

な く、 ロー コス トで入手 可 能 で あ る。
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6-4お わ り に

INPADOCは 、JETROWien所 長 の 中西英 夫氏 の紹 介 に よ り訪 問 した が、この 日 もわ ざわ ざ同

席 して下 さ った。 感 謝 にた え ない。

最後 に、 質疑 応 答 の 中 か ら主 な質 問 と回答 とを挙 げて、INPADOC紹 介 の補 足 とした い。

Q1:1992年 か ら、日本 で もJAPIOだ けで な くDIALOG、ORBIT、STNで もサ ー ビスす る

とい う こ とだ が、INPADOCは デ ー タ・プ ロデ ューサの 立場 と して、JAPIOに 対 して提 供 して い

た の と同 じデ ー タ を提供 す るの か?ユ ーザ と して は最 大 限 の デー タ提 供 を希 望 す るが 。

A1:INPADOCと して は、DIALOG等 に対 して もJAPIOに た い して提 供 して きた もの と全

く同 じ もの を提 供 す る。JAPIOと の これ まで の独 占契 約 が1991年 で切 れ、他 の デ ィ ス トリ ビュー

タ と も同 じよ うに契 約 す るか らで あ る。 ユ ーザ に対 して は、 デ ィス トリビュー タ次 第 とい う こ と

に な るが、 競合 相 手 が 多 くな るの で、情 報 も多 くな り、 コス トも安 くな る もの と思 う。

Q2:INPADOCの 出力データのタイ トルを記述する言語 は、優i先権 が主張 され た国の言語 で

あ る。 ユーザはタイ トルで検索 したい場合 があるが、ダイ トルが英語以外 の場合 には英訳 し、英

語で統一で きないか?

A2:現 在 の ところ、 それはできない。

Q3:い まの質問に関係 す るが、機械翻訳 を導入す る計画 はあるか?

A3:自 分が知 ってる限 りでは、機械翻訳の導入計画 はない。不可能で はないが、 フリー ・ス

タイル になるので難 しい し、ECの 中で も英、独、仏等多言語 なので それ らの相互翻訳 となる と実

現 はかな り難 しい。

Q4:CD-ROMの 利 用状 況 は どうか?

A4:Publicationに 関 して は1990年 か ら良 くな った。パ ソ コンに関 して は、1988年 か ら良 くな

った。英 国で は1991年 か ら良 くな り、独 で は早 くか ら良 い。 ソ連 で は、明細 書 が、CD-ROMに 移

りつ つ あ る。1993年 半 ば まで に、 全 てCD-ROMで 、 しか も英 語 にな れ ば と思 っ てい る。

最 後 に、 マ イ ク ロフ ィ ッ シ ェに よ り日本 企 業 を初 め と して、 い くつか の企 業 の外 国 にお け る権

利 を、 即座 に比 較 した デモ を して見 せ て くれた。 オ ンラ イ ンに よ るデ モ は移 転 中の た め、 見 られ

なか った。
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調査先

所在地

期 日

面接者

7 旧ERIA航 空

オンライン座席予約システム 「AMADEUS」

訪 問先 のイベ リア航 空の他、スペ イ ンの政府機 関が 入 ってい

る高層 ビル 「ピカ ソタワー」

IBERIA航 空

Pza.Picasso,s/nTorrePicasso,8thFloor.28020

Madrid,Spain

1991年10月28日

Mr.JoseAntonioGigosos(JefeUnidadServicioalclienteDS/subdirection

SAVIA)

Mrs.AnaMariaValladares(ResevationSystemsandAmadeusCoordina-

tion)
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7-1概 況

スペ イ ンの イベ リア航 空 で は、「SAVIA」 と呼 ばれ るイベ リア航 空 独 自のオ ンラ イ ン座 席 予約 シ

ステ ム(以 下 予 約 シス テ ム と略)を 持 ってお り、 この システ ム 自体 は現在 充 分 に機 能 して い る。

同様 に他 の欧 州 各 国 の航 空 会社 も、独 自の予約 シス テム を開発 、利 用 して い る。

しか し80年 代 なか ぼ よ り、 アメ リカ で開発 され た大規 模 な予 約 シス テムが 、 ヨー ロ ッパ市 場 に

進 出 し、 サー ビス を開始 した。

これ が従 来 の各 社 独 自の予 約 シス テム に脅威 を与 える よ うにな り、 ヨー ロ ッパ各 国の 航空 会社

は、 これ に対 抗 す るた め、 国 を超 え、 中立 的 で グ ローバ ル な予約 シ ステ ム を、 結束 して開発 す る

こと とな った。

この新 しい シ ステ ム は二 つ存 在 し、 その一 つ が今 回 の調査 対 象 とな った 「AMADEUS」 シス テ

ムで あ る。

「AMADEUS」 は、 今 回視 察 を行 った イベ リア航 空 ほか計 四社 に よ り1987年 に設 立 され、1992

年1月 よ りシス テ ムが稼 働 す る予 定 とな って い る。

図1「AMADEUS」 の設立メンバー(主 要構成四社)

イベ リア航 空(ス ペ イ ン) エ ア ・フ ラ ン ス(フ ラ ン ス)

スカ ンジナ ビア航空(北 欧) ル フ トハ ンザ航 空(ド ィ ッ)

7-2 「SAVIA」

今 回 の調査 対 象 で あ る 「AMADEUS」 に触 れ る前 に、 イベ リア航 空 独 自の予 約 シス テム で あ る

「SAVIA」 につ い て概 略 を説 明 す る。

「SAVIA」 は、 スペ イ ン全 土 の営 業所 な らび に旅行 代 理店 をネ ッ トワー ク した予 約 シス テム で

あ り、国 内2103か 所 、海 外150か 所 に計3400台 の端 末が 設 置 され て い る。 その サー ビス 内容 は、イ

ベ リア航 空 の座 席 予 約 の ほ か、 以下 に示 す ものが あ る。

図2「SAVIA」 のサー ビス内容

○世界各国33の 航 空会社の座席予約

○ スペイ ン国鉄,地 中海全域の船,パ ックツアー,劇 場チケ ットの予約 ・発券

○ ホテルの予約 と各種情報の提供
一 住所 ,電 話,通 貨 レー ト,利 用料金,空 港か らの時間,タ クシー使用時の運 賃など 一

〇 レンタカー予約

○ クレジ ッ トカー ド照合

○渡航先 の各種情報
一 天候 ,持 込不可 の物品 など 一
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実際 に 「SAVIA」 の端末 を用 いて、我々の一行の予約状況 を見せ て くれたが、名前、 出発地、

目的地、出発時間、到着時間、便名、 シー トタイプな ど様 々なものが即座 に見 る事がで きた。

「SAVIA」の説明 をMr.JoseAntonio氏 より受けているDPC視 察団

こう した航 空 会社 独 自の予約 シ ステ ム は、他 に もあ り、 「AMADEUS」 の設 立 メ ンバ で あ る他 の

三社 で も同様 の システ ムが存 在 して い る(下 記 参 照)。

図3「AMADEUS」 の設立 メンバー四社の持つ各独 自予約システム

イ ベ リア航 空 SAVIA

エ ア ・フ ラ ン ス ESTEREL

ス カ ンジナ ビア 航 空 SMART

ル フ トハ ンザ 航 空
・

START

7-3 「AMADEUS」

(3-1)「AMADEUS」 の 背 景

前 項 に しめ す よ うに、「SAVIA」 な ど航 空会 社 独 自の予約 システ ム は、該 当 国 を カバ ーす る とい

う点 か らみ れ ば、 それ な りに充 分 な シス テ ムで あ る。

しか し、 ア メ リカ ン航 空 のセ ーバ ー、 ユ ナ イテ ッ ド航 空 の ア ポ ロ をは じ め とした 、 ア メ リカ の

巨大 予約 シス テム の、 ヨー ロ ッパ 市場 へ の進 出 と熾 烈 な販 売 お よび機 能 向 上競 争 に は太 刀 打 ち 出

来 ない。

そのた め 、欧 州各 国 の航 空会 社 は、低 コス トで 巨大 シス テム を構 築 す るた め、 また 、 システ ム
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の共 有 に よ り、 よ りグ ローバ ル な情報 サ ー ビスの提 供 を行 うた め、連 合 して シス テム構 築 を行 う

こ とと した。 それ が 「AMADEUS」 で あ る。(「ガ リレオ」と呼 ばれ る英 国 航空 主 体 の グル ー プ も

存在 。)

さ らに、 コス ト負 担 を減 らし、 早 期 に シ ステ ム を稼 動 させ るた め、 「AMADEUS」 は、 ア メ リ

カの航 空 会社 の予 約 シス テ ムの 中 で、競 合 関係 の少 ない テキ サ スエ アー社 の シス テム ワ ンの 技術

を導 入 し、 それ を基礎 に シ ス テム を構 築 す る こ と とした。

総費 用 は3億 ドル と発 表 され 、1992年1月 よ り本格稼 働 す る予 定 とな ってい る。

(3-2)「AMADEUS」 の 組 織 ・体 制

「AMADEUS」 は、先 に示 した設 立 メ ンバ4社 に、パ ー トナ ー として19社 が加 わ っ て運 営 さ

れ、 その持 ち株 会 社 とさ らに その配 下 に置 かれ る計算 セ ンタ、 開発 、 マ ー ケ テ ィ ングの3つ の 会

社 に より組 織 され る。

そ の機構 図 を下 記 に示 す(図4参 照)。

「AMADEUSGIobalTravelDistributionSA」 とい う名 の持 ち株 会 社 は、 イベ リア航 空

をは じめ とす る4社 の25%ず つ の 出資 に よ り、 マ ドリッ ドで 運営 され 、 マ ー ケテ ィ ング、 開 発 、

計 算 セ ンタ の3つ の会 社 の統 括 部 門 とな って い る。

「AMADEUSDataProcessingGmbh&CoKG」 とい う名 の計 算 セ ンタ部 門 の会 社 は、

ミュ ンヘ ン近 くの ア ー デ ィ ング に位 置 して 、365日24時 間体 制 で シス テム が運 用 され て い る。こ こ

と、 イベ リア航 空 のSAVIAな ど各 国独 自の 予約 システ ム とが、AMANETと 呼 ば れ る高 速 ネ ッ

トワー ク(24メ ガ ビ ッ ト/秒)で 結 ばれ、 各 国 ・各 社 の独 自予 約 シス テ ムの端 末 が、 「AMADEUS」

に接 続 で き る よ うにな って い る。

「AMADEUSDevelopmentSA」 とい う名 の開発 部 門 の会 社 は、 ニ ー ス近 くの 「フ ラ ンス

の シ リコン ・バ レー 」 と呼 ばれ る ソフ ィア ・ア ンテ ィポ リス に本 拠 地 を もって い る。 開発 部 門 は、

テ キサ ス ・エ ア ー社 の 「シ ステ ム ワン」 の技術 を導入 す るた め、 最初 マ イ ア ミに て作 業 し、 その

後 、現 在 の本 拠 地 を開設 し、 ヨー ロ ッパ 市 場 のニ ー ズ と、各 国独 自の予 約 シ ステ ム とを組 み 入 れ

て、 「AMADEus」 を開発 した。 開発 は17か 国の人 間 によ り行 われ 、習 慣 、 文化 の 違 い に はか な

り苦労 した とい う。

「AMADEUSMarketingSA」 とい う名 の マー ケテ ィング部 門 の会 社 は、本 拠 地 をマ ドリ ッ

ドに もち、 各 国 のNMC(NationalMarketingCompany)か らの情 報 を的 確 に生 か して、 サ ー

ビス、 シス テム の戦 略 の立 案 ・実行 を行 ってい る。

マ ー ケ テ ィ ング に関 して、 重 要 な役割 を果 た すの は、 「AMADEUS」 内 の マー ケ テ ィ ング部 門

か らは、独 立 した組織 体 制 で あ る各 国のNMCで あ る。NMCは 、設 立 メ ンバ4社 の 自国 をは じめ

と した15か 国 に、 それ ぞれ 独 立 した企 業 として(そ の 国の 「AMADEUS」 参 加企 業 が大 半 を出 資)

設 立 され て い る。 そ して、 その 国 の 「AMADEUS」 サー ビス を推 進 させ 、 同時 に さ まざ まな ユ ー

ザ ニ ー ズ を汲 み取 って 、 マ ー ケ テ ィ ング部 門 に フ ィー ドバ ック して い る(図5参 照)。
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図4「AMADEUS」 の 機構 図
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(3-3)「AMADEUS」 シ ス テ ム

図6「AMADEUS」 の シ ステ ム

○航空機関連 システム

・座席 予 約

・情 報提 供
41の 航 空会 社 と ダイ レ ク ト接 続,リ ア ル タイ ム予 約

300以 上 の航 空 会社 の1900万 経 路 の組 み合 わ せ

5500万 件 の料 金 デ ー タ

○ レンタカー 関 連 シ ス テ ム

・ レン効 一 予 約

・情 報提 供

Avis,Herts,WIZCOM提 携 の レ ン タ カ ー

会 社 と ダ イ レ ク ト接 続,リ ア ル タ イ ム 予 約

所 在 地,車 種,料 金(特 別 料 金 も反 映)等

○ ホテ ル 関連 シ ステ ム

・ホ テ ル 予約

・情 報提 供
全 世界1万 軒 の ホ テ ル の予 約可 能

所 在地,料 金(各 種 の 部 屋 タイ プ,時 期 に よ る変 動 デ ー タ

含 む),サ ー ビス,機 能,空 港 か らの交通 機 関 他

①航 空機関連の システム

まず、肝心の予約 システムであるが、 これは、41の 航空会社 に対 する予約 がダイ レク トに出来

るようになってい る。すなわち、各旅行代理店 は、 その時点で残 っている各社 の飛行機 の座席の

最後の1席 まで、「AMADEUS」 の端末か ら予約可能 である。 当然予約1青報は、 リアルタイムに

データベースに入 るためその後 の予約確認は必要無い。 このサー ビスは順調に拡大 してお り、最

近 では、 これ を通 して月間100万 件 もの予約がなされている。

また、情報の提供 に関 して は、旅行者 の出発地 と到着地か ら、 どの航空会社 の どんな路線が利

用で きるかの経路 を示 す事が可能 である。このデータベースには、全世界の300以 上の航空会社の

航路 が格納 され、出発都市 と到着都市の39万 もの組 み合わせ に対 して直行便230万 、乗 り継 ぎが必

要な もの も含 めれ ば1900万 もの経路 を示すことが可能 となっている。 もちろん、同時 に空席 があ

るか どうか も判 る。 この とき、 リス トされる情報 は特定の航空会社 に有利になる事 な く全 く公平

で、直行便の出発時間順 に出力 されるようになっている。 また、指定の仕方によっては、到着時

間順、所要時間順 な どで も並 べ られ る。 しかも、主要な13社 のデータは、時間等 に臨時 の訂正が

あった場合 にも即時 に反映 されてい る。

さらに料金 に関 しては、5500万 件 という莫大な料金データをもち、高速(他 社 システム比10倍

強)か つ高機能なサー ビスの提供が可能 となっている。
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② レンタカー関連のシステム

レンタカーに関 しても、各 レンタカー会社(Avis 、Hertz、WIZCOM提 携 レンタカー会社)と

コンピュータがダイレク トに接続 され、航空機 の座席予約 と同様 に、最後 の1台 まで予約 が出来

るようにな ってい る。各種の情報提供 も充実 してお り、た とえば、ある空港 の最寄 りのレンタカ

ー会社が どこに在 るか
、各 レンタカー会社 にどの ようなタイプの車が在 るか、 どの ような料金体

系 になっているか、複数 の会社 を横並 びに してある車種 に対 する料金の比較 を行 う、 などが各種

行 えるようになっている。「AMADEUS」 独 自のサー ビス として、地域 限定販売の特別料金 など

が あった場合、 その地域 内にのみ通用 する料金表 を画面表示する事 も可能 である。

③ ホテル関連のシステム

ホテルの予約 に関 しては、全世界1万 軒以上 のホテルに対 する、正確 な、迅速な、確実な予約

が可能 とな る。予約す る際 には、立地場所、空港 か らの交通機関、料金(各 種の部屋 タイプある

いは時期 による各種料金表 をもつ) 、保証金の有無、サー ビス、機能 などの様 々な情報の出力 も可

能 である。

④ 端 末機 シス テ ム

「AMADEUS」 の端末 は、OS/2搭 載 の パ ソ コ ンを利 用 した イ ンテ リジ ェ ン ト型 の端 末機 を用

意 して い る。 これ は、 ウ ィン ドウ形式 、 プル ダ ウ ンメニ ュー方 式 、 オ ン ライ ンヘ ル プ な ど、 初 心

者 で もす ぐに使 い こなせ る よ うに作 られ てお り、 旅行 代 理店 の即戦 力 とな りうる。 また、熟 練者

に対 して は、 エ キスパ ー トモ ー ドとい った もの も設 け られ て お り、慣 れ て きた場合 の効率 ア ップ

も充 分 に考 慮 され てい る。

(3-4)提 携 企 業 、 日程 その他

「AMADEUS」 は、 お よ そ290の 航 空 会 社 と提 携 関 係 に あ り、 また、 鉄 道 、船 舶、 旅 行 代 理

店 、 ホ テル、 レ ンタ カー等 も含 め る と、370を 超 す旅 行 関係 の会 社 が 「AMADEUS」 と提 携 して

い る。

端 末機 の数 は、旅 行代 理店 に あ る ものが 、11,700ヶ 所28,000台(こ れ は ヨー ロ ッパ で端 末 の あ

る代理 店 の65%を 占め る)、 航 空会 社 の窓 口 に あ る もの は18,600台 に もの ぼ って い る。

日程 的 には、 昨年(1991年)7月 に一 部 分 が稼 動 し始 め、 旅 行代 理 店 へ の 導入研 修 を経 て、 本

年(1992年)1月 に本 格 稼動 す る とい う こ とで あ った。

な お、世 界 最 大 の予約 シス テ ムで あ るア メ リカ ン航空 の 「セー バ ー」 との相 互乗 り入 れ計 画 も

あ ったが 、交 渉 が ま とま らず幻 の 計画 とな った。
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7-4お わ りに(感 想)

(4-1)予 約 シ ス テ ム～ デ ー タベ ー ス サー ビス

今 回 の欧 州視 察 で 、 デー タベ ー ス の今後 に つい て もっ とも深 い示 唆 を与 えて くれ た のが、 この

予 約 シス テム で あ った。 一 般的 にデ ー タベ ー ス業界 で良 くい われ て い るの は、 デー タベ ー ス作 成

に巨額 の費 用 が かか り、 それで いて そ う簡単 に はユ ーザが増 えな い た め に、 なか な か投下 資 本 を

回収 出来 な い とい うこ とで あ る。 しか し、 この 予約 シ ステム は、少 な く とも先発 した アメ リカ ン

航 空 の セ ーバ ー で は実際 に年間 数億 ドル の利 益 が 出 る システ ム にな って い るので あ る。

この違 い は、 デ ー タベ ー ス ・サー ビスが情 報 提供 で終 わ って しま って はな らな い事 を示 して い

るので は な いだ ろ うか 。例 えば、 ホテル の 予約 状 況 や渡航先 の天気 、 あ る いは通 貨 レー トに して

も、 その情 報 だ けを提供 す る シス テムが あ った場合 、一体 どれだ けの人 が利 用 す るで あ ろ う。 シ

ス テ ムが存 在 す る こ とを知 らな い人 が ほ とん どで、 も し知 って いて も、 面 倒臭 い ・料金 が 心配 と

い う こ とで、 わ ざわ ざ端末 の前 に座 る人 は ほん の一握 りにな ろ う。 これ が現在 の通 常 の デー タベ

ー ス サー ビス の姿 な ので あ る。

しか し、予 約 シス テ ムで は、 まず航 空 機 の座 席 予 約 とい う明確 な 目的 を持 た せ て、端 末 の 前 に

座 らせ る。 そ して、 そ の 目的達 成 のた め に必 要 な さ まざ まな情 報 を各種 提 供 して い る。 この 形 態

で あ れ ばユ ー ザ は間違 いな く増大 して い こ う。 これ こそが、 ユ ーザ が求 め る デー タベ ー スで あ り、

即 ち利 益 が で るデー タベ ー スサ ー ビスな の で あ る。

現在 、 日本 で は この よ うな形 態 は、 トラ ンザ クシ ョン ・デー タベ ー ス サ ー ビス として、一 般 の

デー タベ ー ス と区別 し、 デー タベ ー ス売上 高 な どの統 計 には入 って こな い。 しか し、 これ か らは、

トラ ンザ ク シ ョン型 の もの こそデ ー タベ ー ス として考 える事 が 必要 に な って い こ う。

(4--2)ス ペ イ ン の 感 想

今 年 バ ルセ ロナ ・オ リン ピック、万 国 博 覧会 を開催 す るスペ イ ンの成 長 ぶ りが非 常 に 目につ く

訪 問 で あ った 。視 察 前 、欧 州6都 市 に対 して想 像 して いた都 市 化 の発 展 度 合 い は、 パ リ、 ロ ン ド

ン、 ミュ ンヘ ン、 ウ ィー ン、 ロー マ、 マ ドリッ ドの順 で、マ ドリ ッ ドに対 して近代 都 市 の イ メー

ジは全 く無 か った。 と ころが この想像 は、 外 国人 が未 だ に日本 人 に対 して、 丁 髭 姿、 着物 姿 あ る

い は サ ム ライ とい った もの を想像 す るの と同 じだ とい う ことを思 い知 ら され た。 高 層 ビル、 近 代

ビルが た ち な らび、夜 も遅 くまで東 京 と並 ぶ 明 るさ、賑 やか さを誇 って い る、 パ リと と もに、 も

っ と も発 展性 を感 じるそ して新 しい都 市 で あ った。 訪 問 したイ ベ リア航 空 の存 在 す る ピカ ソタ ワ

ー とい うの も40～50階 位 の非 常 に立 派 な ビル で あ る。
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マ ドリー ドの ビル風 景

(右 手前が ピカ ソタ ワー)

ただ、 治安 は悪 い ら し く、買 い物 に入 っ た店 の多 くが、 店 の人 に合 図 して、電 磁 ロ ックを開 け

て も らって店 に入 り、 同様 に出 る とき も店 の人 に合 図 して ロ ック を外 して貰 わ な けれ ばな らなか

った。 ピカ ソタ ワー で も訪 問企 業 で は、 こ こだ けが 入 る時 にパ ス ポー トチ ェ ックを受 け、 また、

エ レベ ー タ に乗 り込 む と きに も、 ガー ドマ ン監視 の 中 とい う厳 重 な警 戒体 制 で あ った。

とはい って もラ テ ン系、 明 る く、 開放 的 で魅 力的 な所 で あ った。 その 一例 に大 爆 笑 だ った街 角

の絵 葉 書売 りの言 葉 で 、本 稿 を締 め括 りた い。 カ タ コ トの 日本語 で我 々 に絵 葉 書 を売 ろ う とす る

のだ が売 れ ない。 その ときの言葉 。

「エ ハガ キ ウ レナイ 。 ワタ シ ビンボ ウ。 ・… デ モ ミナサ ンモ ビ ンボ ウ。 ・… ハ タ ラ

ケ ド ハ タ ラケ ドナオ ワガ ク ラシ ラ クニ ナ ラザ リ(い きな り手 を見 て)ジ ッ トテ ヲ ミル

… ・ タク ボ ク」
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ピカソ タワーの中 で、 パスポー トチ ェックを待 つDPC視 察 団

7--5参 考文 献
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経済新聞夕刊1987/7/24
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8AGENCIAEFE

スペインの代表的な海外通信社

EFE社 スタジオで記念撮影

調査先

所在地

期 日

面接者

AGENCIAEFE

Espronceda,32,28003Madrid

l991年10月28(月)

Mr.JulioFerrero(DirectorTecnico)他
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8-1ス ペ イ ン王 国(Espana)の 現 勢(日 本 国Nipponと の 対 比)

極東 に位置す る日本国 と欧州大陸の西南部イベ リア半島の5分 の4を 占めるスペイン。 ともに

北緯35度 の風が吹 くことに気 がついた ら、「芸術 と情熱の国」ぐらいの知識 しかな く遠 い異 国に思

えていたスペ インであるので、主要デー タを比較 してみたい。

面 積50万 平方キ ロ:38万 平方 キロ

人 口4千 万人:12千 万人

首 都Madrid(3百 万人):東 京(10百 万人)

GNP(88年)3,400億 ドル:29,000億 ドル

GNP/人8,723ド ル:22,000ド ル

略史 として1931年 に王制 を廃止、共和 国 となったが、スペ イン内戦 を経 て39年 にフランコ総

統が独裁体制 を確立、36年 余 の専制政治が続いた。 フランコ総統の死去後 カル ロス1世 の王制が

復活 し、立憲君主制 の政治体制 である。89年 に第5次 ゴンザ レス政権 は、92年 欧州共同体(EC)

統合、バルセ ロナ五輪、セ ビリア万国博覧会に向 け経済対策 を主要課題 とした。88年 のGNP成 長

率 はEC諸 国中最高の5%の 好景気。産業面では92年 のEC市 場統合 に向 け競争力強化 を進 めて

いる状態である。外交面で は89年 上半期 にEC議 長国を努めて以来、外交の多角化 を図 っている。

また対 日関係 ではこれ まで も緊密だったが、 さらに強化 された。貿易面では 日本か らは電気製品、

コンピュータな どを輸出 し、スペイ ンか らはアル ミ塊、革製品な どを輸入 してい る。 日本 の輸 出

関連企業 は現地法人 として進 出 し始めてい る。 フラメンコや闘牛に代表 される観光行事で世界の

観光客 を集めている。非常 に親 日的に思 えた。今後 ます ます広範囲に日本 とめ外交 を親密 にして

いただ きたい。

8--2会 社概 要

AGENCIAEFEは 世界 の80以 上 の国 に支局 を持ち、 またスペイ ンの各 自治州 にも拠 点 を置

いてお り、通信の分野 において第一級の企業である。

顧客数 はスペ イン国内、お よびアメ リカ大陸で何百 にものぼるが、 その中 には新聞、 ラジオ放

送網、テレビ局、公共機関、その他、 スペイ ン語網 の重要な通信 メデ ィアが名 を連ねている。

情報 への様々 な対応の形 としてEFEで は次の ような新 しい業務 を行 っている。

①EFECOM企 業、金融メディア、製造部門に向 けた経 済情報専用のライン。こ

れは、 ミクロ経済の重要な推移 を継続的 に追跡 してゆ くので、経済推移 を正確 に知 るため

には非常 に有用で ある。

②EFEDATAデ ー タバ ンク、電話 回線 に接続 され たパ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ を

使 用 して、過 去3年 間 のEFEの ニ ュー ス を瞬 時 に呼 び 出 す こ とが 可 能 で あ り、 また 約

9,000の 人 物 に関 す る資 料 、1,000以 上 の テー マ別 デー タに ア クセ スす る こ と もで き る。
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③RADIO1本20分 の番組 を1日3本 、契約 した ラ ジオ 局 に提供 す る。

これ に はEFEの 宣伝 広 告 も挿 入 す る。

④VIDEO-EFEビ デオ端 末 を使 っての ホ テル、企 業 へ の ニ ュー スサ ー ビス

⑤TELEVISIONロ ー カル チ ャ ンネル 、 民放 の情報 提供 サ ー ビスのた めの(番 組)制

作 を行 う こ とが で きる。 これ は電 波 を使 って直 接EFEか らす べ ての テ レ ビ局 へ 送 る こ と

がで き る。RTV-MADRIDと の契 約 に よ りEFEは ロー カ ル チ ャ ンネ ル が ニ ュー ス番 組

を制 作 し、 それ をESPROMCEDA32に あ るセ ン ター か ら放 映 す る た め に必 要 な放 送 イ ン

フラ、 お よび機 材 を提供 す る。

1989年 、EFE技 術局 は、 テ レ ビ部 に、ニ ュース の相互 交 換、番組 制 作 、ニ ュー ス番 組 の放 映 の

た め の設備 の据付 を行 った。設 置 され た主 な もの に は、機 械 室 、 コン トロー ル セ ンタ ー、 モニ タ

ーー ル ーム
、(番 組 の)制 作 ス タ ジオ、編 集 や試 写 の た めの部屋 、 そ して ビデ オ ライ ブ ラ リー等 が あ

る。

(1)海 外市場の推移

海 外 での サ ー ビス販 売 が全 体 に占 め る割合 は減少 傾 向 に あ り、 現在7%で あ る。 また その ほ と

ん どが ラ テ ンア メ リカの 顧客 で あ る。

1989年 は28%と い う伸 び をみせ 、 こ こ数 年 の慢性 的 な停 滞傾 向 を よ うや く打 破 した。

この伸 び につ い て は次 の三 つ要 因 が考 え られ る。

・アメ リカ ドル に して平均19%の 料 金 値上 げ

・顧 客 数 は6%増 加 し、年 末 に は430と な ったが 、 その90%は 海 外 ニ ュー スの顧 客 で あ る。

・1988年 と比 較 して対 ドル為 替 レー トが 平均3%上 が った こ と

1990年 の海 外 サ ー ビス の状 況 は、AV部 門の躍 進 が め ざ ま し く、海 外 ニ ュー スサー ビス顧客 の36

%を 占 め、 また ラテ ンア メ リカで は41%に もの ぼ る。

(2)業 績(1989年)

政府機 関 との契約 による収入 は3%の 伸 びに とどまっているが、サー ビスの収入 は68%の 増加

と好調であ り、1988年 に比べ全体で30%増 となっている。

この大幅な収入増 はテレビジ ョンサー ビスの開始 によるところが大 き く、1988年の約5倍 であ

るが124,100万 ペセタの収 入を計上 した。

国内市場 にお けるその他 のサー ビス も平均 して前年比26%増 と好調であ り、 これ は顧客数の増

加 と料金の値上げに'よる相乗効果であ ろう。

ラテンアメ リカにお ける状況は、慢性的な足踏 み状態 を、克服 した ことによ り、売上が28%の

伸び を見せ、全体の収益増 に貢献 して いる。
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-「

(単位:百 万 ペ セ タ)

収 入 前 年 比 増 加 分

金 額 % 金 額 %

サー ビスの販売

政府機関 との契約

3,927

3,398

54

46

1,585

102

68

3

合 計 7,325 100 1,687 30

(3)国 内市場における売上 と顧客数

(単位:百 万ペセタ)

販 売 高 顧 客 数

金 額 比率% 数 比率%

通信 メデ ィア 2,086 77.0 262 49.2

一新 聞 1,105 30.4 179 33.7

ー ラ ジオ 293 8.0 52 9.8

一 テ レ ビ 1,383 38.0 9 1.7

一通信社 ・特派員 25 0.6 22 4.1

公的機関 306 8.4 98 18.4

企業 395 10.9 131 24.6

協会 ・その他 134 3.7 41 7.8

合 計 3,641 100.0 532 100.0
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8-3サ ー ビス概要

ス ペ イ ンの 代表 的 な海 外通 信 社 で あ るEFE社 は 、

TeleMadridと 呼 ばれ るテ レ ビ局 部 門 を所 有 し、 こ

こで各 契約 局 へ の配給 用 のニ ュース番 組 を制 作 して

い る。 また テ レビ ・ニ ュー ス放 送 用 の ス タ ジオ設備

を見学 した。 急 に決 定 した 中東 和 平会 議 の報道 のた

め、 急 こ しわ えの 真新 しい ス タ ジオ もあ り、 海外 通

信 社 の真 骨頂 を発 揮 すべ く活 気 に みな ぎっ てい た。

次 にデー タバ ン ク局 部 門 は 「EFEDATA」 と呼 ぶ

パ ソ コ ン ・ネ ッ トワー ク用 デー タベ ー ス を所有 して

い る。今 回 の訪 問 の主 目的 は この デー タベ ース の調

査 に あった が、 日本 で もマ ス コ ミ各社 の行 って い る

デ ー タベ ー ス サー ビス に似 か よ った もの で あ った。

編 集局 で は、 ア ップル社 のマ ッキ ン トッシ ュ を利

用 したDesk・Top・Publishingを 行 いニ ュー ズ レタ

ー、 プ レス リリー スや ポス ター を作 って いた。Mac

はDTPの 領域 で は世 界 各 国 で売 れ っ子 で あ る こ と

を、 また もや知 らされ た感 じで あ った 。

EFEDATA

ElBancodeDatosdelaAgenciaEfe

alalcancedesuPC,

ConEFEDAT.4elBancoceDatl3sde㎏Ace【xtiaE{eJstec三 ㏄eded'eca甲eト{e

alodasasNet・eJest'atsmltPasporraAgercaEiee〔'osu:」 〔ostr∈se-)sias

6心9raliascepefsCnaSyentdedesOJegC外C[Je'◎ 〔 ηαlcaDOcし ¶e汀{osT∋matOcs

veA「 しar)otbe'sarercare

Baslaco∩clspor[erceu^PCoc叩atbe:e。[εarJPapalac'aouedeflnaellema

deSJ`n:e'eSyipareCeti[od三 ∋「 「ormaaO∩ 【adyCOrrOLet'a「smrtJOヨ ～ncemこ}fai

nides3証a↑ler`Tos,co^・allbll〆daddeuwapres:噂rcsalしertek…AG三NCtAEF三

EFEDATAの デ ー タベー スサー ビス案内

最後にニ ュース等の送受信 に衛星通信用 イ ンテルサ ッ トを使 用 してお り、 この通信衛星の送受

信状態の24時 間監視 ・運用体制の説明 を聞いた。 この衛星通信用 イ ンテルサ ッ トは、スペ インや

南米 を中心 にセ ッ トされているため、 日本 や東南 ア ジアはその範 囲に入 っていないので受信 は不

可能 である。

8-4サ ー ビス内容

(1)EFEDATAデ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス

What、Who、When、Where、Howに つ いてパ ソコ ンで利 用が 出来 るDBで す。「EFEDATA」

は この3年 間 オ ン ライ ンの ダイ レク トサー ビス を して い ます。

人物 ・企 業 ・ニ ュース ・学 術論 文 ・ラテ ン情報 を提 供 し、PC互 換 で あれ ば興 味 あ る言葉 で情 報

を提 供 で きます。

「EFEDATAメ ニ ュー」 にっ い て

①EFEニ ュー ス
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EFEが 扱 い毎 日提 供 して い るニ ュー ス等 を厳 選 して提供 して い る。 マ ス コ ミ ・銀行 ・研 究

所等 が ユ ー ザー です 。 この3年 間オ ン ライ ンで提 供 して い ます。

② 人物 情 報

実際 の人物Profile・ 経歴 ・数 千人 の職 業 ・世界 の主 要 な イベ ン トが提 供 され ます 。

③ 企業 情 報

スペ イ ン内外 の 国際 組織(ア ソ シエ シ ョン ・スポ ー ツ ・政 治 団体 等)の 情 報 を提供 し ます。

④ テー マ論文

国 内外 の諸 活 動 に関 す る論 文(地 政 学 ・サ イエ ンス ・エ コ ノ ミ ・社 会学 等)の 情 報 の提 供

を し ます。

⑤ ラテ ンアメ リカ諸国のマニ ュアル ・レポー ト

スペ イ ン語 を話す国々の地理 ・社会学 ・歴史 ・文化等の情報 の提供 を行 います。

さらにEFEDATAの デー タベースの利用 に関するい ろいろな コンサルや提供 された内 容 の

解説 を行い ます。

ここで 日本情報 はわずか に政治家等39人 を登録 しているだけあったのは、スペ インと日本 の交

流の隔た りを感 じさせる ものであった。 日本 で もマスコミ各社 は前記の ようなデータベースは一

般化 している状況 である。
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EFEDATAの 日本 情報 の実例
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(2)パ ソ コ ン通信

EFEDATAの デ ー タベ ー ス サ ー ビス を受 け るた め にPC端 末 とモ デ ム付 電 話 と出 力 用 プ リ ン

タが 必 要 です。 パ ソ コン通 信 とい うの はセ ンター にお かれ た コン ピ ュー タ(ホ ス トとい う)の 情

報 を端 末 のパ ソコ ン と電 話線 で結 ん で 多数 の人 が共 有 で きる よ うに した もので あ る。蓄 積 され た

情 報 を受信 す るだ けで な く、端 末側 か ら情報 を発 信 し、 ホ ス トコ ン ピ ュー タ を介 してお互 い に情

報 のや り取 りが 出来 る双 方 向通 信 で あ る こ とも特 徴 で あ る。 ホス トに情 報 を貯 め て お く方式 なの

で、 自分 の都 合 の いい時 間 に書 いた り読 んだ り出来 るた め、 お互 い に時 間 の制 約 か ら逃 げ られ 、

しか もコ ン ピュー タ化 され て い るため 、情 報 の再利 用 が簡 単 だ とい うメ リッ トが あ る。

パ ソ コン通 信 サ ー ビス の種類 を分散 す る と、 デー タベ ー ス、 コ ミュケ ー シ ョン、 トラ ンザ ク シ

ョンの三 つが上 げ られ る。

コ ミュニ ケー シ ョン ・サ ー ビス とい うの は一般 にい われ るパ ソ コ ン通信 の 中心 的 な サー ビス で

あ り、 そ の最大 の魅 力 で もあ る。 こ とに電子 メール 、電 子掲 示 板、 電 子会 議 、 チ ャ ッ トな どが あ

る。

トラ ンザ ク シ ョン ・サー ビス とい うの はオ ン ライ ンシ ョッ ピ ングや ホー ム トレー デ ング な どで

あ る。

[瑠
砲
口

錘7パ ソコン パソコン

パソコン通信の仕組み

口

(3)DTP(DeskTopPublishing)

日本で も数年前か らDTPが パ ソコンの一つの大 きな目的の ように宣伝 されて きた。特 にグ ラ

フィックスの扱いに優れたマ ッキ ン トッシュな どは図 らず もスペイ ンで もお目にかか ることにな

って しまった。どこの企業で も社 内報や広報紙、宣伝 資料な どの図形 ・画像入 りの ものはDTPの

対象 となって きた。

DTPの もっ とも現実的で効果的 な活用法は、表現 のための道具 として使 うことである。

企画書で もポスターで も文章 と数字 だけの羅列 では 自分のイメージを100%相 手 に伝 える こと

はで きない。 しか し画像、音声、 グラ フ等を効果的 に組 み合 わせ ることで説得力が格段 に増す。

DTP導 入の最大の効果 としては、まず企画提案書の品質向上が あげ られ る。プレゼ ンテー ショ
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ン時に客先 に与 えるイメー ジア ップ効果 は非常 に大 きい。 また作業効率の向

上 もある。DTPを 導入す る前 には、ワー プロを利用 し、手作業 による切 り張

りが行 われていた。 これが まず画面上 で実行出来 るようにな り、作業時間が

大 き く短縮 された。 しか し、 それ以上にイメージが大 き く向上 した ことも見

逃す ことは出来 ない。営業面 では提案書 による造注営業 というアプローチ に、

DTPシ ステムが大 きな戦力 になっていることは間違い ない。

実例でいただいた、Madridで 開催 され る中東和平会議のポスターはまさ

にDTPを 使 い こな しているように見 えた。 また参加 著名 に米国ブ ッシュ大

統領 とともに、91年12月 末劇的な辞任 を余儀 な くされた、 ソ連 ゴルバチ ョフ

大統領の名前が並んでいる。去って行 った91年 は衝撃的な年 であ った ことが

思い出される。

8-5お わ りに

DTPで 作 成 した 中東 和平会議 のポ スター ー一→

ラテ ン系のお国柄 に加 え、Madridで の中東和平会議の、開催が急に決定 したため、Agendaや

資料 も少 な く、お まけに予定 の ミーティングルームも報道用 スタジオに早変 わ りの状態。説明 も

狭い場所での立 ち話 しにな らざるを得なかった。ただ この世紀的 なイベ ン トに対応 しなけれ ばな

らない時 に、データベースの視察団は申 し訳なさが先 に立 ったが、先方 も遠方か らの 日本 の我々

を客人同様 に気 前良 く応対 して くれたのには何 より増 して有難 さを感 じた。

また 日本へ帰国後、新聞 をめっ くて見た ら何面 に も トップで 「中東和平会議開催 ・マ ドリー ド」

の大見出 し文字 が踊 っていたのには改 めて驚いた。歴史的な場面 にめ ぐり会 えた ことは、EFE社

のデー タベースの調査以上 に記憶 にとどまることと思 う。中東和平 問題 は43年 間の紛争 を経てア

ラブ諸国 とイスラエルが初 めて勢 ぞろい し、歴史的和解 を目指す もので、マ ドリー ド中心部 にあ

る王宮で30日 に始 まった。東西二極構造の崩壊、湾岸戦争 とい う国際状況の大変動 を経 て、出口

の見 えなか った中東紛争、一筋の希望の光が差 した。主催 国、米国のブ ッシュ大統領 は占領地問

題の解決が和平会議の最大 の集点であることを強調。

同時に国境 は安全保障 も、考慮 して決定 されるべ きである との考 えを示 し、紛争 の両当事者 に

領土問題 での妥協 を促 した。 また共催の ソ連のゴルバチ ョフ大統領 は、和平のため中東の軍事消

滅 とパ レスチナ人 の権利 を尊重する必要 を訴 えた。 しか し、アラブ、 イスラエルの代表者た ちは

握手 もせず厳 しい表情 で、会議の険 しい前途 をうかがわせた。前記 のようにマ ドリー ドの厳戒体
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制の中で国際平和 をめざ して参加各国首脳 は熱心 に調停 を続 けた ようだ。

ただこの後の12月 末には、 ソ連邦体制 が崩壊 しゴルバ チ ョフ大統領が辞任 したのは、つい この

あいだである。92年1月 初めには米国 ブッシュ大統領 が日本 を訪問 している。 このように世界的

規模 の変化が起 こっている時代 にはEFE社 の ような海外通信社の役割が ます ます増大す るであ

ろう。世界 の平和 はわた しの願 い、 また皆の願 いで もある。 中東和平が早期 に確立 することを願

ってやまない。

期 日 新 醐 1991年(平 成3年)10月31日 木暗日 37E

マ ドリー ド

【
マ
ド
リ
ー
ド
30
自
11
岡
本
行
正
、
六
分
一
真
史
】

目
指
す
中
東
和
平
会
議
が
三
十
B
午
前
十
時
半

(日
本

榎
、
湾
岸
翌

と
い

経
て
、

統
領
は
開
幕
演
説
で
、

、

平
倉

で
あ
る
、
と
の
考
え
を
示
し
、
紛
争
の
両
当
事
者
に
領
土
間

衷
の
班
備
削
減
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
掴
利
を
尊
蔵
す
る
必
頑

で
、
会
議
の
険
し
い
前
途
を
う
か
が
わ
せ
た
。

会
ほ
初
日
の
三
十
日
は
、
開

催
国
ス
ペ
イ
ン
の
ゴ
ン
サ
レ
ス

首
相
が
歓
迎
演
説
を
し
た
後
、

共
同
主
催
国
で
あ
る
米
ソ
の
プ

ッ
シ
ュ
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
両
大

統
領
が
演
説
し
た
。

プ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
「領
土

で
の
妥
協
は
和
平
の
根
幹
で
あ

る
」
と
述
べ
る
と
共
に
、

「米

国
も
他
の
い
か
な
る
国
も
解
決

を
押
し
付
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
平
和
は
内
側
か
臣
工ま
れ

る
」
と
、
紛
●
解
決
の
カ
ギ
は

す
べ
て
当
富
者
の
手
に
あ
る
ζ

と
を
強
調
。

「交
渉
は
簡
単
で

は
な
く
、
後
退
も
中
断
も
あ
る

だ
ろ
う
。
妥
協
に
は
、
痛
み
が

伴
う
」
と
前
途
の
多
難
さ
を
認

め
な
が
ら
、
印
東
和
平
が
ア
ラ

ブ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
両
者
に
大

き
な
利
益
を
も
た
ら
す
ζ
と
を

力
説
し
た
。

ま
た
、

「中
東
和
平
の
三
原

則
は
公
正
さ
と
安
全
保
障
で
あ

る
」
と
し
て
、
占
領
地
入
植
に

い
ら
だ
つ
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
心

情
、
ラ
エ
ル
の
安
全
保
障
の
宙
婁
性

に
理
解
を
示
し
た
。
そ
の
上

で
、
こ
の
時
を
逃
せ
ば
、
和
平

釦
日
、
マ
ド
リ
ー
ド
で
開
会

し
た
中
東
和
平
会
議
で
演
説

す
る
プ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領

(左
端
、
起
立
姿
)
n
A
P

勢
ぞ
ろ
い
し
、
歴
史
的
和
解
を

ま
っ
た
.
東
西
二
極
構
造
の
崩

主
催
国
・
米
国
の
プ
ッ
シ
ュ
大

も
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
る
べ
き

極
の
ソ
遮
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
は
、
和
平
の
た
め
、
中

イ
ス
ラ
エ
ル
の
代
表
者
た
ち
は
握
手
も
せ
ず
厳
し
い
衷
情

(3
・6
・
7
面
に
関
係
記
事
)

の
好
機
は
失
わ
れ
る
か
も
し
れ

一
方
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
×
統

な
い
、
と
警
告
し
た
。

領
は
、
「
中
頭
は
、
核
技
術
が

四
十
三
年
間
の
竃

て
、
ア
ラ
ブ
諸
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
初
め
て

}時
間
同
日
午
後
六
時
半
)
、
マ
ド
リ
ー
ド
中
心
部
に
あ
る
王
宮
で
始

出
口
の
見
え
な
か
っ
た
中
束
紛
争
に
、
一

道
の
垣
×
の
焦
点
で
あ
る
こ
と
を
強
鯛
。
同
時
に
、
国
境
は
安
全
保
障

.
ま
た
、
共

裏
性
を
訴
え
た
。
し
か
し
、
ア
ラ
ブ
、

米
大
統
領
領

土

で
妥

協

促

す

一面 トップの大見 出 し 「中東和平 会議 開催 ・マ ドリー ド」
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8-6参 考資料

1.世 界 年鑑91(共 同通 信社)

2.AGENCIAEFE社 概 要(日 本 語版)

3.EFEDATA(営 業案 内パ ンフ レ ッ ト)

4.事 務 と経 営('88年8月 号、'91年7月 号)
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1

9QUESTEL

欧州最 大の商用 デー タベ ース ・デ ィス トリビュー タ

QUESTELで の ミニテル を使 ってのデ モ風 景

調査先

所在地

期 日

面接者

Questel

BuildingLeCapitole55ruedeschampsPierreux92012NANTERRE

1991年10月30日

Mr.PierreBuffet(ScientificDirectorInternationalRelations)
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9-1会 社概要

Questel社 は、1990年 にTelsystem社 の一 部 門 か ら子会 社 として独 立 した、 欧州 最 大 の商 用 デ

ー タベ ース ・デ ィス トリビ ュー タで あ る。

1991年 に、Paris市 内か ら情 報 関連 企 業 が 集 中 す るLaDefeuse地 区 に本 社 を移 転 した。 社 長

は、Mr.DenisVarlootが 務 め、 販 売、 教育 ・訓練 、 技術 サー ビス、科 学 ・国 際、 総務 の5部 門 で

構 成 され てお り、160名 の 従業 員 の 半数 が 、ニ ー ス近 郊 の テ ク ノポ リスで働 い てい る。

事 業 内容 は、 デ ィス トリビュー タ事 業 とユー ザ企 業 内情 報 シス テ ム構 築事 業 に大 別 され、 その

売上 げ は、1.6億 フ ラ ン/年(4割 は外 国の特 許 ・化 学 分野)で あ る。 デー タベ ー ス分 野 と して は

知 的所 有権 が特 に強 く、日本 のJAPIOと も協 定 して お り、英 語 版 で情 報 提供 して い る。また、EOP

と も協 定 を進 めて い る。 この他 、 フ ラ ンス を中心 とした ビ ジネス情 報 として の商標 に関 して も、

Compu・Mark社 と協 定 し、 デー タ を収 集 中で あ る。

9-2サ ー ビス概要

(1)オ ン ラ イ ン デ ー タベ ー ス サ ー ビス

フランス政府の情報政策の一環 によ り誕生 した こ とか ら、科学技術1青報局(MIDIST)の 援助 と

ともに、国立化学情報セ ンター(CNIC)の 協力 を得 て、QUESTEL情 報検索 システムを開発 し、

また情報資料機械化 センター(CIDA)が 開発 したDARC化 学構造検索 システムを合わせ、「科学 ・

技術 データベース」 と 「ビジネスデー タベース」 の2領 域で現在60余 種のデータベースが提供 さ

れている。

①科学 ・技術データベース

科学関係 化学関係

PASCAL

(地 球 物 理 学 、 物 理 的 科 学 等 広 範 囲

な 学 問 的 領 域 の 情 報)

DAUGAS

(ガ ス産 業 に関 す る 情 報)

TEt"EI)OC

(電 気 ・通 信 関 係 の 情 報)

IALINE

(食 品 産 業 、 素 材 産 業 、 品 質 管 理 、

消 費 と 流 通 等 に関 す る 情 報)

NOR工ANE

(全 て の 産 業 分 野 に お け る 製 品 規 格

に 関 す る 情 報)

CAS(化 学 文 献 情 報)

TIIEMh:RKINDEX

(生 化 学 、 生 物 医 学 関 係 の

デ ー タ と 文 献 情 報)

JANNSEN

(JannsenChimica社 の 化 学

製 品 の カ タ ロ グ 情 報)

ECC

(危 険 ・有 毒 物 質 の 総 合 的 な

危 険 物 化 学 情 報)
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WPI

(主 要先進工業国(30ケ国)の

特許情報)

FPAT

(仏 特 許情報)

EDOC

(欧 州 対応特許情報)

EPAT

(欧 州 特許情報)

JURINP工

(法 律 に関係する特許情報)

社 会科学

FRANCIS

(人 文科学と社会科学に関する情報)

② ビジネスデー タベ ース

FMARK

(仏 商標登録情報)

TMGER

(独 商 標登録情報)

TMINT

(国 際(27ケ国)商 標登録情報)

DUNSMARKETING

(従 業 員10名 以 上 ま た は 、 売 上

1.000万 フラン以 上 の 企 業 情 報)

ESSOR

(仏 企 業 の 年 鑑 で あ り 、 役 員 、

担 当 者 、 製 品 、 サ ー ビ ス等

の 情 報)

ニ ュ ー ス

AFP

(経 済 と 一 般 ニ ュ ー ス 情 報 で 、

MEDL工NE

(生 物 ・医 学 関 係 の 全 て に

わ た る情 報)

PASCAL

(生 物 ・医 学 関 係 の 専 門 的

学 問 的 情 報)

C」.S

(職 場 の 環 境 と 安 全 に 関 す る

情 報)

金融/証 券市場

DEFOTEL

(仏 証券取引所に上場 される

企業の財務、株価等の情報)

BODACC

(官 報 に掲載 された新規登記

企 業 情 報)
『

SCRL

(仏 の 倒 産 企 業 情 報)

世 界 を カ バ ー)
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(2)パ ッケ ー ジ ソ フ トウ ェ ア の 提 供

オンライ ンデータベースサー ビスへのアクセスを容易 に提供す るために、以下 のパ ッケージを

販売 している。

①QUESTELPLUS

会話型の情報検索 システムで、 ファク トデータベ ース、全文記事 データベースな どの検

索がで きる。

②GENERICDARC

化合物 を構造式、部分構造式、新規性等で検索で きる。

③MARKUSHDARK

グラフィックによる、化合物の構造式入力で検索で きる。

(3)ユ ーザ企業内情報システムの構築

ユ ーザ個 々 の ニ ー ズに合 わ せ た、情 報 シ ステ ムの構 築 を は じめ、企 業 内 デー タベ ース の構 築 ま

で も技 術 サ ー ビス として手掛 け て い る。

9-3特 徴

工 業所 有権 の デー タベ ー スサ ー ビス に力 を入 れ て お り、 その 中で も特 に、 化 学 関係 の割合 が大

きい。 また 、利 用端 末 として、仏 に500～600万 台普 及 して い る ミニ テル(ビ デ オテ ッ クス)も 利

用 で きる。

ミニ テル か らの利 用 につ い て は、特 にQUESTEL情 報 検 索 シ ステ ム との 利 用 契 約 を交 わ す必

要 もな く、利 用 に応 じて電話 使 用料 に情 報 料(400フ ラ ン/時)が 、加 算 され て くる とい う もの で

あ る。

商標 デ ー タベ ー ス に関 して は、ミニFAXを 開発 してお り、そのFAX上 にマ ー ク等 の イ メt－ジ

情 報 が出力 され る。

新商 品 と して は、CD-ROMに よる情 報 提 供 で あ るが 、 まだ 試作段 階 との こ とで あ り、 それ は、

オ ン ライ ンデ ー タベー ス サー ビスへ の マ イ ナス影 響 を出 さず 、相乗 効 果 が生 まれ るた め には、 ど

の よ うな作 り方 をす るの がベ ターか模 索 してお り、 どん な形 で提供 され て くるか楽 しみで あ る。

9-4お わ り に

新オ フィス ビル は、一階か ら吹 き抜 けの中庭形式が とられ、その中庭 には、 日本庭園が造 られ

るという、な にや ら日本 に対す る無言の期待が込 められている様 に感 じた。
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技術的には、 さほど際立 った ものはなか ったが、仏国内 とはいえ ミニテルの普及 を促 えそれへ

のアクセスに対 する工夫 を凝 らし、実現 させているのは立派 な ものである。

元々 ミニ テルは、電子電話帳、汽車 の時刻表か ら出発 したものであるが、今では劇場の座席予

約等のチケ ッ ト販売 をは じめ、仏でイ ンフラとな った。

訪問時、時間的制約 か ら質問できなか った事項 について、帰国後、書面 によ り問 い合 わせ た も

の について、回答 がよせ られたので ここに紹介 します。

(1)ビ ジネス拡大戦略について

・高額利用ユーザ向け

カ テ ゴ リ分 け(化 学 の研 究 者、 特許 審査 者 、弁 護 士等)を 行 い、 そ れ ぞれの ニ ー ズ に マ

ッチす る、 アプ リケー シ ョン ソフ トを開発 し、 使 い やす さ を強調 して行 く。

・低額 利 用 ユ ーザ 向 け

ミニテル端末機 の利用が可能な、仏のKIOSKシ ステムを活用 して行 く。

これは利用契約が不要な上、利用料 も電話料の請求書の中 に付加 されることか ら、た ま

に使 うとい うユーザに向いている。

・ある特定のカテゴ リユーザ向け

百科 辞 典 や辞 書 の様 なハ ン ドブ ック的 な もの及 び、 オ ンライ ンデー タベ ー ス と組 み合 わ

せ て使 え る もの に つ いて は、CD・ROMを 提 供 して行 く。

また、 ゲ ー トウ ェイサ ー ビス に よ り、 自社 で保 有 して い な い もの まで も対応 して行 く。

(2)DIALOG、BRS等 との優位 性 につい て

・全世 界 的 なマ ー ケ ッ ト

QUESTELは 、知的財産(特 許、商標)に 関す る情報が専門であるが、化学情報 に も力

を入れ てい る。化学の分野では、世界で最 も重要なデータベースであるCASと 世界特許

情報 のWPIの2つ のFILEを 検索出来 るのは、QUESTELだ けである。それに、DARC

システムでは、化学構造式 による検索 を も可能 にしている。

これに加 えて、検 索用 アプ リケーシ ョンソフ トの開発 に注力す るとともに、オ ンライ ン

データベース とユーザ独 自の アプ リケーションソフ トとの融合 に も協力 している。

・仏及び欧州のマーケ ッ ト

ミニ テル の普 及 とい う、 国 内の状 況 を活 か す と ともに、 デ ー タベ ー スの メ ニ ュー増 対 策

として、 ゲ ー トウ ェイの充 実 及 び、IP契 約 者 の充 実 を図 り拡 張 して行 く。
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(3)新 ビジ ネ ス につ い て

新 しい分 野 への進 出 は、 考 えて いな い。 あ くまで も、本 業 を伸 ばす とい う こ とで、 現 行 シス テ

ムの グ レー ドア ップ策 の 中 で、'新 しい もの を提 供 して行 く。

例 え ば、 イ メー ジデ ィス プ レイ等

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 中 のQuestelのBuffet氏(左 か ら2番 目)

プ レゼ ンテー シ ョンを受 け る団 員(Questel社 内)
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10Billetel

自宅 か ら各 種 テ ィケ ッ ト予 約 が で きる、 ミニテルの偉 力

FNAC店 で の ミニテル を使 ってテ ィケ ッ ト予約の説 明に聞 き入 る団員

調査先

所在地

期 日

面接者

Billetel

FNACMontparnasse店1階(136,RuedeRennes75006Paris)

1991年10月30日(水)

GuyGuistini(Billetel社 長)

Jean・LucPasquinet(FranceTelecom

AffairesInternationales)

ResponsableJaponServicedes
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10-1Billetel(ビ ェ ッ テ ル)の 事 業 概 要 と経 営 形 態

(1)Billetelの 事 業 概 要

Billetelは 、演 劇 ・舞 踊 ・音 楽 ・映 画 ・シ ョー な どの公 演 、 フ ェス テ ィヴ ァル ・展 覧会 な どの文

化行 事 、各種 ス ポ ー ツ行 事 な ど、文 化 ・レ ジャー全 体 にわ た る催 しに関 す る情 報 の 国 内通信 サー

ヴ ィス とと もに、 その テ ィケ ッ トの予 約 と販 売 をお こな って い ます。 日本 で い え ば、 ほ ぼ"チ ケ

ッ トぴ あ"お よび"チ ケ ッ ト ・セ ゾ ン"に 相 当す る会 社 とい って よいで し ょう。

日本 で は、 こう した事 業 をデ ー タベ ー ス として あ ま り取 り扱 わ な い よ うです が、 今 回 の視察 報

告 に別 に と りあ げ られ て い るIberia航 空 の オ ン ラ イ ン座 席 予 約 シ ス テム と各 種 旅 行 情 報 サ ー ヴ

ィス の ばあ い と同 じよ うに、情 報 の質 と提供 の しか た か らい えば、 デ ー タベ ー ス の ひ とつ とい え

る もの と思 わ れ ます。 も と も と今 回 の ヨー ロ ッパ ・デ ー タ ベ ー ス 視 察 の 当初 の 予 定 表 に は、

「Minitelnet… … フ ラ ンス で1万 数 千 に も上 る と い わ れ る ミニ テ ル のIP(InformationPro・

vider)の うち の1カ 所 を見学 す る」 とあ り、 その 具 体 例 と して 選 ばれ たの が このBilletelで し

た。 つ ま り、 世界 で も先端 的情 報 提供 シス テム と もい うべ き フラ ンス ・ミニ テル に載 せ られ てい

る情報 の ひ とつ とい う こ とに な ります 。した が って 、当然Billetelは 、ミニ テル を通 して、各 家庭

に直接 テ ィケ ッ トの予 約販 売 と関連 情報 サ ー ヴ ィス をお こな って お り、 それ が一 大特 色 とい うべ

きなの で す。 そ う した意 味 で は、 ミニ テル その もの の調査 ・研究 が 、 日本 にお け るデ ー タベ ー ス

の あ り様 を考 える に は大 切 な ので は ない で し ょうか。

Billetel社 長GuyGuistini氏 の 団 員 へ の 説 明 風 景

な お、Billetelへ の今 回の調 査 訪 問 は、 パ リ6区 か ら14区 に また が り、 サ ン ・ジ ェル マ ン ・デ ュ

プ レ教会 か らモ ンパ ル ナ ス ・タ ワー まで 一直線 に ほ ぼ南北 に は しるRuedeRennesル ネ通 りな か
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ほ どのFNACモ ンパ ル ナ ス店1階 に あ る、テ ィケ ッ ト販 売窓 口 を三 つ もったBilletelの 店 頭 で し

た。 そ こに全 員 に近 い多 くの視 察者 が 直接 行 き、説 明 とデモ ンス トレー シ ョンを受 け るか た ちだ

ったた め、 細 か い デー タな どほ とん ど得 る こ とが で きなか った とい うの が実 情 で す。 以下 は、 そ

こで受 け とったBilletelの 「Pr6sentationG6n6rale(概 要案 内)」 「Pr6sentationduSyst6me(シ

ステ ム案 内)」 と報 告 者 自身 の テ ィケ ッ ト購 入 な どで経 験 した事 実 を もとに した、Billetelに つ い

て の報 告 で す。

(2)Billetelの 経 営 形 態

Billetel「 概 要 案 内 」 の 「Billetel,UnSyst6me"Cl6senMain"(ビ ェ ッ テ ル.一 す ぐ利 用 で

き るシス テ ム)」 の項 には、 「1987年 以 来 の公 演切 符 販 売の経 験 と実 績 を活 か し」 とあ る こ とか ら、

1987年 か らその事 業 が 始 まった もの と思 わ れ ます。

Billetelは 、 保 険会 社GMFグ ルー プに属 し、 同 じグル ープ の、 カ メ ラお よび関連 商 品、CD・

カセ ッ トお よびAV機 器 や コ ンピ ュー タ な どの店 舗販 売 と、 の ちの 「10-4」 に紹 介 す る各種 商

品 の カー ド販 売 や割 引 クー ポ ンサ ー ヴ ィス とをお こな って い るFNAC社 と提 携 して各種 公 演 団

体 との 契 約 ・交 渉 につ い て の事 業 とBilletelチ ェー ン店が そ な え る販 売 機 管 理 を まか せ、 また

CompagnieG6n6raledeChauffe(暖 房 会社)と 提携 してBilletelの ネ ッ トワー クの整備 管 理 を

委託 してい ます。

Billetelは 、1991年9月 現 在 、 デ ー タ 通 信 サ ー ヴ ィ ス をお こな う3515台 の 販 売 機 を そ な え、

120～180万 枚(「 概 要 案 内」 で は160万 枚)の テ ィケ ッ トを扱 ってい る とい い ます 。

10-2Billetelの 利 用 の しか た

(1)テ ィケ ッ ト購 入 者 のBilletelの 利 用 形態

テ ィケ ッ ト購 入 希 望者 がBilletelの 利 用 をす るば あい、 つ ぎの3通 りの方法 が あ ります。

1)ひ とつ は、 購 入希 望者 が み ずか ら所 有 して い る ミニ テル の端 末機 をつ か う方 法 で す。 まず、

ミニ テル画 面 で、Billetelに 登録 され て い る公 演 ・行 事 を選択 して い き ます。120～180万 枚 の テ ィ

ケ ッ トを扱 って い るの で、 「現在 お よび今後 の ほ ぼすべ ての公 演 ・行事 に関 す る情 報 を画面 で見 る

こ とが で きる」 といい ます。 以 下、 希 望 す る公演 ・行事 の デー タ を画面 に呼 び だ し、各 公 演 ・行

事 につ い て の プ ログ ラム ・日付 ・時間 な ど を選 択、 つい で公 演 ・行事 会 場 の座 席 配 置 図 か ら数席

まで の席 を予 約 してお き、 小切 手 な い し銀行 カー ドで料 金 を振 り込 み、書 留 で 自宅 郵送 にす るか、

また はBilletel販 売 機 をおい た店 で受 け とる とい う こ とにな ります。 ミニ テル に よ る利 用 者 は7

万人 ほ どい る そ うです 。

この ばあ いの 手数 料 は、 ミニ テル利 用 の料 金 が すべ て まか な うの か、 テ ィケ ッ ト料 金 に上 のせ
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す るの か、 テ ィケ ッ ト郵送 の手 数料 は ど うな のか 、確 認 で き ませ ん で した 。

2)も うひ とつ は、Billetel販 売機 を そな えた 店 に行 き、 係 員 に申 し込 む方 法 で す。 この ば あ

い、希 望の 公演 ・行 事 をい えば係員 がBilletel販 売 機 を操 作 して、希望 す るテ ィケ ッ トを選 んで販

売 して くれ ます。

報 告者 は、 この方 法 で2回 テ ィケ ッ トの購 入 を試 み ま した。

初 めは、視 察訪 問 した10月30日 で、 この 日Th6atredesChampes-Elys6esシ ャ ンゼ リゼ劇 場 で

ユ ー ジ ン ・イ ス トミンの ピア ノ ・リサ イ タルが あ る ご とを 日本 の フラ ンス政 府観 光 局 で調 べ てい

て、 その購 入 申込 み を した もの です 。しか し、演奏 会 は数 時間後 にせ まって お り、Billetelの 取 扱

いは終 わ って い ま した。 で も、 入場 券 が売 り切 れ て い た わ けで はあ りませ ん。 視 察訪 問 を終 えて

す ぐシャ ンゼ リゼ劇場 に行 って窓 口で確 か めた ので 間違 い あ りませ ん。ただ、Billetelの 窓 口で手

に入 れ たパ ンフ レ ッ トで知 ったSallePleyelプ レ イエ ル ・ホー ルで の演奏 会 の ほ うが よ くて、 そ

ち らに変更 した た め、 テ ィケ ッ トの購 入 は しませ ん で した。10年 ほ ど前 まで な らイ ス 、トミンを選

択 した と思 い ます が、最 近 の彼 はい まひ とつ ピ リ ッと した と ころが ない し、値 段 も60～460フ ラ ン

と高 く、 また オー ケス トラ を聴 きたか った こ と もあ りました。

も う1回 は、 その 翌 日10月31日 に、視 察 訪問 した お な じFNACのBilletel窓 口で の、 サ ン・ル

イ島 中央 に あ る同 名教 会 で11月2日 にお こなわれ た モ ー ツァ ル トの ミサ曲 とレク イエ ム の演奏 会

切 符 の購 入で す。 これ は、親 会 社 に相 当す るFNACの 実 情 を も うす こし調 べ てお きた か った の

と、Billetelで 購 入 した ぼ あい の手 数料 を確 認 す る必要 が あ った こと、お よび教 会 で は当 日券 の購

入 は手間 が た いへ んで はな いか と考 えたか らで す。 最後 の懸 念 は正解 で 、入 口は超 満 員 で入 場 券

売場 には近 づ けず 、入 口 も片 扉 しか開 い てい ない の で押 し合 いへ し合 い して、 わ た しの近 くにい

た老 女 は横 に追 い だ され て し まい、 小 生が場 所 をつ くって先 に押 し入 れた ほ どで した。 そ れ は と

もか く、この ば あい、演 奏 会 の2日 前 で したか らBilletel窓 口で購 入で き、手 数 料 はテ ィケ ッ ト料

金 の10パ ーセ ン ト分 支払 わ され ました。 この手 数 料 が必 要 な点 は、 日本 の"チ ケ ッ トぴ あ""チ ケ

ッ ト ・セ ゾ ン"と 異 な ります。 日本 の ばあ いは主 催 者 か らバ ッ クペ イ に よ り、 利 用者 の負 担 はあ

りませ ん。'

なお、わ た しの ば あ い、FNACのBilletel販 売 機 での座 席選 択 は、 その時 点 に購 入 で きる テ ィ

ケ ッ トを値段 別 に何 席 あ るのか 表 のか た ちで端 末 画面 に出 て きた ところで選 んで い たの で、 何 列

めの何番 めの席 とい う座 席配 置 図 は見 られ ませ んで した。 最 初 申 し込 んだ演 奏 会 は取 り扱 って い

ませ んで した し、 サ ン ・ル イ教 会 の ばあ いふ つ うの会 場 と異 な り、 もと も と座 席 番号 のつ い た テ

ィケ ッ トを販 売 してい るわ けで はな く、教 会入 口で値 段 に応 じた手 書 きの番号 指 定 に よって 席 に

つ いたの で、座 席 配 置 図 まで画 面 に出 さな か ったか もしれ ませ んが、 た しか通 訳 の人 が10月31日

の シ ャンゼ リゼ劇 場 の演 奏 会(ネ ヴ ィル ・マ リナ ー指揮 フ ラ ンス国立 管弦 楽 団 で、 ハ イ ドン と ド

ヴ ォルザ ー クの交 響 曲 な どなか なか よい曲 目で した)切 符 を購入 した とき もそ うだ った よ うに思

い ます。 しか し、 シス テム上 で は、座 席 配置 図 が端 末 で見 られ るよ うにな ってい るはず で す。
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他 方 、演 奏 会 場 の ブ ッキ ング ・オ フ ィス(切 符 売場)に 直接 い く と、 そ の会場 の全座 席 配置 図

が端 末 画 面 で購 入者 に も見 られ る よ うにな ってお り、 当 日券 な ら"Aujourd'hui"の 画 面 に な って

値 段 別 に座 席 が色 分 け され て映 し出 され 、値 段 をい う と係 員 が矢 印 で席 を示 して選 ん で い け るの

で す。 この端 末 は、SallePleyelプ レ イエル ・ホール お よびOpereオ ペ ラ座 の ブ ッキ ング ・オ フ

ィス で、 だ れ もが 見 られ る よ うにな っ てい た こ とをつ け加 えて お きま し ょ う。

3)も うひ とつ は、Billetelの 自動販 売機 で、利 用者 が みず か ら機 械 を操作 して 「誰 に も邪魔 さ

れ ず」 に購 入 す る方法 で す。

案 内パ ンフ レ ッ トの 「Billete1,Demain(ビ ェ ッテル の将来)」 に おい て紹 介 され て い るの で す

が 、 「Billetel自 動 販 売機 は1988年 に商 業 イ ノ ヴ ェ イ シ ョン賞 を授 与 され ま した 」 とあ ります の

で 、で きあが って はい たの で し ょう。た だ、「そ れ に よって認 め られ た豊 か な経 験 に基 づ き、管 理

費 の低 減 と利 用性 の改 善 を 目的 とす る設 計 の見 直 しを決定 し ました」 と もあ って、 現 在 は利 用 で

きな い よ うで す。 視 察訪 問 の お りに は、 このBilletel自 動販 売機 を見 る こ とはで き ませ んで した。

(2)公 演 ・行 事 主 催 者 のBilletelの 利 用

公 演 ・行 事 主催 者 は、 公演 ・行 事 の 内容 を決定 し、Billetelに 契 約登 録 す れ ば、 その座 席 テ ィケ

ッ トを 自動 的 に振 りだ す こ とが で きる こ とにな ります。つ ま り、Billetelの 販 売機 が テ ィケ ッ トを

印刷 ・発 行 す る こ とにな り、 主催 者 は、用 紙 準備 や 印刷作 業 な どを しな くて も よ くな ります。

この ばあ いの テ ィケ ッ トは2種 類 あ って、 ひ とつ はLevraibillet(正 式 切 符)、 もうひ とつ は

Lacontremarque(仮 切 符)と 呼 ばれ て い ます。①Levraibilletは 、 公 演 ・行 事 にそ の まま入

場 で き、 したが ってふ つ うは座席 番 号 な ど も明記 され て い ます。 この テ ィケ ッ トに は印刷 番 号 や

シス テ ム発 行 番 号 もつ いて 、税 務 総局 の規 準 も満 た して い ます 。②LacontremarqueもBilletel

の シス テム が作 成 した もの で すが、 公 演 ・行 事 に入場 す るば あい に は、座 席 番 号 な ど も明記 され

て い る正規 の切 符 と交 換 しな けれ ば な りませ ん。わた しが訪 問先 のFNACのBilletelで 購 入 した

サ ン ・ル イ教 会 の テ ィケ ッ トが 、 そ れ に あた ります。

む ろ ん主催 者 が 印刷 ・提 供 す るテ ィケ ッ トも扱 って い ます。 ③Lebilletdel'organisateur(主

催 者 切 符)と いわ れ、この ば あいBilletelの シス テム は販 売状 況 を管 理 し ますが 、テ ィケ ッ トその

もの を印 刷 ・発 行 す るわ けで は あ りませ ん。

Billetel利 用 の利 点 は、 テ ィケ ッ ト販 売 ネ ッ トワー クが広 くな り、 「予約 ・販 売状 況 が リアル タ

イム で管 理 で き、 しか もガ ラス張 りの明 瞭 さで お こな う こ とが で き る」 ことです。 しか も、 集 中

管理 で すか ら、 ど この端 末 か ら もアク セ スで きるた め売 りのが しが な くな るばか りで な く、 テ ィ

ケ ッ トも原則 として販 売 時 に作 成 され る た め二 重発 行 の危 険性 の 回避 も容 易 に で き る こ とにな っ

て、座 席 予 約 して テ ィケ ッ トを購 入 した人 は安 心 して直 接 予約 席 につ くこ とが で きます。

また、 公 演 ・行 事 開催 日の 数 カ月 前 か らで も販 売 で きる う え、 そ の販 売状 況 が確 実 に把 握 で き
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るた め、利 用 者 の要望 に応 じて、 公演 ・行 事 開催 期 間 を調 整 す る こ とも可 能 です。

さ らにテ ィケ ッ ト販 売 ネ ッ トワー ク のひ ろが りに よ って、 地 方 に お ける公演 ・行 事 も、 また地

方 にお ける テ ィケ ッ ト購 入希 望 者 も、 地域 的限界 を乗 りこえて利 用 す る こ とがで きる た め、地 方

の 文化 事業 ・文 化享 受 に お いて も「全 国的 あ るいは 国際 的普 及 が 可能 にな ります」。た とえば、1990

年 にオ ラ ンダで お こなわ れ た ヴ ァン ・ゴ ッホ展 はBilletelを 通 して14万 枚 の テ ィケ ッ トを販 売 し

た とい い ます 。案 内パ ンフ レ ッ トには 、「地 方公共 団体 の文 化 政 策 もよ り大 きな意味 を もつ よ うに

な る」 と記 して い ます。

10-3Billetelの シ ス テ ム と機 能

(1)Billetelの シ ス テ ム(第1図 参照)

Billetelの シ ス テ ム は 、(A)Leniveaucentral中 央 レ ヴ ェル 、(B)Leniveaugestioncentralis6e

集 中 管 理 レ ヴ ェ ル 、(C)Leniveaugestiond6centralis6e分 散 管 理 レ ヴ ェ ル 、(D)Leniveau

guichetsd6port6s販 売 窓 口 レ ヴ ェ ル 、(E)Leniveauminiteldomestique自 宅 ミニ テ ル ・レ ヴ

ェル の5段 階 か ら な っ て い ま す 。 そ れ ぞ れ の レ ヴ ェル に お け る機 能 や ハ ー ドな どの 状 況 は 以 下 の

とお りで す 。

第1図

GRANDPしBLIC(一 般 公 衆)

i.1 `

Telξteldirectreroutage(テ レ テ ル 通 信 網)
i

ll

Correspondance(通 信)Automates(自 動 販 売 機)
i

Guichetsassistes(販 売 窓 口)
1

lll

Transpac(バ ケ ッ ト伝 送 デ ー タ 交 換 シ ス テ ム)

1

lCENTRESERVEURBILLETTERIE(中 央 テ,ケ 。 ト艦 サ ー ヴ 。 一)

|

Transpac(バ ケ ッ ト伝 送 デ ー タ 交 換 シ ス テ ム)

Gestioncentraiisee(集 中 管 理 〉 Gestiondecentralisee(集 中 管 理)

Autrecentresinforrnatiques(そ の 他 の 情 報 セ ン タ ー)

PROFESSIONNELS(主 催 者 加 入 団 体)
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(A)Leniveaucentral中 央 レヴ ェル

中 央 サ ー ヴ ァー で 集 中 管 理 さ れ 、 同 一 制 御 さ れ た 情 報 を も っ て お り、 テ ィ ケ ッ トの 予 約 と引 渡

し に 必 要 な デ ー タ を サ ポ ー トし て い ます 。 週7日 、 つ ま り毎 日稼 働 し て い ま す 。

〔ハ ー ドウ ェ ア 〕SEQUENTS16(32メ ガ バ イ ト ・メ モ リー 、1ギ ガ ・ハ ー ドデ ィ ス ク 、 ミニ

テ ル 用32cvcバ ケ ッ ト伝 送 デ ー タ 交 換 シ ス テ ム 、50guichetsd6port6sconnectables)、 フ

レ キ シ ブ ル 多 重 プ ロ セ ッ サ

〔ソ フ トウ ェ ア 〕UNIXV.3、C言 語 ア プ リケ ー シ ョン

〔設 置 場 所 〕LevalloisPerretル ヴ ァ ロ ワ ・ペ レ

(B)Leniveaugestioncentralis6e集 中管 理 レヴ ェル

Billete1シ ス テ ム を経 営 す る者 専用 の8端 末 装 置 の全 体 で 、 中央 レ ヴ ェル の デ ー タの 初 期 化 と

管理 、 テ ィケ ッ トの発 行 、通 信 販 売管 理 、 シス テム全 体 の技 術 的制 御 をお こな って い ます。

〔ハ ー ドウ ェア〕 コ ンパ チ ブルIBMAST386sx(1メ ガバ イ ト・メ モ リー、40メ ガバ イ ト ・

デ ィス ク)、 バ ケ ッ ト伝送 デー タ交 換 システ ムで 中央 レ ヴ ェル に接 続

〔ソフ トウ ェア〕MS-DOS3X、C言 語 ア プ リケー シ ョン

〔設 置 場所 〕FNACパ リ店 中央 テ ィケ ッ ト販 売 セ ンタ ー

(C)Leniveaugestiond6centralis6e分 散管 理 レヴ ェル

公演 ・行 事 を主催 す るに あた り、Billetelシ ステ ム を利 用 す る会 社 ・団体 用 の端 末機 能 に相 当

し、 システ ム上 で一 般利 用 者 に提 供 した情 報 ス トックの管 理 とフ ォロー をお こな い ます。

〔ハ ー ドウ ェア〕コンパ チ ブルIBM386sx、 バ ケ ッ ト伝 送 デー タ交換 シス テム で 中央 レヴ ェル

に接 続

〔ソフ トウェア〕MS-DOS3X、C言 語 アプ リケー シ ョン

〔設 置場 所 〕公 演 ・行 事 主 催者 の事 務 所

(D)Leniveauguichetsd6port6s販 売 窓 ロ レヴ ェル

中央 レヴ ェル に接続 し、 自動 または端 末 装置 つ きの販 売 ポ イ ン トで、 ミニ テル で予約 され た テ

ィケ ッ トの発 行 と引 渡 し、 窓 口での テ ィケ ッ トの発 行 ・販 売 をお こな い ます 。

〔ハ ー ドウ ェア〕 コ ンパ チ ブ ルIBMAST386sx(1メ ガ バ イ ト ・メ モ リー、40メ ガバ イ ト ・

デ ィス ク)、 テ ィケ ッ ト・プ リンターIER411、 バ ケ ッ ト伝 送 デ ー タ交換 シス テム で 中央 レ

ヴェル に接 続

〔ソ フ トウ ェア〕MS'DOS3X、C言 語 アプ リケ ー シ ョン

〔設置 場 所 〕Billetel窓 口
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Billetel窓 口 の 端 末

(E)Leniveauminiteldomestique自 宅 ミニ テル ・レヴ エル

ー 般利 用 者 がTeletelネ ッ トワー ク を とお して中央 レヴ ェル に ア クセ スす る端 末 で、公 演 ・行事

情 報 の参 照、 テ ィケ ッ トの予約 、 予約 の確 認 な どの フ ォロー をす る こ とが で きます。

〔ハ ー ドウェア〕 ミニ テ ル

Teletel3の つ ぎの コー ドで ア ク.セスで き る よ うにな って い ます3615Billetel、3615

FNAC、3615FR3、3615EXPRESS、3615LAUTREC、3615AAT(最 後 の ふ たつ は1991年10

月 か ら使 用)

(2)Billetelの 機 能

Billetelが 提 供 してい る情 報 の 内容 と、テ ィケ ッ トの予 約 とその受 取 り、予約 管 理 の機能 はつ ぎ

の よ うに な ってい ます 。

(A)Billetelの 情 報 内容

ミニ テル やBilletel販 売 窓 口の端 末機 か らアクセ ス した ば あい、Billetelが 提 供 して い る公 演 ・

行 事 の情 報 内容 はつ ぎの よ うに画面 に表 示 され ます 。① 公演 ・行 事名 、② その実 施 場所 、③ 公 演 ・

行 事 の初 日 と最 終 日、 ④ 料金 、⑤ 原 作 者 ・演 出者 ・主催 者 な ど公演 ・行 事 関 係者 リス ト、⑥ 自由

コメ ン ト欄 ,(40字 ×4行)、 ⑦ 予約 機 能 に よ り、 シ ス テム か ら予約 可 能 か ど うか 、 とい う項 目で

す。

そ の ほ か、 各 公 演 ・行 事 に っ い て、 自 由選 択 で き る項 目 として、 ① 自由 コ メ ン ト(40字 ×15

行)、 ② 交 通 手段 ・駐 車 場 な どの付 帯 情 報(40字 ×15行)、 ③ 開催 場 所 の案 内説 明 図(ミ ニ テ ル の
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グ ラ フ ィ ック画 面 で)の3ペ ー ジが用 意 され て い ます。

これ らの情 報 に ア クセ スす る ばあ いの検 索項 目は、① 公演 ・行事 名 を構成 す る一語 、② 演 劇 ・

スポ ー ツ な ど大 ジャ ンル名 、③ 現代 演 劇 ・古 典演 劇 な ど小 ジ ャ ンル名 、 ④ 主催 者名 を構成 す る一

語 、⑤ 原作 者 ・演 出者 ・演 奏者 な ど公 演 ・行 事 関係者 氏名 、⑥ 日付 な どで す。 これ らの検 索 項 目

は、一 つか らで も、 また重 複 した項 目か らで も可能 で す。

そ して、 この シス テム で は、検 索 を容 易 にす るた めに、 同音 異 語 を管 理 で きる よ うに してお り、

た とえば、氏名 の ば あいPicolliの スペ ル で もPicoliの スペル で もア クセ スで き、各 デ ー タ を最 大

6種 の 同音 異語 で表 わ す こ とがで き る辞 書 で サ ポー トしてい る とい う こ とで す。

(B)Billetelへ の予 約 ア クセ スの しか た

第2図

RESERVATIONPARMIMTEL(ミ ニ テ ル に よ る 予 約)

ReroutageT616tcl(テ レ テ ル 通 信 網)

Choixdelamanifestation(行 事 の 選 択)

.-

Pag.ecommentaires(コ メ ン ト ・ ベ ー ジ)

Renseignementsdivers(付 帯 情 報}

Siprem三erpassage,Choixdumodedepaiement

(こ の 設 問 に 答 え る の が1回 目 の ば あ い 、 支 払 方 法 の 選 択)
噺,祈

1

Choixd'uncdateeLd'uneheure(n付 と 時 刻 の 選 択)
}一

>

Choixd'unecatCgoriedeprix(料 金 の 選 択)

Tarifsspeciaux(特 男ll料 金)

Cholxdunombredetitres(テ ィ ケ ッ ト枚 数 の 選 択)

Recapitulanf(要 約) Annulation(キ ャ ン セ ル)

ill

Abandon(解 除) Validati{川(有 効 化) Autrereservation(追 加 予 約)

1

Moded'obtentiondestitresλdomicile-Aunguichet

(テ ィ ケ ッ ト の 入 手 方 法 一 自 宅 ま た は 窓 口)

1

Saisiedescoordonn色es(住 所 の 入 力)

|

Modedepaicmentchoisi(選 択 し た 支 払 方 法)

Cartebancaire(銀 行 カ ー ド) ChCque(小 切 手 〉

11

Comptcd6bRe(口 座 か ら 引 出 し) Envoiduchbquc(小 切 手 の 送 付)

←

ll

GEST|ONCENTRALISEE(集lll管 理)
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(1)自 宅 ミニテルか らの予約のばあい(第2図 参照)、 公演 ・行事 の指定はツ リ・-es造になっ

た情報で、前記(A)のBilletelの 情報内容 の各項 目にしたが ってお こない ます。

その対話応答 ののち銀行 カー ドか小切手かの支払 いを選択 し、指定 した上演時間について、料

金に応 じたティケ ッ ト枚数 を申 し込み ます。ただ し、上演 が1回 か ぎりのばあいや統一料金のば

あいには料金指定は不要で、直接 ティケ ッ ト枚数 申し込みの画面 にな ります。なお、座席番号 つ

きのティケッ トまたは複数料金 システムのばあい、予約席の位置が確認 でぎるよう開催場所の座

席構成画面 を見 ることがで きます。

対話応答の最後のペー ジで、予約事項 と支払金額の確認画面が あらわれ、確認 した うえで 「取

引全部を解除する」「最後 の取引を解除する」「予約 を追加す る」「取引全部 を有効化 す る」の うち

の どれか を操作 することにな ります。取引有効化 のばあいにはティケ ッ トの受取 りを、①郵送 に

より自宅で受け とる、② どこかのBilletel販 売窓 口で受 け とるかの選択 をします。そして、自宅で

受取 りのばあいは、予約者の完全な住所、ティケ ッ ト郵送先の入力が要求 され、 その後の予約の

ばあいに住所 を入力 しな くともすむ ように、以後 の予約用顧客 コー ドをシステムが発行 します。

なお、受取 りについては、ある種 の公演 ・行事 に、テ ィケ ッ トの受取 りが販売窓口ではで きな

い もの、 また郵送時間な どの関係で 自宅受取 りがで きないばあいの指摘 もお こなわれ ます。 この

ばあいは各公演 ・行事 の予約が可能な ことを表示す る第1画 面 を表示 して、 ティケ ッ トの受取 り

方法 についての指定が システムでお こなわれ ます。

最終ページで は、予約のい くつかの項 目 とともに、支払方法 とティケッ トの受取 り方法が とく

に表示 されて確認がお こなわれ ます。

支払 いは、銀行 カー ドによるばあいは、 カー ド番号 ・氏名 ・Billetelの顧客 コー ドを もとに して

取引 きがお こなわれ、予約取引完了時 に予約 は有効 となって料金が徴収 され ます。小切手 による

支払いを指定 したばあい、 システムの指定 コー ド・氏名 ・Billetelの顧客 コー ドを もとに して、集

中管理 レヴェルで小切手 の記載事項 と照合が完了する ことで有効 とな り、送付 すべ きティケ ッ ト

の説明コー ドと住所 を記載 した宛て先クーポ ンが 自動的に作成 され、必要 に応 じたティケ ッ トが

作成 され ます。集中管理 レヴェルで 自動的 に計算 された期 日(4日 間ほどの猶予が ある)ま で に

支払いが有効化 しなか った ときには、その予約 ティケ ッ トはシステム上 で再販売 に回 され ます。

(2)Billetel販 売窓口のばあい(第3図 参照)は 、店頭窓 口の係員が 自宅 ミニテルか らの予約

のばあいとおな じ内容 を窓口端末機 でおこない ます。ただ、支払 い方式 は、銀行 カー ド・小切手

のほか現金が加 わるだけです。現金支払いではその場でテ ィケ ッ トの受 けわた しがお こなわれ ま

す し、銀行カー ド ・小切手のばあいは、 自宅 ミニテルか らの予約 のぼあい と同 じ方法で支払いの

有効が確認 され ることにな ります。

(C)Billetelの 予 約 管理

自宅 ミニテル や10-2(1)で 紹 介 したBilletelの 自動販 売 機 で は、顧 客 コー ドと氏 名 を入 力
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第3図
RESERVATIONAUXGUICHETS(販 売 窓 口 に よ る 予 約)

巨

已 題 ・答・・のが1回 目竺 、、支払方法の選択・

Paiementeffectif-Cartcbancaire-Cheque-Espbccs-Del三vrancedetitres

(支 払 方 法 一 銀 行 カ ー ド ・小 切 手 ・ 現 金 一 テ ィ ケ ッ ト の 引 渡 し)

1

SieditiollimPossiblcauguichct,

Saisiedescoordonn〔 …espourgestionparcorrespondance

(窓 口 で 発 行 不 能 の ば あ い 、 通 信 管 理 の た め 住 所 の 入 力)

1

1…TI・ ・C・-s・E・ 集中管理 ・1

すれば、 その コー ドに関す る最終的予約状況 を記載 したペー ジにアクセ スすることがで きます。

これ は、主 としてティケ ッ トの 自宅受取 りのばあい、支払 いが有効か、テ ィケ ッ トの作成が な

されているかな どを確認す るために利用 されるものです。

Billetel販 売窓 口では、 自宅 ミニ テルやBilletelの 自動販売機 における利用 と同 じ内容が見 ら

れ るとともに、公演 ・行事 ごとの予約進行状況 を画面 に映 しだ して予約可能 なティケ ッ ト枚数 な

どが調べ られ ます。 わたしがBilletel販 売窓口で見たのは これ と同 じ内容の画面で した。

また、各主催者が もつ分散管理 レヴェルでは、秘密 コー ドとなっている主催者 コー ドによって、

各公演 ・行事の全体 的あるいは 日付 ごとの予約 ・販売状況 を知 る ことが で きます し、プ リンター

をそな えた端末機では、 テ ィケ ッ ト販売 リス ト類 を自動的 に作成で きるといい ます。

集中管理 レヴェルでは、①顧客 コー ド ・氏名や取引の参照項 目ごとの予約状況、②各公演 ・行

事 の全体 的あるいは主催者 ・日付 ・予約場所な どごとの予約 ・販売状況 、③分散管理 レヴェルで

作成 されなかったすべてのテ ィケ ッ ト販売 リス ト類 を自動的 に作成で きるといい ます。

こうして、各 レヴ ェル ご とに必要なデー タを管理・参考 にして、Billetelの データベ ースとして

の有効性 を維持 してい けるのだ といえましょう。
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7

10--4FNACに つ い て

FNACに つい て特 別 な デ ー タが あ る わ けで はな いの で すが 、 わ た した ちが視 察 訪 問 した の が 、

FNACモ ンパ ル ナス店1階 に設 置 され たBilletel窓 口で あ り、FNACの 店全 体 や 窓 口の 状況 、そ

こで手 に入 れ たパ ンフ レ ッ トな どか ら、FNACとBilletelの し ご と とは つ なが りが あ る よ うで す

し、事 実BilletelはFNACの 子 会社 とい う こ とで すの で、FNACに つ い て も、簡 単 に触 れ て お き

た い と思 い ます。

(1)FNACの 店 頭 につ い て

FNACモ ンパ ル ナス店 は、パ リ市 内 で もForumフ ォラム店 ・Etoileエ トワール店 とな らぶ 大 き

な店 舗 の よ うで す。1階 は、Billetel窓 口の ほか、 の ちに紹 介 す るFNAC会 員 の入 会 や クー ポ ン

券 の受 付 ・交換 な どの窓 口 が あ り、 奥 の ほ うは写真 関係 の機 器 ・資材 の販 売 とDPEラ ボが あ りま

した。 地下 はオ ー デ ィオ ・ヴ ィデオ関 係 の機 器 と資 材 、 コ ン ピュー タ ・ワー プ ロ ・電 話機 な どを

お き、3階 はCDを 中心 にテ ー プ・LDな どを販 売 して い ま した。中二 階 は展 示場 で、訪 問 した と

きに は写 真 展 をや って い ま した。

FNACの 店頭 で 扱 って い る もの は、 たぶ んモ ンパ ル ナ ス店 が代 表 して い る もの と思 わ れ ます 。

実 は、わ た くした ちが泊 まった ホ テル ・ル グ ラ ンか ら南 の ル ー ヴル に 向か うオペ ラ座 通 りAvenue

del'Op6ra右 側 の19番 地 に は、FNACの サ ー ヴ ィス店 が あ りま した。 そ の間 口は6～7メ ー ト

ル、 ハ ロ ウ ィンの週 末 夕 方 で店 は 閉 まった ま ま、 全体 の規模 は不 明 で す が、 外 か ら見 た か ぎ り中

心 は写 真 のDPEで 、多少 の 写真 機 材 が あ る とい う もので した。FNACの 店舗 案 内 で は、モ ンパ ル

ナ ス店}まLesMagasinsFNACと い う店 の 扱 いで、 パ リ市 内の3店 の ほか に、 パ リ地 区 に3店 、

フ ラ ンス各 地 に25店 が リス トされ て い ます 。他 方、 オ ペ ラ座 通 りの店 はLesMagasinsFNAC

Serviceと い う扱 いで 、パ リ市 内 に44店 、パ リ地 区 に31店 、フ ラ ンス各 地 に18店 あ る こ とに な って

い ます。 で すか ら、FNAC店 頭 につ い て の上記 の 内容 は、 さほ ど的 は ず れ で は ない と信 じ ます。

(2)FNAC会 員へ のサ ー ヴ ィス

FNACは 会員 サ ー ヴ ィス として、 ク レデ ィ ッ ト・カー ドの発 行 と契 約 店舗 に お ける割 引 クー ポ

ン券 の発 行 を して い ます。 「EspaceBoutique-LesMagasinsetServicesagr66sFNAC

6dition92(ブ テ ィ ック・・FNAC指 定 の店舗 とサ ー ヴ ィス1992年 版)」 に よ り、 その概 況 を紹 介

し ます。

① ク レデ ィ ッ ト・カ ー ド 事 前 に提 出す る契約 書 類 に よって3000フ ラ ンか ら15000フ ラ ン、 ば

あ い に よって は それ以上 の金額 契 約 で 、 ク レデ ィ ッ ト ・カー ド利 用 が で き ます。 買物 金額 は50フ

ラ ン以上 、FNACの 全 店 とそ のサ ー ヴ ィス店(前 記LesMagasinsFNACとLesMagasins

FNACServiceの こ と)お よびFNAC指 定 の店舗 で カー ド支 払 いが で きる とい う こ とで す。返

済 は 月賦 でお こない ます。
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② 割 引 ク ー ポ ン券 サ ー ヴ ィスFNACの 会 員 は買 物 の さ い 会 員 カ ー ドの 提 示 を す る と、

FNAC指 定 の店 舗 とサ ー ヴ ィス店 で は、割 引 き分 が差 し引か れ た税 込 みの 買物 合計 金 額 が記 入 さ

れ た 「2%FNACク ー ポ ン券 」が、1回 につ き1枚 もら えます。 この クー ポ ン券 つ きの買物 が8

回以上 にな った とき、また は1回 の 買物 金額 が15000フ ラン以 上 で あ れ ば、買物 合計 金 額 の2%相

当額 をFNAC会 員 サ ー ヴ ィス事 務局 で受 け とる こ とが で きる とい う もので す。

そ して、 「EspaceBoutique-LesMagasinsetServicesagr色6sFNAC6dition92(ブ テ ィ

ックFNAC指 定 の店舗 とサ ー ヴ ィス1992年 版)」 に は、大 別10項 目にわ かれ てFNAC指 定 の

店舗 とサー ヴ ィス店 が リス トア ップ され て い ます。この リス トは、同 時 に ミニ テル のFNACコ ー

ド3615(10-3(1)(E)で 紹 介 したBilletelへ の ミニ テ ルか らの ア クセ ス・コー ドに同 じ)に よ

って もア クセ ス で き ます 。 つ ま り、10-1(2)で 「FNAC社 と提 携 して各種 公 演 団体 との契 約 ・

交 渉 につ いて の事 業 とBilletelチ ェー ン店 が そな え る販 売機 の 管理 を まかせ 」 と紹 介 した こ とか

ら も予想 で きる とお り、 も と もとFNACが 各 店舗 と提 携 して お こな ってい た ミニ テル ・サ ー ヴ ィ

ス の ノ ウハ ウ を も とに して 、Billetelは 開発 され た と思 わ れ るの で す。です か ら、準 通信 サー ヴ ィ

ス的 仕事 を して い るFNACだ けに、 日本 か らのBilletelへ の ア クセ ス は、 シ アー ズ ・ローバ ック

と提 携 す るな ど して きた西 武 系 の チケ ッ ト ・セ ゾ ンが契 約 してお こな って い るの は、 あ る程 度理

解 で きる よ うに 思 われ ます 。

なお 、大別10項 目に リス トされ た契 約店 舗 の項 目は、①動 物(ペ ッ ト)、② 骨 董 ・古 美術 、③ 車 ・

オ ー トバ イお よび付 属 品、 ④ エ ス テ テ ィ ック、 ⑤ 宝飾 品、⑥ フラ ワー イ ンテ リア、 ⑦ 雑貨 、⑧ 食

料 品、⑨ ホ テル 、⑩ 住宅 関 連 機器 ・作業 となっ てい ます。

o

10-5ヨ ー ロッパ諸国の音楽会テ ィケ ッ トの販売状況

(1)外 国 に行 くとか な らず音 楽会 に顔 を出 し、 過去3回 ヨー ロ ッパ に行 って演 奏 を聴 か な か っ

た ことは な く、 ときに は不 義理 で 輩盛 をか いか ね ない こ ともあ りま した。 今 回 も夕食 が フ リー の

ス ケ ジ ュー ル の 日 につ いて は、 日本 に あ る各 国政 府観 光 局 です べ て の都 市 の音楽 会 の案 内 を調 べ

てみ ま した。 今 回 の視 察旅 行 で は、 ひ と り旅 にな ってか らの もの も含 め る と、合 計10回 の演奏 会

を聴 い て い ます。 で すか ら、各 地 で の テ ィケ ッ ト・サ ー ヴ ィスの状 況 はか な りわ か りま した。 こ

の報 告 に もそ の経験 が あ る程度 役 に立 った と思 い ます。

そ う した経 験 か らい え ば、フラ ンス のBilletelに よる テ ィケ ッ ト・サー ヴ ィス は、日本 と比 べ て

も、 また ヨー ロ ッパ の なか で も と くに よ くで きた もの とい え ます。 今 回 は、 日本 で は ロー マの情

報 が 手 に はい らなか ったの と、 マ ドリッ ドで は適 当 な機 会 が な くフ ラメ ン コで我慢 した ほ か は、

ロ ン ドン ・ミュ ンヘ ン ・ウ ィー ンで各1回 、パ リで3回 、 そ してひ と りで 回 ったハ ンブル クで4

回 です か ら、 ドイ ツ との比 較 で紹 介 す る と、 その こ とが わか って いた だ け るの で はな いで し ょ う

か。

(2)フ ラ ンスで の テ ィケ ッ ト・サ ー ヴ ィスは、 本文 で も記 した よ うに、 前 売 りはBilletelの 窓
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口で も、各 ホール の ブ ッキ ング ・オ フ ィスで もお こな って い ます。 そ して、Billetelの 窓 口で は手

数料 が購入 金額 の10%相 当分 とられ ます。他 方 、 ホ ール の ブ ッキ ング ・オ フ ィスで は手数 料 は不

要 で す。 また、演 奏会 当 日の午後 にで もな る とBilletelの 窓 口で の取 扱 いは で きな い よ うで した。

む ろん、 ふ つ う 日本 の旅行 社 が 扱 って い る ホテル な らば、 案 内者 が い て テ ィケ ッ トを購入 して く

れ る ところが ほ とん どです か ら、簡 単 です。 この ば あい は、 チ ップ をふ くめての 手数 料 が必 要 で

す か ら、Billetelの 窓 口 よ り高 い もの に つ くの は しかた あ りませ ん。

わ た くした ちの よ うな旅行 者 で 、 ほ とん ど当 日に ど こへ行 くか を きめ る ことにな る者 に は、 売

切 れ の心 配 さえな けれ ば開演 時 間 直前 まで にホー ル に直接 行 った ほ うが よい と思 わ れ ます。 今 回

のパ リで は、 サ ン ・ル イ教会 は10-2に 記 した とお り前売 りテ ィケ ッ トを利 用 し ましたが、 希 望

す る演奏会 に はすべ て い くこ とが で き ま した。 もち ろん人 気 の あ る もの です と早 くに売 り切 れ て

しまい ます か ら、 現地 に つい てか らの前 売 りで も間 に合 わ ない で し ょう。 今 回、 ハ ンブル ク滞 在

中、 国立 歌劇 場 で2回 あ った モ ー ツァ ル トの 「魔 笛 」が 、到 着 してす ぐに様 子 を見 にい った の で

す が 、売 り切 れ て い ま した。 で も、8年 前 、売切 れ だ った ヴ ェル デ ィの 「仮 面舞 踏 会」 ガ ラ ・コ

ンサ ー トに偶 然 も ぐ りこみ、 日本人 テ ナー の オペ ラ座 初 デ ヴ ュー(パ ヴ ァ ロ ッテ ィの代 役 で市 原

多 朗 が 出演 し、評 判 を とった)に 立 ち合 えて、NHK交 響楽 団 の機 関誌、「フ ィル ハ ーモ ニ ー」に紹

介 す る とい う偶 然 な ど も経験 して ます し、 なに よ りもホー ル に行 ってみ るのが よいの で はな い か

と思 い ます。

(3)一 方 、 ドイ ツ(ハ ンブル ク)で は、前 売 りは各 ホー ル の ブ ッキ ング ・オ フ ィスで は扱 って

い ませ んで した。国立 歌劇 場 の ばあ い は正 面 左手 の大劇 場 通 りGroBeTheaterstr .をは い って100

メ ー トル ほ ど先 の左 手 にあ る専 門販 売所 で した。 で も、 ここで す べ ての 演奏 会 の ものが手 には い

るわ けで はな く、 そ こに根 拠 をお く演 奏 団体 の テ ィケ ッ トを扱 うだ けの よ うです。 演 奏会 場 は 同

じ コ ンサ ー ト・ホー ルMusikhalleで した が、PhilhamonieHamburgハ ンブル ク ・フ ィルハ ー モ

ニ ー のテ ィケ ッ トは国 立 だ ったか らで し ょうそ こで買 えた の に、NDR-Sinfonie-Orchester北 ド

イ ツ放送 局 交響 楽 団 の もの は買 えず、 大劇 場 通 りを さ らに50メ ー トル ほ ど先 の コ ロナ ーデ ン通 り

Colonnadenstr.の 角の販 売 所 で した 。この点 は、事情 に うとい旅行 者 に は不 便 で した。しか も、昼

間2時 か ら4時30分 まで閉 まって し ま うの です か ら、 なお さ らです 。

その コンサー ト・ホー ルMusikhalleの ば あい は、開演 数時 間前 か らの 当 日券 は扱 い ます が、演

奏 会 の ない平 日の昼 間 な ど正 面 が 閉 じて いて、 どう しよ う もあ りませ ん。

ハ ンブル クで は、 中央駅Hauptbahnhof(構 内で は な く、 東 口 に 出て広 場 左手 に あ る北 口案 内

所)や 市 役所Rathaus近 くに あ るi(ツ ー リス ト・イ ン フ ォメー シ ョン)の ほ うが 幅 広 くあ つ か

って い ま した。 た だ、 そ こで も前 記 の専 門 販売 所 にい ちい ち電話 して注文 す るた め、電 話先 の販

売 所 が休 みな ら駄 目 とい うわ けで、 あ ま り恵 まれ て い ませ ん で した。

同 じ ドイ ツの ミュ ンヘ ンの ば あ い は、 あ ま りよ くはわか りませ ん が、比 較 的 新 し くで きた文 化

セ ンター のガ ス タ イ クGasteigの ホ ー ル を ミュ ンヘ ン ・フ ィルハ ー モ ニ ー が根 拠 地 と して お り、

ホ ー ルの隣 の建 物 の1階 にテ ィケ ッ ト売場 が あ りま した。昼 間 もひ ら き、 各種 の案 内が あ った の
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で、ハ ンブル クの販 売 所 に近 い もの で しょ う。わ た した ちが聴 い た王 宮 で は、小 さな ブ ッキ ング ・

オ フ ィス しか あ りませ ん で した か ら、 これ もハ ン ブル クのオペ ラ座 や コ ンサ ー ト ・ホー ル と同 じ

く、 開演 直 前 の 当 日売 りだ けの よ うで した。

(4)ク ラシ ック音 楽 の 本場 ウ ィー ンの ば あい は、 それ ぞれ の ホ ール に ブ ッキ ング・オ フ ィスが

あ って 前売 りを して い ます。

オ ペ ラ座Staatsoperは 正 面 玄関 をは い る と左右 に それ ぞれ1カ 所 ず つ あ りま した。

楽 友協 会 ホー ルMusikvereinは ロー トリンガ ー通 りLothringerstr.に 面 した建 物 中 ほ どに、コ

ンサ ー ト・ホー ルKonzerthausは 正 面左 端 の同 じ くロー トリンガー通 りに面 して、 見 開 きの扉 が

あ るだ けの 目立 た な い ところで す。 午前10時 か ら開 き、演奏 会 当 日は開場1時 間前 ぐらい まで 売

ってい ま した。 開場 にな る と、 ふ つ う玄 関 の なか にテ ィケ ッ ト売場 が あ りますか ら、 臆 さず建 物

の なか に入 って し ま うこ とです。8年 前 のパ リ ・オペ ラ座 も、 タキ シー ドとイ ヴニ ング ドレスの

人 た ち につい て 中 に入 る と、 売場 はむ ろん閉 まって いた ので すが 、切 符 を買 っ て くれ と声 をか け

られ 、半 額 で手 に入 れ た ものだ ったの で す。

(5)ロ ン ドンで は これ までわ りとよ く音 楽会 に行 って い ま した 。今 回 は、 ロ ン ドンの フ リー時

間 は初 日だ けで したか ら、 ポ ン ドも日本 で用意 し、 なん とか した い と考 えて い ま した。 ヒー ス ロ

ウ空 港 で も時 間 が あ りま した し、 ホ テル に着 い てか らも まだ 間 に合 い そ う と、 打合 せ の 間 中 イ ラ

イ ラ して いた の で すが 、初 日か ら勝 手 をす るの も と我慢 した ので す。 結 局 は2日 目の夕食 をキ ャ

ンセル させ て い た だ いて行 っ て し まった のです が。

もっ と も初 日、打 合 せ直 後 、 な に は と もあれ と新 しいバ ー ビカ ン ・ホー ル に行 って み ま した。

や は り無 理 で休 憩 時間後 の演 奏 が始 ま った ばか りで した。 しか たな く、 さ らに その足 で コ ヴ ェ ン

トガー デ ンの ロイ ヤル ・オペ ラ に行 くと休 憩 の真 っ最 中 、 ワイ ンな ど飲 む人 び とが ロ ビー にた む

ろ して い ま した 。 出 し物 は 「リゴ レ ッ ト」 で したか ら、12時 近 くまで かか るに ちが い あ りませ ん。

も う一 カ 所 トラ フ ァル ガ ー 広場 近 く、 これ まで うっか り気 が つ か な か っ た英 国 オ ペ ラEnglish

NationalOpera(す べ て の オペ ラを英語 でや る)の ロ ン ドン ・コ リセ ウ ムLondonColiseumも

の ぞ いて お きま した。

と ころで、 ロ ン ドンの テ ィケ ッ ト購 入 は ほ とん ど演 奏会 場 の ブ ッキ ング ・オ フ ィスで して き ま

した。 ロイ ヤル ・フ ェステ ィヴ ァル ・ホール、 ク イー ン ・エ リザベ ス ・ホー ル(こ の ふ た つ は テ

ー ム ズ河 に面 して 並 び、市 内観光 の とき ビ ッグ ・ベ ンの 一つ下 流 の ウ ォー ター ル ー橋 付 近 で案 内

が あ りま した)、 ロ イヤ ル ・アル バ ー ト・ホー ル(わ た した ちが行 く直前 に あ った大 相撲 ロ ン ドン

場 所 の 会場 。 ヒー ス ロウ空 港 とウ ィ ンザ ー城 の往 復 のた び ご とに 「この建 物 は何 です か」 と質 問

が 出た と思 わ れ るほ ど目立 った ゴ シ ック風 の科 学 博物 館 の裏 、 ケ ンジ ン トン ・ガ ー デ ンに面 して

あ ります)、 そ して今 回行 った バ ー ビカ ン・ホー ル(シ テ ィの再 開発 で高 層住 宅街(ノ ハ ズ)の な

か につ くられ た)な どに は、 すべ て立 派 な売場 が あ ります。 た だ、 ロ イヤ ル ・オペ ラだ けは、 正

面 右 手 の フ ロー ラル通 りFloralSt.に 入 って数十 メー トル右 手 に販 売 所 が あ る との案 内 が あ りま

した。 夜 中 だ った の で開 い て は い ませ んで した が、昼 間 は開 き、前 売 り して い る もの と思 わ れ ま
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す。

こ うした ブ ッキ ング ・オ フ ィス は、 ど こ も平 日は午 前10時 か ら前売 りをあ つか って い ます 。 よ

ほ どの大 人 気 の出 し物 で な いか ぎ り、毎 日の よ うに あ る定 期 演奏 会 テ ィケ ッ トは、 当 日売 りで手

に入 らなか った こ とは あ りませ ん。

ほ か にデパ ー トや ホ テル で も予約 が で き ます が、 こち らは手数 料 が と られ ます。

以上 、お蔭 さ まで 、趣 味 と実益 をか ね た視 察 訪 問 とな りま した。 これ も、Billetelと い う、わ た

くし に とって はな に よ りあ りが たい デ ー タベ ー スの 調査 を担 当 させ てい ただ いた か ら と、 主催 者

とお世 話 くだ さ った方 が た に感 謝 申 しあ げ ます。

もっ と も、先 方 につ くまで は 「Minitelnet… … フ ラ ンスで1万 数 千 に も上 る とい わ れ る ミニ テ

ル のIP(InformationProvider)の うち の1カ 所 を見学 す る」 とい う情 報 だ けで 、 どん な ところ

に行 くの かな んの デ ー タ もなか っ たの で すか ら、 正 直 い う と不 安 で は あ りま した 。 こん な内容 の

報 告 書 にな る とは、書 きは じめ る まで、 思 って もい なか った こ とを告 白 して お き ます。
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IIIヨ ー ロ ッパ にお け る

日本情 報 のニーズ と市場

ロー マ ・サボ イアホテルでの セ ミナー風景

講師 はEllAのDavidPowell氏





一
1.調 査 の概要

(財)デ ー タベース振興セ ンターでは、平成3年 度に欧米 のデータベース産業 の実態及 び動向、

ユーザー意識及び利用実態の調査 を目的 として4件 の海外委託調査 を実施 している。 これはデー

タベース関係者か ら要望の強い海外調査の充実 を図 り、「デー タベース白書1992」に反映 させ るた

めである。

その中の1つ としてEIIA(欧 州情報産業協会)に 委託 した 「ヨーロッパ におけるデータベース

産業の実態調査」 について ここに報告す る。

これ はヨー ロッパ各 国のデータベース関連企業 を対象 として

① ヨー ロッパ におけるデー タベース産業の実態

●データベース市場

●データベース市場成長率等

② 日本情報 のニーズ

●日本情報 のサー ビス状況

●日本情報をサー ビスす るに当た っての問題点

●ユーザーの日本情報 の入手方法

●日本情報の市場性

等 を調査 した もので ある。

今回の調査では、 ヨーロ ッパ97社 に調査票を発送 し、その うち42社 の有効 回答があった。回収

時期 は平成3年10月 ～11月 である。

なお、 この調査の中間報 告は、「欧州 データベース実態調査視察団」が欧州 を訪問 した際 にロー

マで(10月25日 に)行 われた。講師 はEIIAのDavidPowel1氏 であ った。その時点で回収 されて

いた調査票 は21社 で、最終 結果 の半数 の段階であ った。

また中間報告が なされたセ ミナーでは、団員か ら特 に用語の定義 に質問が集中 した。例 えば「情

報ブロー カー」 といった用語 に対 してであった。 この時の質問点、不明点は この最終報告書で是

正 され、注釈が されてい る。
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2.調 査 結果

(1)ア ンケ ー トの 回答 者

① 地理的分布

図1に 回答者の地理的分布 を示す。 この分布 を見 る と、回答者の地理的な広が りの大 きい こと

がわかる。

図1回 答者の国別分布(計42)

人 口が お よそ40万 人 でEC加 盟 国 中最 少 のル ク セ ンブル グ と、加 盟 国 の 中で経 済 的 な発 展 が遅

れ て い るギ リシ ャ、 アイル ラ ン ド、 ポ ル トガ ルの3カ 国 を除 く、ECの 全 加 盟 国 か ら回答 を集 め、

またEC以 外 には、フ ィ ンラ ン ド、ノル ウ ェー、ス ウ ェー デ ンの3カ 国 か らも回答 が寄 せ られ て い

る。

この結 果 で は、イギ リス、フラ ンス、 ドイ ツか らの回答 が 多 いが 、'これ は1989年 にECで 確 認 さ

れ た227のASCIIホ ス トの地 理 的分 布 及 び1 ,048の 欧州 の デ ー タベー ス の地 理 的分布(1990年12月

にCECが 発 表 したInformationMarketObservatory(IMO)の ワー キ ングペ ーパ 一-90/5に よ

る)と よ く一致 して い る。 この調査 結 果 が欧 州全 体 にお け る結 果 に近 く、比 較 的信 頼 性 の 高 い こ

とを示 して い る。 また回答 者 の企 業 名 は守秘 義務 か ら公 表 して いな いが 、欧 州 市場 の最 も重 要 な

企 業 が調 査 に協 力 して い る。
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② 回答企業 が属 する市場部門

図2に 回答企業が属す る市場部門の分布 を示す。 この結果か ら大部分の企業が、 データ処理サ

ー ビス及 び電 子情報サー ビス部門に属 している ことがわかる
。

その他(2)
＼

の他 の

一 ビス(4)

非営利団体(13)

./二
電子/自 動車(1)

図2回 答企業が属する市場部門(計51)

ここで注目すべ き点 は、全 回答者 の20%未 満の、8つ の団体 しか新聞 ・出版産業 に属 していな

い とい う事実である。 しか し、 これは、伝統的な出版部門が電子情報サー ビスの発展 に中心的な

役割 を果た して こなか った欧州の情報サー ビス産業 の構造 とおお よそ一致 している。

また、欧州の電子情報 サー ビス産業の よく知 られた実態 と比べ る と、非営利団体 の数がやや少

ない とい う点に も注意 を要する。IMOの ワーキングペ ーパ ーによれば、欧州のデータベ ースの総

数の54%が 非営利団体 によって 製作 されている。今 回の調査では、その割合 はたった31%に 過 ぎ

ないが。ただ本調査の重要 な目的が情報サー ビスの商業的な利用 に関する今後の展望 を探 る こと

にある点 を考 えると、 この数値の違 いはさほど重大 な問題 とはな らないだ ろう。
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③ 業 務別 分 類

回答 者 の業 務 別 カ テ ゴ リー につ いて、 各 回答 者 が 一 つ以上 のカ テ ゴ リー に分類 され る可 能性 が.

あ る こ とを考 慮 して、 回答 者 の カ テ ゴ リー を見 て み る と、 図3の よ うに33が デー タベ ー ス/CD-

ROMの 製 作 会社 、27が ホ ス ト'・サ ご ビス会 社 、22が 情 報 ブ ロー カ、15が 配 給 業 者、14が その他 と

な っ て いる。 「その他 」 の カ テ ゴ リー を選 んだ 団 体 の 大 多数 が コ ンサ ル テ ィ ング業 務 を行 って い

る。
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図3・ 回答者の業務別分類(計llD

(注)情 報 ブローカー:他 の組織 や個人 に代 わっで1青報 の収集を請 け負 う団体 あるいは個人 の活

動 を表 わす。一般に、クライアン トは情報'ブローカに対 し、 自分の問題や情報ニーズを説明

する書類 を渡 す。情報 ブローカは、 クライアン トとの協議 を通 じて作 り上げた書類 に基づい

て、で きるだけ多 くの関連情報 をある範囲内の情報源 から収集す る。情報 ブローカは、 クラ

イアン トの要求 を満たすために、 いっ もとは限 らないが頻繁に一つ以上 の電子情報サー ビス

を利用する もの と思われる。
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また デー タベ ー ス事 業が 自社 の主 力業 務 と考 えて い るか につ い て調査 した結果 、 図4の よ う に

全 回答 者 の過 半 数(54.8%)が デ ー タベ ー ス事 業 を 自社 の主 力業 務 と考 え てお り、 今後 の5年 間

の 動 向 を合 わせ て も、 この数 はほ んの わ ずか しか増 えなか った。 しか し、 こ こで は、 い くつ かの

重 要 な ホ ス トが、 全般 的 な経 営戦 略 の方 向が 中期 的 には変 わ りに く く、大 規 模 で 多角 的 な団体 に

属 して い る とい える。 また 多 くの公 共 団体(publicly・fundedinstitutions)に とって も、 デー タベ

ー スの普 及 活 動 は重 要 だが 、組 織 の全 体 的 な使命 は よ り広範 で あ り、 その 方針 が変 わ りに くい こ

とも事 実 で あ る。

現 在 今後5年 間

[==コ 主力業務_主 力業務でない

図4デ ータベース事業を自社の主力業務 と考えているか否か
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(2)欧 州におけるデータベース産業の実態

① デー タベース産業 の売上

図5に データベース事業の売上 の総売上 に対する割合 を示す。 データベース事業 の売上 が総売

上の半分以上 に達 しているのは、 回答企業の52%に 達 してお り、総売上 げの90%以 上に達 して

いる企業は全体 の36%で あった。 これは欧州のデータベース企業が、 日本のデータベース企業 よ

り専業色が強い ことを示 してい る。

ただ実際に売上高 を明示 したのはわずか15団 体 のみであった。明 らかにされた売上のデータを

見 る と、欧州の電子情報 サービス産業の主要な問題 の一つは きわめて少数の大規模 な団体 に よる

支配であることが はっき りとわかる。 また本調査 の回答者が きわめて小規模 な団体(50万 ドル)

か ら巨大なReuters(210億 ドル)に 至 るまで、幅広い層 に及 んでいる ことが明 らかになった。
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図5総 売上に占めるデータベース売上の割合

② データベース市場成長率

図6に データベースサービスの年間平均市場成長率の予想値 を示 した。 この結果 か ら31の 回答

者の3分 の2以 上(71%)が 、年間平均成長率 として11%か ら25%ま での範囲 を選 んでいる。成

長率 を11%以 下 とした6団 体 の うち、4団 体が公共 の非営利団体 であ り、他の2団 体 がEC非 加盟

国の団体 である とい う点 は興味深い。成長率 を25%以 上 と回答 した3団 体 はすべて民間団体 であ
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る。また、これ ら3団 体はCD-ROMに 強い関心 を示 しているが、ただ3つ の回答か ら全般 的な動

向を引 き出す ことはで きない。

年間成長率 を11～25%と する結果 は、他の研究機関や コンサル タン ト機 関のレポー トとほぼ一

致 している。 この回答 をもっ と細 か く区分する と、13:9の 割合で11～15%の グループを選 んだ

回答者の方が多かったが、 これは、過去数年間にきわめて急激 に伸 びてきた電子出版の成長が鈍

化 しつつある とい う見解 と一致する。 しか し、 この分野の成長率が他 のほとんどの産業分野の成

長率 を上 回っているこ とは間違いない。また、CD-ROMが オ ンライ ンサー ビスよ りも高い成長率

を示す可能性 はあるが、CD-ROMは まだ電子出版サー ビス市場全体の比較 的小 さな部分 を占め

ているに過 ぎないので、 その成長率が産業全体の成長率 を左右する ことはあ りえない。・
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③ デー タベースが包含 している国の範 囲

回答者のデー タベ ースが包含 している国の範囲 について調査 した結果 を図7に 示す。 この回答

をまとめるに際 してランクに加重 因子 を適用 した。即 ち最大情報量 を有 する国 ・地域 に6点 、2

位 の情報量 を有する国 ・地域 は5点 、3位 は4点 、4位 は3点 、5位 は2点 、 ランクされなか っ

た国 ・地域 は1点 とした。

以上の ような方法 に基づ いて回答 を分析 した ところ、当然予期で きた ことだが、回答者が提供

する情報は圧倒的に自分の国や他 のEC諸 国に関連す るものであ った。事実、自分の国 と他のEC

諸 国 との得点上の違 いは比較的小 さか った。それ以外の国では、北米 の得点が 日本 をはるか に上

回っている。ただ し、自国以外のEC諸 国の得点 と比べるとかな り低 い。日本の得点 は東欧諸国 を

わずか に上回る程度(59点8.7%)だ が、他のアジア諸 国に比べれば高 くなってい る。
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その他

(36)

性 アメ リカ(口8)

自国 を除 くEC(16D

ツ

図7回 答者のデータベースが含む国の範囲(計681)

結果 を割合 に直す と、回答者が提供す る情報の国別の割合 は以下の通 りである。

自国:26.4%

自国 を除 くEC:23.6%(計 欧州:50%)

北 米:17.3%

日本:8.7%

東欧:6.9%

ソ連:6.2%

日本 を除 くア ジ ア:5.6%

その他:5.3%

また、 「その他 」の カテ ゴ リー が高 い得 点 を獲 得 してい るの は、 回答 者 が基 本 的 に、 自社 が 所在

して いる国 内 あ るい は地 域 市場 に 向 けた特 定 分野 の サー ビス を提供 してい るため で あ る。 た とえ

ば、 スカ ン ジナ ビアや ベ ネル クス諸 国 、 スペ イ ン/ラ テ ンア メ リカ諸 国 に関 す るサ ー ビスが 含 ま

れ る。
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(3)欧 州における日本情報のニーズ

① 日本情報のサー ビス状 況

図8に 日本情報の提供状 況を示す。全 回答者の4分 の3以 上(76.2%)が 日本に関する何 らか

の情報 を提供 してい る。 日本 に関す る情報 を全 く提供 していないのはたった10団 体のみであった。

日本 に関す る情報の情報源 は、 日本か らの情報 と日本以外か らの情 報 とがほぼ半々であった。 日

本か らの間接的 な情報 も直接 的な情報 と同程度 に信頼 されているようである。

また 日本情報 を提供す る計画 を有する企業 は全体 の50%で あった。 この結果 は、回答者がかな

り具体 的なもの と解釈 したため この ように低 い数字 になったのではないか と考 えられ る。従 って

否定的な回答 は、具体的な計画が ない ことを表わ しているが、だか らといって、将来的に 日本 の

情報の提供 を全 く考 えていない とか、興味がない と解釈 するべ きで はないであろう。

① 日本情報を日本から入手している ③ 日本情報を日本 ・日本以外の両方から入手している

② 日本1青報を日本以外から入手している ④ 日本情報を将来提供する計画がある

図8日 本情報の情報源 と情報提供の将来計画(計42)
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② 提供 したい日本のデータベースの内容

図9に 将来提供 したい 日本のデータベースの内容 を示 した。最 も高 い得点 を獲得 したテーマは、

企業の金融及 び信用情報で、 マーケテ ィング、特許、科学 ・技術情報がそれ に続 いている。

証券な どに関す るリアルタイムのデータを入手 したい とい う希望は比較的低 い ようである。 こ

の分野の情報は同業界の売上 げに非常 に大 きな貢献 をしてい るが、 こうしたサー ビスを提供で き

るのは、ほんの一握 りの業者 で しかない とい う事 に よるもの と考 えられ る。おそ ら く、エン ドユ

ーザーを対象 とした調査では
、今回の ような業界関係者 を対象 とした調査 とは違 う回答が得 られ

ただ ろう。

図9今 後提供 したい日本情報の内容別分類(計56)
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③ 日本情報の入手先

図10に 顧客 の日本情報の入手先 を示す。 この結果に よれば、特定 の情報源が強 く前面 に押 し出

される ことはなかった。 新聞や雑誌 の記事 が比較的得点 を集 めているので、主要 な情報源 は、

FinancialTimesあ るいはHandelsblattな どの質の高 い日刊紙 やTheEconomistな どの主要な

週刊誌の分析記事である と考 える ことができる。

お もしろい ことに、情報 ブローカは僅差なが ら2位 にランクされている。 これ はおそ らく、 ど

の様 な情報が得 られるかが広 く知 られていないために、情報や知識 を収集 しようとす る人 は、 そ

の情報 を利用で きる専 門家 に情報 の収集 を委託 してい るとい うこ とを示 している。 日本 の情報源

との直接の接触 や日本 にいる日本人 との接触が重要 になって きているようだ。 日本 にいる日本人

との接触 においては、通商使節団や ビジネスでの 日本訪問が貴重な役割 を果た してい るようだ。

その国にいる日本人か ら入手(2)

その国で日本を

知 っている人か ら入手(4)

大学/公 共図書館(5)

日本大使館

(8)

不 明

(6)

・'一 ユ ー ス

'
・し 夕一 ⑱)

:昧 にいる…漁 、

_報 源羅 ⊇
から直接入手

修 而z
図10日 本情報の入手先(計97)

④ 日本情報をサー ビスするに当たっての問題点

業界関係者 に関す る限 り、 目下 の ところ、 日本の情報提供会社 あるいはホス ト団体 との取引に

おいて、 コミュニケー ションや交渉 にまつわる大 きな問題 はないようである。

一方
、情報 自体 を利用 す る顧客 の感想は、当然 これ とは違 っている。回答者数が少 ないため明

確で はないが、 日本情報 が必要であるが高価であること(3件)、 や言語上の問題(3件)が 挙 げ

られ ている。
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⑤ 日本情報に対するニーズ と市場

全回答者42団 体の うち38団 体 という、圧倒的多数の回答者 が、 日本 の情報 に対するニーズは増

えつつあ り、 その市場 は魅力 ある成長分野であると考 えてい る。 しか し、欧州 における日本情報

の市場規模 に関 して進んで見通 しを語 って くれた回答者 は!団 体 もなかった。

欧州 における日本情報の市場規模 について何 らかのビジ ョンを得 るには、外部の情報源 を考慮

に入れ る必要がある。Frost&SullivanやLinkな どの様々な コンサルティング会社 は、欧州の

電子情報サー ビス市場の全体的な規模 について意見 を述べ てい るが、 この点に関す る最善の情報

源はおそら くCEC自 体だ ろう。CECは 、1989年 のEC域 内の電子情報サー ビス及 び電子情報製品

に対 する推定支出は前年比約36%増 の およそ30億 エキュー(約4,910億 円)に 達 した ことを明 らか

にしてい る。 これは全体市場の規模で あ り、 日本の情報 に割 り当てられるシェアはこの市場規模

の中で決 まるのである。

(注)1エ キュー(ECU)=163.6円 とした。

今 回の調査結果 によれ ば、EC域 内の 日本情報市場 はEC市 場の全体規模 の8.7%以 上、す なわち

2億6,100万 エキュー(約430億 円)以 上 に達することはない と思われ る。 しか し、 この数字の扱

いには十分な注意が必要であ る。即 ち調査で明 らか になった割合 は情報 の用途 ではな く、入手可

能性 を表わ している点である。 しか しなが ら、 これ よりも信頼で きるデータがないため、 おそら

くこの数字 は市場規模 について きわめておおまかな基準 を提供 している と見 なして もいいだろう。

しか し、 この数字はECに お ける日本 の電子情報の市場規模 の上限を示す もの と考 えておいた方

が賢明である。

一方
、市場の成長率については、回答者 の予測の中で も高 い方の数字、すなわち年率25%と い

う成長率か、それ以上の割合で、 当初 きわめて小 さかった市場が急速 に拡大 しつつあるとい うこ

とは、様々 な根拠か ら確実であ る。

3.結 論

1.欧 州市場の情報提供会社 は、欧州 には日本のよ り詳細 な情報 に対 する実質的なニーズがある

と考 えている。

2.日 本 の情 報 に対 す るECの 市 場規 模 は現 時点 で は きわ め て小 さ く、1億 エ キ ュー(約160億 円)

か ら2億6,100万 エ キ ュー(約430億 円)程 度 で あ るが、 市 場 全体 の伸 び率 よ りも高 い割 合 で成 長

しつ つ あ る とい え る。

3.欧 州の業者の日本の情報 の入手先 としては、 日本の情報源 と日本以外の情報源 とがほぼ同 じ

比率に達 している事実 を考 える と、一次的な ソースから情報 を直接入手 しようとす る業者が当初

の予測 よ りも少ないことがわかった。 日本の情報 を提供 する際の問題 点 をたずねた回答が驚 くべ
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きほ ど少 なか ったことと合 わせて考 える と、 日本の情報 を扱 うことに抵抗 があるのか、それ とも、

テーマや どの様 な情報 が入手 で きるかに関する知識が ない(こ ち らの方が可能性 としては高いが)

とい うことだ ろう。

4.日 本の情報 を提供す る計 画に前 向きで、会社情報 や企業 の財務 ・信用情報、マー ケティング

情 報な どの分野 に可能性が あるようだ。

5.欧 州の個々の国や地域 の回答 とECの 加盟国、非加盟国の回答 にははっきり識別で きるような

違 いはなかった。ただ し、い くつかのケースにおいては、特定地域 にのみ関連 したサー ビスが実

施 されていた。

4.EllAの コ メ ン ト

1)欧 州は現在 、非常 に競争 の激 しい市場 になってお り、い くつかの部門においては、情報産業

のイ ンフラス トラクチャが高度 に発達 している。 したが って、 日本の情報提供会社が、政府機関

ではな く民間の機関 とライセ ンス協定 を締結するな どして、特定 の地域 や特定 の部門のホス トと

の排他 的な協定 を避 け、欧州の企業 とともにサービスを提供 しようとす ることが理 にかなったや

り方であ ろう。

2)ラ イ セ ンス契 約 を結 んだCD-ROMに よ る情 報 の普 及 は、今 後 特 に企 業 調査 の 分野 で きわ め て

有効 だ ろ う。 お もしろ い もの として は、LotusOnesourceが い くつか の デ ー タベ ー ス を一 枚 の デ

ィス クに収 め、 アプ リケ ー シ ョン ・ソ フ トと一緒 に提供 して い る例 が あ る。 日本 の情 報 提 供 会 社

も、 これ と同 じ よう に、CD-ROMの 製作 会社 あ るい はパ ッケ ー ジ会 社(packager)と ライ セ ン

ス契 約 を結 ぶ ことが で き るだ ろ う。

3)欧 州のユーザは、他 に どの様 な日本 の情報資源が利用で きるのか、 また情報が翻訳 されてい

るのかについて知 らない。 この ような情報 の詳細なデ ィレク トリーがあ り、やがて翻訳 され る可

能性 があるデータが どれかがわかれば、 日本の情報 を今後扱 うか もしれない欧州 の情報提供業者

に とっては非常に役 に立つだろ う,こ のようなデ ィレク トリー は、 日本の情報提供会社 と欧州 の

情報提供会社が協議 を進 める上 できわめて有効な基盤 となる。
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